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Von
Yoshinao Niijima

» シの逃林 に 關 する 本 研究 は 大 正入 年 十 勝 國 オッ ノレ シ 國 有林に於 

て 讃ﾡの計ﾡ を ﾡて間在 を 開始 し,昭和 十一年其結果 の總括 となしな。 

每 4 の 實 地 諏 測は 濡ﾡの公 林 阪 ※長に委ﾡし係員を定めて之をﾡ施せ 

しめ。 間同ﾡ林W緊長にはﾡ大の更送 を見なが各劇到な る監督を 

な す と 共に熱心 測定 を指難せ ら n な。 総括的間 を行人に際しては北 

海道風林業試験場在勤技手松江賢修氏 を煩はした る こ と 多く、 植物生 

態 問 年 に 關 しては北海道 帝 図大學 動殺 授 農 學 博士 館脇 操 氏 が 4 に 實 地 

に出ﾡ し研究を助け られな。植物 の 學名 の 査定 第七 章⑴ ⑵ の 材料 は 主 

として此の報告にﾡつな。茲 に 本報 文 の 公表 に 當 り 之等各位に封 し深 

厚なる謝意をﾡする ものてある。
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第一章 總 • 論

一) カシの逃林に 到 する研究の 必 要

北 海 道に流する落 葉 カ シ 類(Qucrcus) にﾡするものはコナラ、 ミッナ 

ラ、 カシ、 ナラガシの四種てある。 此内林業上ﾡも有なる樹和 

とせられなのは ミ ヅナ うてあって、 其材 は 建築器具等 に 多 く刑ひらる 

るのみな ら ず 海外 に も 多力!: に 輸* せられて 居る。之 に次て注なせ ら る 

るのはカシである。 カシに最も近vのはナラガシてあるが、 其 

分布が狭い公めに殊更普の カシと ﾡ別 して 其用途が特定せ られて 

居なv。 コナラ は本道の 南部 に のみ限 られ:ッナラ にi じ て川る らiL 
るに止女 る。

» シノ、は 林業上研究 を 要する N ﾡの多いﾡ種てあ る。即ち 材の性 

質が普通のナ ラ と比ﾡして 如何 な る 特異性 があ るかと云人 如 S 森林利 

用上の性質を攻究すること、 次に優によく知られて屈るカシ〜樹の 

合有する 般寧の 必や共性質 に對 す る ものて、 實川 上此 研究 が尙ほ深 く 

な されねばな らW。 m しての も 必要な の は造林上の研究であ る。

カシのﾡ林と云人ことは地女 て林業家の 題 とせ ら るる 乙 とが少な 

く あっな。 それは カ シの木材と しての利川償価が ミ ッナ ラ等に比 し 

て低いなめてあるのと北純林をな して居る面 積 が 多い公め に特 に之を 

人を以てﾡ林するの要がなかつなことに山るのてある。 然じカシハ 

の 造 林には未知 なものが多い。 カシ 〜は 皮 の=ルク 質が肥 せ る 

なめによく山火に城へて純林をなすに至ると云はれてﾡるが、 現在 成 

立 せる 所謂 自然 の 林 を 見る と若9削ﾡは 株 木より多 数 に 發 生して 居 

る。即ち 山火のため幹の枯死 した時其殘株 よ りの期ﾡが多数袋生する 

を見る。 然る に利 ク 老成せ る林にありては 林木が省幹 をな して多敷 

が一株よ う 發 生せる 如 3 跡 z 認 め 得 ない。之 は 現時 見る 處 の 幼 林 と 老

カシハの遺的研ジ s------------------------------------------------------------------------ 〜

林 と は全く 其の成立 を異にする ものであら う か。又從 って 將來 人工的 

に 本 州 のクヌベ林の如さ燃林を無谷せんとすると さは北期の取扱を 

如何にすべ3か、 今 日 ま て他の ナ ラ 風の もの と 同様 に 考へ來 う たる 造 

林上の性質 は誤 りな3や、 等はヌ研究を変すべきものてある。

之等の必要 よ り 本研究は十ﾡ岡ﾡ麻 ォッルシ 國冇林 (第一版) に於て 力 

シの純林を選定 し造林上必要な る性ﾡを知 り、 結果 をﾡ地にM用 

せんと した ものである。

二) カシ〜の稲 類 と 植 物 學 上 の 代 質

北 海道に流する プナ科のナ ラ版 Querewsにﾡするもの は 旣 記 の如く四 

林 てあつて内 和 名にてカ シノ、と稱 する 者 に は 次 の 二 種 がある。

カシハ、 オホガシ、 コガシハ. ﾡ

アイス名 コムニ、 シーコムニ 

Ouercus dentata Tlunl. 
・

2. カラフトガシハ、 ナラガシハ、 モウコガシ、 モンゴリナラ、

コ バ ガ シ ハ

アイス名 ッシニー

Quercus mongolica Tisch.

カレ〜は求 関 にﾡも 普通な命木て、 北 海 道から本 州 ※ﾡに至 り又 例 

洲、 支那. 東部蒙古にまて分布 して居る。 カラフトガシ/、は滿 

洲. 蒙古 に 生じ我國 にて は朝鮮、 大、 南千島及び北海道の一部 に 分 

布する。 本道 に於 け る 存 在 の W 域 は 北 見 國 オ ホック 海 ポ常よ り東部の 

一 ﾡ域にするのみてある。 此の如く生産地の少なさと 利用価価の 

不明な る が 爲め に 造林 上 の 性 iに於 て未だ会く知られなものがな いo 
兩 桶 の植物學 上 の性質 は 先づ本研究 の主體 た るカレを 記載 し 後 に 力 

ラ> トガシの差違を述べることとする。

カ シはE大な るﾡ幹を形成す る樹種てi 徑 tmに迷し 高 さ 18-24m 
に及ぶも のがあ る。 枝篠は大 く 科上又は利や水本に殺出 し豪壯な る樹
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形と示すものてある。ﾡ皮は厚く して深く不規則にれ、 暗灰又は 灰 

ﾡ色を暴して居る。(第二版、第三及び第四 関胸 高 it 徑 7ocm 高 さ 23 mは 

老樹 の 發達 せる コルク質ﾡ皮の外ﾡてある。 幼枝は締 に 軟細毛 を ﾡ人 

も 老枝は平滑 を なす。 皮目の形状と大さは不定てあるがﾡやW形よ り 

ﾡ間形 を 呈して 居る。冬芽 の 頂生して 居る もの は 淡褐色て軟 細毛 を 密 

生せる ﾡﾡて破さ n る。

葉はナ ラ腸 中 の最大のもの て 倒 卵形 よ り M間 形をな し 絲 邊 波 狀に淺 

裂する。 殆んど無柄又は短柄て葉のﾡ部には耳状部をイする。 ﾡ脈上 

に は 軟 細毛 を 密生 する。成熱しな葉は上面光深ある浪ﾡをなし 平 #て 

ある。

花 は 葉 が 開 3なる後 六 月の頃に 生: じ 雄 花 は 約 iocm の罪下せる楽 英 花 

てある。 ﾡ花は外にﾡル状の総位 を し花柱は三個で其尖端少 し く 紅 

色 を 帯 び て 居る。賞 は 十月 に 成熟 し 殻 t を ィするﾡ果 て 球 形 よ り長 M 
ﾡ置映てある。型果の略ぼ下半は殻 斗に被包 ざれる。ﾡ斗の外面には 

細長形の革質て先端が反轉.せる鱗片を有して栗褐色を呈して居る。

カラフト ガ シ ハ は 外ﾡ カ シに最も よ く 似る も幹の外皮の裂目深か 

らず唯灰色である。葉は稍や小形に して葉緣の波狀切込大 2 く ない。 

量も著しく カシハ と 異なる の は 共 實 て級 t の 外 部 の ﾡ は シ→の 如 

く 栗色細長てな く ・ッナラ に似て覆混狀淡緑褐色 を なして居る。

カシ は陽性のﾡ木て脱険に耐へ得な い。故に此軍純林が髙年 に な 

る と 獴閉が破れ 林内 乾燥 し 乾性 原野 に生ずると同じ様な多く の下I を 

生ずるに至るものてある。 カン、は高燥の地、 火山次地、 砂地等 によ 

く 堪 へ土堺に 對 す る 適 應 力 が 强 い。 適 消 な る 壌土 及砂質 納土の深地 に 

はﾡも盤んな生長をﾡげる。 大氣の統燥する地を好びを以て商の 兩 

而 は 北西面 よ り 生長 が 良好で あ る。 又潮ﾡ. 朔風の 强 e 海諾に 4タャ 

類 と 同じく 畸形 を なして 成立 し 能く 防風、 防潮 の 効果 を 刑 げ得 る。iM 
気の多き土地にも亦此止林を見る ことが履々ある。

カシは概してﾡ害に到する抵抗がﾡ い。殊 に山 火 に 強 3 ﾡ 和 と

_ カシ"の述 林型的研 究 5
し て 知 られてﾡる。 即 ち 幼 時 は 樹 皮 背 く して山火のなめ枯死するも湖 

次 年 ﾡの進びに雀ひ コルクRを 形 成 し山 火 Ic 對 す る 抵 抗力 を 加ふ。北 

海 道 の 例 和I てﾡ も 火 発に ﾡく老木になると年々 山 火が共部を 焼 ・ 

根株の一面 黒 色 となるも生長 を持績 し得 る。第二 版第一 圖 は屋々 山 火 

を破つなカ シ〜 の老木のﾡ仲基部 を示すものて、 風の方向 に 於 て 焼害 

部 をイずる も 他面は =ルク質厚く して 此 害 を受けざる爲め よ く生活を 

持織す る。此 の 如 S 例 は至る ﾡ認め得 らるる。 寒審口焼の害もカシ 

には殆んど無い。又深根性なるがため風害に對して我も強くある。即 

ち 例下することが稀てある。 ﾡ之が孤立して地にあると3 根 倒しを 

なすことがある。 烟 に到しても 抵抗力 强 こと が知 られて 居る。家 

ﾡ 野間の た め に は 食害 され 易 い。即ち 種子 は ネズミ. シマ ネズミ に 食 

さ nれ新催 は ッ サべ、 シカ、 ネズミ等にﾡ収られ若9 樹木 の 皮 は 剝去 ら 

るることがある。 然し カシノ、は 酒 芽 力 の 強3 と 癒合 の 力 大 なると の 為 

めに損審をかに 回復 し得る。 カシ 、に 寄生 する 見血及び徴ﾡの種麺 

は 甚 だ多きも 枯死 を 誘 導するが 如 9 您 は 殆んどない。唯木のときに 

ッドン= 病 菌 の 爲め に 洋 し く 生育 を 損 せられる ことがある。

此ﾡはﾡ希より温希に生じ北ﾡ道、 本州、 車港, 例館. 消洲・ 支那 

及東部袋古にみ布してﾡる。陽明である ため分布が廣く、 本ては吸 

ﾡのni、 肥後地方にも優に生じてﾡるが、 上州那須及奥羽地方に純 

林をなし、 北海道 に は 大両 積 の カ ンノ、林 が現時 に於 て もﾡ振・ H 商高、 

十ﾡ、 例路、 棋室及北見等にイする。 殊に十勝図はカシのﾡ大な 

面積と黑富な蓄積を以て知 られてル る。 之等は主と して 山火の多か り 

し地方て殆ん ど他のﾡ稲 を変へざる純林て、 大地ﾡにつて老ﾡが疎 

林をな して 連直 し 又は 幼 壯 樹 が 粘 や 密な る 群 状 を 呈して 居る ことが稀 

てない。 然し※しき高地 には 林 をぜな い。

材はのひろひ随線に由る木目のなる ものがあるなめナ ラ材と共 

に 器具 材 として 用 ひられる。然し品 質はナラに劣る。 誠道 枕木,麥 酒. 

布ﾡ消の将に供され、 近時はベ=ヤ板として家具用に供せられる。薪
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ﾡ材としてはコナラ. クヌギ に 次いで用 ひられる も 割れ 惡い 爲め に一 

般に賞用されない。 カシ〜のﾡ皮はﾡ亭を多近に合イする。 には普 

通 io-17%てﾡ皮材料及染料 として よく の要せ らるる。將來 も 川途 

は往々多大なものとおへられてﾡる。

北 海 道 に 於 ける カシノ、の 落 積は明 Mてないが 昭 和十年 の 間 に よれ 

ば 面 積・o9,68!Ia 其 蓄積 ・.500,026 mn (に してG7 % は 図 ィ林 が 占 め 民 林 御 

料林之に次 ぐ。今國別 制 査の 結果 を 舉 ぐれ ば次表 の 通 らてある。

第一求 北海道 に 於 けるカシの 蓄 積 調 (W和「中湖

裕株W 岡 方 林 地方ロ林 御料株

帶 (r2,099) 5S,ICO 一

室 (677) 590 二

油 ir (749) 23,053 (SS4) 4,050 (5,ooo) 50.00O
ミ 認 (I42)2,420 一

室 (45,262) 422,705 (17,200)17,200
整 (4,250)3,I7O — —

时 1 (63,179)1,000,704 (isoS」) 2I,S5o (5,coo) 50,000

:

一
篇
噸
彌
黑
二 

イ
;S

嚨
1
3

W 川地 1 it
一 (2o,6aS)** ミッの,o
二 (6S7) oSG

(6o5 (21,071)27,1O5 201,155
(aS5)

一 5,+2O(G2462)43り,り65
(300) 一 (4.550)250 - 3,+20

(22,723) (G95) (1oo.0S1)400307 27,IO5 I,5OO,O20
小代位 n-上imlsi内のババI商f (11a) な そ*うo

一般にカシ林の土地 良好 な 處 に ある もの は 開拓 によ り次 第 に t地 

積 を 減じて 行く 傾 向がある。

三) カシに就て 知 られねるﾡ林 法

我 が 國 で は 未だ 人工 により カンノ、の 造林 を 行 つた もの がな い。 OE に 

此樹の天然にする所ては自然に更新が 行 はれて 居た。 恐らく 山火 の 

な め に 火 に弱い樹種 か 消滅 し 抵抗力 のﾡくてﾡされなカシ 、の母樹か 

ら下種に 由 り 開放 したﾡに陽性な樹種の確ﾡが役生 し、 之が又火の 

なめに焼3去らるると8残存株木の期ﾡによ り後織ﾡを じ更新が行 

はれた ものの如く であ る。 zれて山火る ない 場合 に於 け るカシの天

カシ"の述林的研f 7
然 更 新 法 と して は 獨逸 の カシノ、 N ちイへ (licle) に準じて傘伐 法 に よ 

るのが量 も 適常てある と 考へ られて居 る。(本多造林學各論第四版第三

- 頁)。大正 元4 北 海道廳 に於 て蠲査 した 報吿(但し 公 に 山版せられ ず) 

234-236 に » シ ハ の地林法が記ﾡ されて居る。共所にも 傘伐 法 が舉 げ 

ら n て ルて方法と して は 先づ 完全に 結 實 した 年度 を 見 計 ひ 秋季 種子 の 

落 下する前、 夏季の終りより土地の準備として 雑 草 を 刈 携 ひ一定の 距 

離 を 岡 て、根を側取り眞土をﾡ出せしめて、 格下せる 種子に税球床 

を輩備す る。 カ シノ、は一般 に 疎林 な る故特にﾡ備伐を行人要はな立v。 

稲子ﾡ下後 は種子に徴士 を 行ひ、 冬期 の 凍寒 に 對 する 保護 と ネズミ 類 

の企を 防 ぐ要が あ る。翌春發生不良 の 個所 に は 人工的に 播種 を行人 

べsてある。 自然の 母林 は 其 狀態 に 甚だ し ? 不同 があ る 故共 粗密 と 稚 

樹 の 生長状態 に よ り て上木をﾡﾡの年 より 四、元年位に二、 三同に役 

採する。 所間下和伐と光償とのM別は之をなし得ないてあらう。 稚樹 

發 生 後 2-3 年 間は 下 刈 を 行 ひ確ﾡ が 30-6o cm の 商 さ に 伸長 す る まで に 

及ぶを要する。

人工地林法 として は播種若 く は植樹 を用ふ可 ・ものとしてある。 播 

和 造 林 法 は 先 づ 雜 w を 刈取 り 97.5 m 毎 に 3o-6ocm の ﾡに地炎を 納離 

し て t面i に1.o-1.2 ・毎に 4-5 粒 の利子を播3 彼 を 行 ふ。播 稲 期 は 秋 

を u とする も ネズミ の 害 の 惧れ ある 地方 は 春 季 に 行 人。稚ﾡ袋 生 後 は 

- 兩 年 間下 刈 を なし一苗 長 ・.5m ﾡ に 達して 雑 草 の 噤 倒 を 受けざる に 至 り 

tt。播種によ りて成立せる林木は互にﾡ迫して生育する放秋生後4
-5 4後 に 除伐 を 施 し各樹 を適當 の 距離 に一本宛成立せ しむ る こ とと 

する。 くの如く して 成立 せる カシノ、林 は 我 國 にて は 用材林とせる も 

のな3も 若し、 六十4以上に * て純林を作 らん とせぱ適當 なる 陰 

樹 を 以て 下木植付 を な す の要 があ る。薪炭林 又は 痢皮 林 と する目的な 

らを利用価の高い時期に伐探して燃林作業に移す を可 とする。

カシノ、の ﾡ樹 造 林 に て は 苗 木 の 養 成 は 適 消にして日ﾡゝ 良 a地を選 

iomMの又は普通の知地にﾡを作つて播種する。 ち imの面
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なれば I2cm毎に低を設け 條 間 (CI2cm年 に I 粒 と 播種 しルそ3cm の " さ 

に土を夜人。唯ﾡにては約12cm毎にする。

晩衛及ネズ: の害な e 地方は秋季区ﾡを行人。尤 も播につて も 

rしv。取播は春播 より 春季發芽する 乙 とが早い。ﾡ和の年2ocm内外 

に並する を以てニニ年目稀に三年目に第一ﾡの#をな し 滿 二 年 又は 三 

年にして 前長 5ocmn内 外に逆せる頃 山 出を行人。 山地の ﾡ 裁 は 2 米不 

に一本宛 とする を適常 と す る。

カ レの燃林は W寧 用 の 樹 皮 採取 と 同I に農察の 新 狭 材 を 得 る 目 的 

を以て行はれ. 植 付本敷は第一 囘 伐 採 後 期 芽 によ り共 数 を ﾡ 加すべa 
を以て最初は冊々少きを可とする。 役期を 約 204と し 樹皮 及 ゆ材 を 利 

用する ものとする。 間伐は之を 行 は ない。 期券は一株につa一本を残 

し他は伐 り取る。 伐探は W寧のね め に は 冬季 を 可 とする が期ﾡ性 を 害 

し且ﾡ皮内難な る故季ﾡの 開 合始める頃を可とする。 併しメクス " 

の如3は入月頃土 用 ﾡ の出づる ﾡに伐探する ことあるもカシに 對 し 

殊に 北海道 に 於 て は期ﾡ が ポ な木化せざる 内 に 寒 候 が楽る を以て 貴 好 

と云ふことは出來ない。

以上 は カシノ、の 造林 法 と して記されなものてあつて此等の方に山 

つて更新が行はれ得る ものと しな。然し 之 は 充分 カ シの林ﾡ上の 

性質を究めて後に定められたものではない。又充分の實驗的理論に基 

いなものてもな い。 唯仙 の ナラ 類殊に クスギ の. 造林 に 行 は れ てﾡるﾡ 

から推論 的 に定めなものてある。 故に 本論 文 は 最 後にがて 賞 輪 の ﾡ 果 

に基3之が 列 を行ひカ シのﾡ林法を研究せんとする ものてある。

第二章 カシハ の試験地 と 試験の種類

一) オッ ノレ シ 試験林 設: 定 の 歴史

本 道 に 於 けるカシの 林 は前 ﾡの如 く 共面 積 低だ多く して何れも wL 

純林 と 形 成し、 或 は 他 樹種 の 全く 存在 せざる 火山 灰地 等 を 占有 して 居 

る。共: 分布 は 渡島、 日高5. 北見、根室、 十勝、 胞振等て 殊に 十勝 に 最 

も多く 島及船振は過去に於て之が大地積を しなる も4は伐採 し基 

され現 存 の 材ﾡは 甚だ 少い ので ある。然るに 化學工業 界 の 進步 に 伴 o 
軽 皮 材料 及 染料券 黑寧 製造 川 の 日的 を以てカシ の樹皮 を利用 するこ 

と多き を 加 へ 從 つて 乂 自然に 存 在 する カ シ樹皮の探政 利 用 に止 ま ら 

ず積極的 に林に山 つてカシ ハ の 繁殖 と 良好な る生産物穫得の必要が

じて 楽な。

元 來 カ シノ、は 火山 灰地 に 森林 を なす こと多 く 其 稚樹 は 焼損 せ る ﾡ株 

よ り 期 ﾡ に よ り 成 t せるものが多い。 然し之 が期 芽 に 對 する 諸般 の 關 

係の如 9は全く 不明てﾡ楽経済的に保績作業を行は んとするに常って 

は 造 林 上 の 基 礎 的 性 質 よ り 賞 際 のM用に至る1て 細 留 な 硏究 を なさ

ばならW。 十勝岡 はﾡ も カ シ ノ、林 が 多 く 優に大正初年の頃製ﾡ工場 

が 設立 されて カシノ、樹皮 よ り 開寧製造 が盛んに 行 はれた。ﾡして同関 

に 於 ける 各 地 の 探究 によ りて大 正七 年 十 崩 國 河西 郡 芽 室 村 字 オッルシ 

國 有 林 に 之 が 試験 林 を 設定 し 大正 八年 よ b 間 直 に 着手 する 乙 とと し な。

本 林 は 明 治三 十 年 頃の設定 に係るﾡ定 保安林 て 共: 四 御 の城界 開M な 

らざり しを以てi高分ノー林 種 圖 上に 表示 せられた る 位置 を礎と し 

城を確定しな。本林 の 成林 について は 未 だ 人工 の 加 へられた もの 無 

く 全く 天然 の 推移 に 委ねられた る もの で ある が、從來 理" 襲來 せる 山l 
火他の彼害のなめ次党ﾡに傾 3っつある。 カシ〜 の:幼尚樹 及 稚樹 

は 實 生 ti の 山 火に ﾡり枯死せる もの、菱イ作 根 株 よ う 崩 芽 せる もの 多 数 

なること が認め られ る。 試み に 1-3 年生の實夂苗の如 a 外ﾡ を 呈す る 

もの を 堀 起し 共 根部 を見るに殆んと何れも十ﾡ年 至 數 十 年を紙なる 

棋株よ りのガﾡなるを知り得な。 是に於て先づ試験地の周ﾡに防火線 

の設定を 計書 し な。 即 ち從來 山火の 襲來せる 跡 を見る に 多 く は西方ヌ 

は 西北 方 等 の 連亘 せる 牧 場 の 失 火 又は 火入 等 の 毎 年行 は る る に 當 り 延 

焼せるもの、 他入山者の過失にゝるもの多3に鑑み、 然別川 に 沿ふ
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一 邊 を 除さ 他 は 林緣 に 防火線 を 伐 開 し、 尙 ほ 通 行 不等の失火と厳り 

林内の三角附近に更に一線 を横断 しな。 総延長 2,3S5m 巾 ・Sm に逆 

する。 ヌカシ ハ の樹苗養生 の 爲め伏古 ・○戦保公林 にﾡW を 設 け c。
試験地の設定は大正入てあつ て試験の目 的に よ ら 試験町 を定めな。 

而 して 多く は 同 九年以後に行 を開始しなものてある。此 内第十三ﾡ 

ﾡの如くﾡ査が唯一同或は二同のみに止女つなものもある。 多くの a 
驗區は昭和七年まて毎年繊績 して調査が行はれた。 後ﾡら く小断せ 

ら れなの を 昭和十 年 に金試験町 に互って 詳細な 渊査 と な し更に 研究 上 

必変ある 部み分 に 對 して 同十一年測定 を 行人 な。 償験の種知 と 試験町の 

設定に就て は本章別項に記載 することとする。

二) オッルン試験林の一般的状祝

試驗林の位置は第一版及び添附圖第七版に示した加く十勝川本流と 

然 別 及 シブ サルビ バウ シ 兩 支流 の 三 川間に 介在し、 に商端 は+ 勝 川 本 

流及然 別川の 合流煦に 終り 濡ﾡ町 を去る 西方 伏古界 を 距 る 北方約 

4km てある。 河東、 河西 兩 郡 に 数 り W界に tt ひて商北に 走 り 然 ﾡ、 伏 

古兩原野を例して居る。 •

四 園 の 境界 は 自然 的に は 明M て な い が 面i 積約 49.6 Iha 東西に短く商北 

に長v。 形羽子板に似て西のI北方に於て大てある。北方に連接 

す る 山地は私行牧場て略 々 同様の地形、 株欄 を星し述く W城山に運 

る。 他は耕地に接する。

本試験地は北方國境山脉 よ り商走 し楽れ る 一小支豚の末端に當 り地 

勢小丘状をな し 東、 西. 商市 の 三 面iは. 打I け な十 勝 平 野f の農地となって 

居 る ・ 商 西 に級( 5- 20 度)に北 東 に 急 傾 斜(約 30度)をな し山 頂［はJ ち1 界 

てﾡ地をな し全面 積 の 約四 分ノーを占び。 而 して 緩 傾斜 と なせる 西 

面 は全面積の 約二分 の 一てある。

地 質 は第三ﾡ ﾡにﾡ し 細粒 砂 岩 及 砂質 頁岩 府 の 互府で 各 岩 ル水 F に 

相不行せるを見る。土壊 は 一般に 甚だ深 く 本均6ocm以上に途 し 上部植

カ シの 述 サ平的研災__  !I
土 は 9-3ocm を有 して中に深さ3 cm位の白色火山灰ﾡの表はれ居る所 

がある。 交に砂質ﾡ土 が 45-6。cm に 達 しt下に 更に白色 粘 土 府 を 有 す。

本 試験 林 の 下 は エ ゾ ヤ マ及カ"を主と して丈 3 mに及び密 

生してﾡる。 力"は 從 來 地 元 住民 の 採 R 量 も 盛 ん に 行 は れて 居た もの 

てある。 仙し 北 東 の 急 科J地 は 雑 んと無く 価 に 草 丈 t2cm内外のもの 

が現す る に過ぎない。ﾡほ地ﾡﾡ物の種ﾡは後ﾡ之を掲 ぐる。

本 試 驗 地 の 林ﾡは 第+ 版 林相 圖 に 示せる 如 く 地形 共 他 の 關係 よ b 北
3 傾 地と他 の 部 とに大 別 し 得 る。

急傾斜地は ナラ、 4タ"、 セン、 シッッ他の雑木林を形成し設定 

當 時 に於 て ・ha 當 り 蓄 積 約 S3fm前y 後をし m 平 地 及 商 商市総傾斜 地 

は金く カシの 散生 地にして 商 面 面i ナラを次第に多く 混 生する。 に 

ﾡ積約4of内外をす る。而 して間ﾡ々 に壯樹又は幼齢樹の小群落 

を ずる。

其他設定常時に於て は無立木 地て も期稚樹又は期ﾡすべき 根株の 

せるを見なる が. 之 等は 其 後 環 城にる變化を受 けた る は 常 然 に 

して 各験ﾡにがて北變選 を何 ひ得 らるる。

4 山 頂 及南西部 林和 即 ちカシ林 の一般林相 を示せ次の如く てあ 

る。

第二表試驗地の一般林相

i 御

_ (em)
樹 s 
_ (mm)_ 牛 齢

(お)
備

( 35-6o 1S-24 too以.上 1o- 2o
老 * 25-27 16-2+ 6o So年 5o。 ・6co ﾡ々IにW作な・す

* Io-I5 9-II 30-60 1,oc。 木以上昨#
な・4ぜる しの 同 上

幼 * I5一6I -4 3f4以下 4n:ネ2一5木

三) カ シノ、造林試験の種類及試驗席設定

本試験地に於て行人べき試験は現象的の ものに して深 く ﾡ礎學的即 

ち植物生理學, 森林生態學等理論の範岡に及ざ る:も のてある。
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即ちカ シノ、の 造林 學 上 の 性質 と して 知らん とする 處 を 探究 せんと す 

るものてある。先づ 第一は カシノ、の 種子 よ り の 發 生に 關 する研究にし 

て カ シは林地に於て 如 何 に ﾡ 布 せ られ、 如何 なる殺 芽 となすものな 

るやを知らねばなら。 元楽北 海 滋のカシ〜の 天 然 林 は期 ﾡ によりて 

成るもの多9 が如 合 も 之が をなすもの は 勿論下林 に山 る ものてあ る。 

且 全然 カ シを行せざる原生林 が 山 火によ りて焼去せらるる『 之 が 次 

第 に カ シ林に移 行 す る は 下 種 が 自 然 に呼かれなるに向ること は 考 へ 

られるのてある。 mしてカシ〜 の種子は林地に於て 母併 と 關係 し て 如 

何にﾡ布せ らるるか. 如何な る 発芽 を現はす ものか. 之を人工的に下 

種す る 場合は如何等 の 問題が研究 そ変することとなる。

次 に之等の天然及人工的下林 に 由 る種子は 如何な る後ﾡをな すか、 

之は主と して種子が置かる る 所の 環境 (て 直接影響 する は 勿論で ある が 

自然の位にせらるると、 人工 の 加 へら るる もの との 間 に差違があるて 

あらう か、 又袋ﾡせる 確ﾡの生長 は如何 に 變化する もので あらう か. 

之等はカシ池林の第一ﾡ件と して知らんとするﾡのものてある。

我が岡に於 け る 普 通の池林 は針濃 葉 ﾡ 共に 粒ﾡ にi り て 行 はる る が 

常 てある。 温吸なる地方に於てクス、 コナラの如9 は に 掃 種 造 林 の 

可能は考へらるるも實際に於ては植樹に由りてなされて居る 。

カ シ ノ、は 之をﾡ林する に常り植桃に由るべ3 乙 とが 考へ ら るる も 成 

績 の 實 際 に 明 かな の がな い。 況 や ﾡ歯 即 ち天然 苗 と人工 苗 と の 植樹 

法 の 異る に 由る 活着,成 長 の 變 化 の 如 2 は ポだ知る 乙 とが 無 い。 は に 

本試験は之等のW係を研究し種々の映況に於ける セ育成 林の變化 を 求 

めんとするも のてあ る。

寒地にがけ る ﾡ業樹ﾡﾡの研究は最 も 興映 ある ものてある。 本研究 

は種々の天然 條 件 が カンノ、の 期ﾡ と 成長 に開 係 する 處 を 精密 に 保 件 

を 分ち て 分解的に 調査 する こと を目的と しなv。 唯種々の自然 條 件 が 

總 合 的に作 用 した る もの として, 即ち一般的影響によりて現はるるﾡ 

のもの と比ﾡ研究 しないのてある。

カシ"の述林研 I3
木 試 驗 J地 内 に設 定しな試験町 は 十 三 て共 種通 試 験隔番 號 等 は 次 の 如 

くてある。(試 驗 ﾡ 位 m 図第七版会 照)

カ シ 、讃験ﾡの名稲及税

番 説 3戦【名 冊 i() 番 ﾡ 略«名 W 商ﾡ (弁)

I »シ ハ林撫力試瞼 2SS S 冊診 樹 下に 於け る 人A謝が系 400
2 幼齢樹よりの天然下種試験 120o 9 &齢樹ェリの祈キ試验 320r ・ ルずﾡ 1° 人: ドHぴ系 I4oo
4 老動樹 エリ の崩ﾡ止と改戦 I+t 幼動の生J3戦 3000
5 開微迫に於ける人:旅ﾡがﾡ 1000 12 W 上 3000
6 そ部樹 ドに於け る 人r:山関ﾡ 0oo 1ふ

カシハパ然林の止ﾡ・E " " ■ 3000
7 生爍樹スリの湖郭腌 IOo

以 上 件 種 試ﾡ 區 中 第 四 は、設 定後大正 十四 年 及 び 昭 和十 年 の二同之を 

間 し他の 期 芽 試 驗 の 參 考 とした。 第十一及び十二の二試験隔はオッ 

ノレ シ 山 を 下りた る 平地 の 防 風林 中 に設けなる もの にて 自然 の 儘 の 幼齢 

林の 生長後化 を 知 り 以て 他の 試験 と 比枝せんと したものて、 大正十年 

十元 及 び 昭 和 二 年 に調をなし な が 其 環境 に 著しい 變 化 があ った の 

て本報文には 之に諭及 し無かつな。 各試験町の状況 と 之 に對 して 行 つ 

な試験及び 共 成 縦は本文にがてW論せんとするﾡてある。

第三章 カ シ ハの下種造林に對する硏究

カシノ、は天然の下種により如何なる程度に發芽生長するものなるや 

を確定す ること は下種造林の實行上必要な る t項てあ る。 之が公めに 

は 先づ 天然 下林 に 關 す る 可能 性 と 人工 下種に よ る 成縦如何を知る を 

する。 本試験林は之に 到 して 第二嬲及第十號 の 試験協 と設定 して研究 

を行人 な。

-) カシノ、の 天然 下種

の目的の爲め設 けなる第二 ﾡ 試ﾡﾡ は 長 さ 40 間Ill 30 間l の長方形 に
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して面積..2c。 坪(0.397 Ia)をィしを試験 林 内稀 東 部に位し、 第一 ﾡ 試 験 M 
と 第元ﾡ試験W と の 中 間 を 占め第三及第四 ﾡ試験Wの上位 に あ る。 地 

勢は殆んど卒 川 な る も第三試験 W に近合 部 み は 僅 か の傾斜をな して 居 

る。 炎土深く地映欄常肥沢にしてエゾャマ〜"、 カヤ等が密生する。

山 火ﾡ入の公め土地靴燥 し 多 く の確樹 と見な v。四 Wの映況は西北方 

は開放地、 北方は深谷を以て然別原野に到し、 朿方は 壯齢林 に, 西方 

及市方 は級斜面 #人 て 展開 してルる。 本ﾡ職ﾡ内 に 在 る 木 は何れ 

も老ﾡﾡて不」i［御67cm樹高24m本敷30が勲 し て 四 る。(第三版第二 

圖) 本試験町 を長逸に不行せる二線を 以て 面積 を 三等 分 す る。

即ち

(1) 自然状態天然下和試験小W
(2) 刈ﾡ天然下種試験小W
(3) ﾡ旭天然下和試験小W

てある。

第一 自然狀態小 M に は 雜草. 地彼物等 を 自然の儘 とし全く 人コ： を 

加へなv。唯 新に下種殺生せる 稚 樹 を知 らん が 爲め に 試驗 の 施行 前 に

第 - 圖 ○ O t 樹
----- 戦分阪外報

天 然 下 和 試 ﾡ 第二が歌ﾡ 112 標準地及•番■

fI 然 状 密 ミ 然 下和 試 戦 P P

6_I7L8L9_L10111112113114115116」I7LIS 19 20

I

S
O
<
(
5
4  5  

ョ)
折起然 下 和試監W

創 押 天 然-下 そ 試 戦

ビ I 上 !!!3!+15 1 9! 7! 121'9 L29

4oバ (72.7)

カシハの泣林ﾡ的研究 I5
殺生しなカ シの稚村は全之を除去する こと と し '2o

第 二 刈ﾡ 小 町 は (E イF の 雑 草 を 刈ﾡ ひ 同 時 に 稲 樹 を除去し2ものて 

人 工 刈挑 の ﾡ 助による天然 下 種 發 芽 の 關係 を 見ん とする ものてある。

第三 拡地小Wは雑を刈ﾡひ優の確樹を除去す る の外地表を搔 

起 して下ﾡの土ﾡに接着する 乙 と を良好な ら しめての結果を知 らん 

と しな。

同 上 の 試験 Tf 行は 大 正 九年開 始 しかる も 結實 不 R な b し公め に十 二 

4 度 に 刈ﾡ小町 に於 て 唯三 本の 稚樹 發 生 を 見た る に 止 を つ な。同 年調

のでめ に 第 一図に示せる 如 く 線 狀 に M 3 尺 (09 cm)長 さ 4o 間(72.7 m) の 

標 消地 を 作 り 更に 之 を 各一 州 (3・3・l)毎 にﾡ 分 し 各 隔 分 の 各 M の 天然 下 

種 數 を間 在した。 本 間 年 は 刈J挑 及振地雨 小 ﾡ に止 *り天然 小 ﾡに は 及 

ぼ さ な かつな。 之nれの 自 然映態を破城 する を 恐れた が爲めて ある。 

下記 第三 表 は 大正 十二 年 よ り 十 i年に至る各画分の一坪 に 於 け る 種 子 

締下救てあ る。

第三 天然 下種 試験 下 私 子 数

起 試 小Tっc'1・EaFnt 7 2 31 ・ 5| 6 ； 7 9 1OI 11 川 15 I4 '5 16 <9 2o
大正: 12 4 ノ I3 I7 I7 32 34 2o 17 7 : I 7 〇 〇 6 26 30 ・ ,4 2
W I3 4r Io 31 I7 9 II 27 卸 2+ 1O 7 4 s 3 6 3I I。 1 II
W I+ 4 4 9 3 〇 〇 3 4 5 〇 2 1 I o 〇 , I I4 Iは 3 〇

同 15 4 12 45 翌 5o s6 44 6 56 24 29 24 aS 6 12 ； 35 651 3o 5 9

刈 試 小 ば.1・ト・山1r% I FI3 6 |7 I8 9 「1: 13 I4 可 1o 彳 18 19 20
大に 12 2 2 4 5 G 17 12 9 13 3o 丨3 S 1 2 . 2 4 3 1 1 〇 2

13 4 3 4 13 7 7 G 9 I2 1G 2 27 is ・ 3 I7 ・ IS I2 26
同 I4 4 o I 〇 3 4 o 5 s 1 2 〇 5 〇 1 〇 1 I 2 2
同 4 9 I7 23 26 1 25 3I I25 3I •ハ 7 6 9 I4 I7 28 13
本表 に よ れば母ﾡに接近しな所 て下種の多 合 を見るは然てある が

種子 多 数 落 下 の 位 m がに同一てないの は 樹 實 の ﾡ下ﾡ 期に於 け る 風
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向 と風ﾡの變化に由るものの如くてある。大 正 +年 の 如 S 結: 實 良 好 

な る 年次に於て はール拾入仙の下和 を見なるものあるに、 不良な る 

同 十四 年 こは 同 一の位 m に 全 然格 下 種子を見ない。 ヌ同年 度 は 多 の 

部みに於て僅 か にﾡ四 仙を数人るのみてあつな。 拡 旭 小 叱 及 創機小 u 
の下種平均及及大政 を擧 ぐれ下記第四炎の通 りてある。

第 四表 抵起及 刈挑小証上の 和 子 落 下 数

4 次
插 小、 俄 刈 抑 小 皈

T 均 4 大 <0) 個 般 大 (0D)
大 :十 二 4 34 7 30
W 十 三 4 3t I2 27
阿 十 四 4 3 I4 2 5
ロ 十 五 4 3 パ 2I ・3

大然に下種さ れ た樹實 は 發芽 は るまてに数が著しく 減少するの 

が常てあ る。其此大 なる 原因 は •動物 の 被害て 常 地方 に 於 て は知 と し 

て ミヤマ カケス の カシハ の 樹 實 を 食する もの 最も 多く、 Wﾡてはシマ 

ネ ズ ミ の食害 そ袋ること が多い。 撤起Mは下和せ られな桃1が 土ﾡに 

接着 し 被覆 保護 せられ 易く、 刈J揚町 は之に反 し下 種 が 本 等 の 刈 株 の 

間に止まつて者を受けることが多v。 同上の外 刈 拂 及 播 起 兩 M に於 c 
各二仙の標準地を設けて下稲の状況 を讃みなが彼害のﾡめﾡかな納果 

と認め 代 なかう な。

天 然 下 種 の 結 果は母ﾡよ り 著しく 遠くない 位 mt に於 て は 更新 に 必要 

なる 樹實母 の 落下 を 得る も 少しく 距離の大 なる 位m、 例せ前ﾡ冊例 

の 基 部よ り十米 内 外 離れなる 播 起 小・3及14 の如3、 刈 拂 小 M 14 の 如 

eは年によ り塗く下稲 を見得 ざる ことあるを認め な。

ニ) 天然下種に よる カシノ、の發芽

下和さ れ な 樹 實 は 前述 の 如く ミャカケス等の食審を受くるてと ﾡ 

し く、 加人 るに折る仙所はネズ:、 ッ ッ «ぐ の 材 息 する もの 多 い 爲 め

カシハの泣林互的研究 Iア

ﾡ賞は勿論殺生せる 確市 も 之等の害 を 受け るとと が著 しv。 即 ち 其發 

状 を見る に第の通 り に して、 之等の動物のに到 して 充分な 

防除 或 は.保 護 の 方 を攻じない限 り天然のみにhる カ シの 下 種更新 

は見込み 湖 3 ものと云はなら w。

第. 然下種殺ﾡ数

稲 別
大 正: 十 三 4 下 商 大 正 十 三 m 下 F

& ド
天 三4-
ﾡ 求 製k --大正十西

一 弘 f本基 ※ 下

刈 抑 小 K 136 27、2026) 2+t 39くI6s)
小 ﾡ 2S1 (o<2ぷ5) ぷ(22) 313 73(23の
小 ﾡ 一 26 7Ct9) 一 173

更 に 大正十四 年 に 落 下しな種子に就き見んと しなが殆んど役生し な

もの がな い 爲め、 別に播 起 u の 前に 選定しな標 準 地 中 に 更 に叫個 の 小

準地 を母樹下及ﾡ下外に と り そ の袋券 を見なる に第六表の通 り て 

あ つ な。

第六 炎 標 消 地 種子ﾡ 下 及發 數

ぼ下ﾡ(仙) チﾡく米) な下ﾡKく間> 歩長(木)

樹 4→問刈掃
1’35(502) 樹 年一同刈掃 

ド
so Ioc2o6)

ド 円 二 岡 刈挑 6s 25こ05) 外 二間刈ﾡ 6 4〔67る)

炎の 粘 果 は 材 料のだ 小 数な公め所定と ド し付 な い が, 樹ド 外 は 

種子 の落下敷が 少な いのは勿論で ある が恐 ら く彼ﾡ率も少ないものと 

おへられる。 I ち本炎に於ける年二 同 刈携 の 落 下 敷 が 甚だ 少ない 故 年 

一 同 刈J挑 の 場合が常 然 な 製価て あ る 如 く に見 え る。
・

三) カシ の人工下種

の目 的 の公め設 け な 第十四 製讃験画 はI,400 (0.462 ha)試 験 林 内北西 

部に 位 し 山 m 平 坦 部 を占めて層る。 四W 貴 く 開 け 地 味 良 好間 ち 砂 ﾡ 壤 

上にしてカヤ、 ハザ等が密生して居る。 本小ﾡ内に老樹七本あり均
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直径75.8cmﾡ高下均21.8mてある。 稚村は少。本試験“を短邊に平 

行せる 三線 を以て四等分し

(1) 平刈催播小曜 (2) 平刈 仲播小區

(3)ﾡ刈ﾡ播小K (4) 條 刈 勲播 小“

と した。之等四部分の短邊に平行せ しめてﾡを一間に作 り 大正九4 
十一月 カ シ〜種子を 掘種 し な。

種子は地元にて探集せる ものを 刑 ひなる に和子の性質不貴なりし公 

め水ﾡ法によ り約50%を除去しな。 種子一は800至90○粒、 播種 

は之を一ﾡな ら しめるﾡめにﾡﾡにはﾡ種定規 を 用 ひ深さ 6cm ﾡi離 6 
cn(- 坪 30 個 の 制)に 播種 した。黙 播 にては及 掘 種 棒 を 川 o 種 子 は 土中 

に 横臥 狀に して 深さ 6 cm 距 離 3oem(- 坪 6 個 の w)に 播 種しな。

尙ほ平刈 及條 刈 の 別 は 刈 は 土 地が全く 鈴 出せらるる傾 向 あるを以 

てﾡ燥し易8も陽光を多く受くるの利があり、 條 刈 は 條 間 にﾡﾡせる 

雑立等によ う 寒風 を 妨げ且乾燥 を 防ぐの利 があ る。 に本ﾡ種の方法 

は此の關係を比較するの要があるためである。

四)人工下種によるカシノ、の發芽

之等 の成縦 を 示せ第七炎 の通 りてﾡ種 は大正 九年 十一 月 に 行は れ 

十年 に發芽せる も のが其次年 に於け る 發芽總數 xり少な3 場合あ る は 

カ シの殺ﾡが次年に渉り て行はるる もの ある が 爲め で ある。

本炎に 由れば條播及燃播の雨區 を通 じて本刈 によるも のが發芽率最 

も 良 く 最高64%最価32%な る に到 し條刈 によるも のは最商高48%最低17 
%に達せる に過ぎない。 均殺芽率も卒刈の約3に止する。 且殺ﾡ

・

本数の消長 も 條 刈 に於 Cは刈に比しその少著しきを見る。 是れ殺 

期の陽光の不足と その後の雑の 繁 茂 等 によ り幼 商 の 發 芽 及 生 長 が 

印害せられ消失する もの多8公めなるものの如くてある。

ﾡ種の法 ・ り 見れ卒刈に ょるも のは終播量良に してW掃の45% 
に到 し54%, ﾡ刈 によ る もの は県播最良 に し c «播の27% に 對 し34% 

の 殺 芽 率 を 示して 居る。

第じ 表 人 下 和によるカシ、種子の殺 ﾡ

摇 小

刈

番3 tanRiit 天正T 
会芽代 ﾡず中

ード三4「:! む .Tj 正 番 irit 天正干 1 
投求

大正十-大正十三4・ ぜ 森

I 1.050 (57 62 が729 な :(S。 1 I -ャ- 1,050 不5lS s
ド

ズ45S 六 49t
2 1,O50 61s sS (s c3s 2 1,050 3co 2S 305 252
•、 1,050 5Ss 55 57o 3 1,05o 315 29 aぶ 凶

4 . 1,05o 6S6 (+ 759 Gt2 + 1,o5o 2S 2+ 253
5 ・,o5o 479 45 ss 37。 5 uc5o 279 26 271 190
6 1.o5o 405 3s 5Ss 529 6 1 I,o50 265 25 225 149
7 1,05o 597 56 sts stc 7 1,o5o 27 21S 203
S 1,050 s 5〇 56s S 1,o5o 256 24 240 iso
9 1,050 5S= 55 s26 572 9 '5° 227 2I 229

IO 1,o50 o.s 59 720 IO 1,o5o 1S! I7 *75 122
at IO,500 5,76ふ 54 6,2II 5.746 一 ro5oo 2,S7I 27 2,612 I,972

・
煦 掃 小

刈 ___ 1 二 刈

番N iM4t $ 將率 天正丁二:4U5 tに 大『三 48i isnit 「天正干 ﾡ » i 發芽率
大正ボー大正十三 
午 Tじj 代 年 査

I 帝210 ボミ 1 S! 3S ボ9+ 不53 1 ね21o 不59 一2S 不3 な33
2 2to 1oo 47 9+ S2 i 2Io ss 40 4 5o
3 2Io 129 Gr 1o7 s。 1 3 21o 43 20 28 1G
4 2Io 1o7 st Ss が | 4 2ro oI 43 (9 54
5 210 S2 ぶ 7s s+ 1 s 210 Io2 49 s6
6 210 So 37 (t 56 210 4G 22 49 3t
7 210 Iio 52 S2 G7 7 21o s6 26 43 25
S 2to s6 +I (+ 73 s 210 9s 4 69 (4
9 210 II+ 54 が 72 9 o 92 43 St ss

1O 210 GS 32 6s 55 I。 ! 210 (+ 3I 37 34
it 2,1oo 957 45 S14 706 at 2,Ico 73I 3+ 525 43t
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五)林地に於ける TC 生 の 上長

(I) 天然下種に山 る實生苗

第二ﾡ天然下種試験ﾡ標ﾡ地 内に天然下ﾡの殺ﾡせる もの殆んどな 

3を以 て 標準地 に拘泥せず 母樹 と 殺券との剛係 をﾡ在 すべ く試験 

をﾡ定しな。此の 稚ﾡは 大 正 十 三 年年 及 び十四 年作 の二種に して之を # 

ﾡのﾡ冠下に存するものとﾡ冠下を離れて存するものとよ り探りて材 

料としな。 大正十四年』り 昭和五年 に至る 毎年の直後及高さ を測定 し

成長を見る に第入炎及第二ﾡの通 りてある。

第八入 天然下 稲 試 職証にポけ る 稚 村 の E 長 (第二號試喩皈)里偉 aw

c.m

母樹 
との 
岡係

・に
大正十四F ! 大正十元年 I 和 二 4 昭 和 三 4 W 和 四 年 I 利I 五 4

牙 
年 ift 征 さ ic 紀 さ : I/C ﾡ 商6 さ icﾡ さ ic ﾡ 高さ 讹例 1爲さ

1: 外 o.s 1o.55 C.26 I1.76 o.29 ・2.5S o.4 I5.I5 o.4: 1G0S o.S Is.79
2 下 14 o.t5 621 o.23 7ぶ O.29 7ぶs o.30 909 o.33 1o.0O 0.39 I4-55
3 外 I4 o.2+ 13.64 o.4S 20.00 O.64 23c3 o.94 2545 O.97 26.06 I.c6 33.6+
3 外 13 ○.27 to.co 0.39 15.76 O42 ・75S 0.61 20.9! o.64 2t.2t O.G7 2G97
4 下 '3 ○.21 I 1,21 o.27 1364 O.33 I+55 0.46 19.39 o.52 2O.G! o.55 22 42
5 外 o.2t 13 33 o.3o 16.67 0.39 '9.c9 o.46 21.2『 o.s 23 33 o.5S 23 33
5 外 13 o.2+ 12.42 o.33 16.o6 o.+2 2o.o0 0.46 I5.15 os: 15.15 oss 2I.S2
6 j 下 14 o.1S 9.c9 o.a7 Ii.52 O.27 13 33 o.3o 139+ o.33 15.45 O.42 ・6.c6
6 ;

下1 I3 o.S 6.x6 o.s 697 o.1S G.97 0.21 75 O.24 9.70 0.33 1G97
7 外 '4 o.2! 11.21 o3? 15.76 O.39 13.03 0.42 I5.45 o.39 1636 0.39 17.Ss
7 外 13 c.1S s4s c.1S S.79 O.24 9.c9 0.36 139+ ○.36 I4.S5 045 I7.8S
s 下 >3 0.21 13.33 O.27 139+ 0.33 1545 O.46 '3c3 o.4s '5.5 o.+S 21.2(
9 外 13 O.2I 21.S2 O.27 22.42 一 —
9 l 外 >4 O.2! 20.61 O.30 1576 ・ — — — — 一 —

IO ； 下 O.27 1564 ○.27 1O.3 — — — — — — — —
io 下 

_____
13 0.21 16.67 0.21 13.03

外1
・3 0.23 10.30 o.3o 1355 O.36 15.55 o.48 1667 O.5t I7.c6 o.57 22.21
14 o.21 12.tS o.34 1606 0.43 16.94 O.5G 19.33 o.57 20.6( o.6; 2342

下｛ >3 0.20 IO.21 0.23 II-52 o.28 12.33 0.37 I342 O.42 I5.15 0.46 20.2I
均 >4 O.I7 782 0.24 9.55 o.28 Io.6t o.3) Is: o:33 12.73 O.4l I5.30

A. 樹下外く大正十三〕、 B.同(大正十四>、 C. ﾡ下(大正十三)、 1.1 共王I・)

第二圖 » シ 、天然下和償験地に於け る

天然苗の生長

(一) i ﾡ 使 長 (二) 樹 制 生 兵

" ち 第二 號 に 於 て 明 かなる如く天 然 i 成長と 冊樹 との 關係 は 密接な 

るものにして、 ﾡ下に於 けるもの は"ﾡ下外の もの に比し その生長 

少く 乙 の 關係 は 桃高生長 に於て殊に※しきものがある。 会おの公めそ 

の生長衆を舉ぐれば第九表の如くである。

第九 天然下種による稲ﾡ生長量 。

A,B,C,D(ﾡ上の付ﾡっ

M 4 生 ﾡ 量
T 均

24日 3 4r ロ

大正73年O.07
0.09

44回 54 日 6 年 目 7 4 目

i
細

(大正,生) 
O.13

0.06
0.13

o.cG
0.01

o.03
o.c6

O.c6 c.o56
O.084

■ ―— - r - - - -. 一•ー •---- ― ・ ---- -- - J - - - - J i - •-一 - ー .… - •

电1
冊 樹 下 (

1 ]) (大正:・4年生) O.O7

(』止13'・O.03
O.O+

o05
0.02

o.c9
o.o3

005 
ooS

0.04
o04

0052 
o.oS

a
・u下外｛ (大正:・44) 3.ぶぶ

天正3正 
325
0 8s

2.00
2.3り

I.12
1.2s

o.39
2.St

5.15 a3
2.25

生

長
" 働下5 大正I4) 

1.73

(大正134上
I.ふt
1.06

c.St
o.9

t.c9
1.2I

1.73
2.57

sc6 2.00
'.5o

即ち カシノ、が幼時 に於 て 著しく 多果の 陽光 を 要求する そとは之を以
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て知 り 得べ さである。

(2)人工下種に よ る質生

第十 號 人 工 下 税 試 ﾡ 隔正 九 年 十 一月播 補ノに 於て一 部 と 山出 し、他 

の 殘 存 せる 苗木 について その 中庸 と 認め ら るる ものを 撰 定し、大 正十 

三年 り 昭 和 七 年 に至る 間 の 生 長 を 講 ﾡしその毎 年 の 平 y 4: 長 と 見 る 

に 第十 表 及第 三 図に 示 す通 りてある。

(幼十ﾡﾡの小) m cm
第十表 人工下稲試ﾡW て於ける 村のﾡ均生長

動

4 次 刈 - 刈 平 刈 株

二同 一:間
下メ 下メ

T均
三叫

1 下刈
二同 
刈 T均 三両 

下刈
二何 
ド刈

不均 二囘 
下刈

一岡 
下刈

イく均

d o.64 ox osc O.3I o.36 C.34 C.57 O.44 o.5I C.29 o.29 O.29 0.43
h 2436 '+-70 19.s3 15.7G 15.6! 24.G7 ・S.79 21.73 16.42 I7.0o 16.71 I5.90

d c.S2 o.G入

•
o.75 c. ○.45 c.42 o.c9 o.6o o.65 c.62 ・4G o.5+ o.59

ン』ム、ピ
29.39 3t.oo 30.19 19.79 21.64. 20.72 3°.G4 21.91 26.2S 24.8S 19.27 22.c8 2+S:

ボ: -- デ 花
d c9s o.8ッ O.94

1 
O.5G c.5+ o.55 o.sG o.Gn o.s2 o.6* o0.53 o.58 O.72

37.2+ 39.27 2427 27.39 25.83 3.G7 3097 38.S2 29.97 27.03 28.5o 32.11

・ 和 ニ 4 d 1.s 1.I5 I.17 o.70 O.72 1..s O.79 0.99 ・, o.5s o.GG o.89
h 4636 53J.03 49.7Q 29.79 33.33 31.cG 42.42 31.21 36.Sa 3t.S2 29.39 30.61 37.05

昭 和 = 4 <1 ..5 1.44 O.9I o.ss 0.88 ・.67 o.94 I.3t I.CGi o.S2 o.91 I.I4
h 59.70 73.64 66.67 34.85 39.39 37.I2 56.97 35.15 46.06 42.73 39.c9 40.91 47.69

昭 和 四 4r d t.7o 1.66 ○.94 o.94 ○.94 t.9+ 1.18 1.33 1.o3 '.35
h 82.42 IO2.I2 92.27 43.64 5394 4S.;9 73.64 47.27 6o.4G 56.30 46.97 5t.G7 63.30

W 和 五 4 d 2.12 1.55 I.99 1.21 1.24 1.23 2.48 1.39 1.9 I.45 1.12 I.29
h 1O5-45 ・17.57 11I.51 6333 C6.36 G4.S5 67.27 Ss.s 81.52 G3o3 8345

六 4 379 3-39 359 1.G7 I.45 1.56 3.12 I.9I 2.52 5a 1.45 '.74. 2.35
h 132.12 134.24 ・33.18 75.70 71.27 73.49 ・23.o3 73.03 9So3 1o1.52 69.09 S5.31 97.50

・ 和 七 4 a 435 303 36s 2.06 ・ 36. 2.21 3.06 3" I.94+ 2.67 2.82
13848 I44.S5 I41.67 97.58 8o.91 _8925 I55.45 S9.39 122.42 ・4.85 so.6, 97.7ミ I12.77

d地殺にてi測り:ろi［役、h 地上部の全長o

(一)就 役上 (二)樹 高 生 共

第三岡 カシノ、人工下種試驗地 に於ける 稚樹の生長 .

典 く 條 播 証 條 刈 は、と も 不 央 てある。 N ち 條 刈にありてはﾡ 草 の 根 が 価 

維繁殖 しカレ "飾の袋上支P を 來す のみ な ら ず 地上部 即 ち 幹部 は 常 

に ハWl の虎除を受く るを以てﾡ光の不足の公め袋育の不良を求しなも 

のてある。殊に條播の場合に於て は根の競爭激 し く 他の條件下の も の 

に し著しく不 利 な る ﾡ 態にある に於てゝや。此の W 係は 生 長 夂よ 。 

見る も 開］ かにして 第十一 表 の 通 bてある。

第十一 表 人工 下 種 苗 の 生 長 果 (ﾡ十就系げ.) J位 cm

4 生 量
不 均

s4 目 64 日 74 日 S年 日 9年 目 'c年日 14目 12年日

係 t u T 刈
御

o.9 o.Iり o.23 0.27 O.22 1 0.33 ' 1.6o ○.09 o.39
同 f 刈 o.os ; o.13 o.t7 o.16 o.c6 : o.29 o.33 O.29 O.19

低 水刈 O.I4 O.17 O.t7 0.32 o.25 o.3S ・ss O.54+ O.32
同 株 刈 0.25 O.04 o.oS 0.25 0.27 O.I! o.5 o.93 o.3o

株 O T 刈 1o.66 9.cS 1O.43 16.97 25.6o ・9.24 2..6S I s.49 I5.27
同 條 刈 5.tI 511 5.23 6.c6 II.67 16.06 s.64 15.76 9.21

動 i ﾡ 不 刈 4 55 S.54+ 2.00 9.2+ 14.40 2+.69 12.S8 24.39 • 12.5s
同 條刈 5.37 6.42 2.It Io.30 IO.76 20.6 13.03 【2.+ヨ Io.13
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即 ち 第五年 よ り 八年 間 の 年平均 生長 出 を見る低播証に て はt行村 

高 共に 平 利 が著 しく 條利 に 勝れると 見る。it掃Mに て 遂は の如 く 

大ならざるも 尙ほ平利 に 於 て 良 好て あ る。

六) 天然及人工下私による稚村の成長比校

天然下積によ りて殺生せる 歯木 に 就 て は第 四 圖 に示せる 知 く そ の間 

期間短 e ため 人工 下林苗 との充分なる 比ﾡ を行人こと能はざるも、 

天然苗の母樹下に あるもの は新次そ の生長果の減退 を※ し遠 く 同 し 

状態にあ る 人工下種苗 に 及ばざる 乙 と 明 かで ある。ﾡ下外の も の亦同 

様てある。 即ち 生長常初 は人工、 天然 の 兩 稚苗 間 に は※しa 長上の 

差異は認め られざ る も、 前掲の第九炎及第十一炎に示 しな る 如 く 天然 

前は3-4年後に至母ﾡのﾡﾡのなめ著 し く そ の生長量をずる も 

のの様てある。從って假 に 天然更新 によ らんと すれば結質 年度 と に 

その 發生後 に於ける 母樹伐採 の 時期 を如 何 に定する かが カ シ の確 

樹 に 最も大切な こと と考へられる。

第四闘 天然及人工下種の カ シノ、稚樹の生長比較

第四章 カシハ の植樹造林に對す る 研究

カ シノ、の發生に奴も適常 し且他の行刑ﾡ種の殺生不可能な る土地に 

して、 呼樹が立せざるなめカシ、林となる能はず全く原野の状態を 

なすも のが少な く ない。故に本試驗晶は之等に對す る人工植樹の可能 

性 を研究せんと する ものてある。 納ほ確樹のﾡに耐ゆ る の度 を知 ら 

んがなめ に特 に I 放地 のみ. なら;ず 保 ﾡ ﾡ下に於ける場合を試験して、 

カ シ 、稚樹 の 生 長を明かにせんと し な。

一)開放地に於けるカシハの人工植樹

此 の目的の公め設けなる 第 ﾡ讃 験 區 は長 さ 40 間Ih 30 間 而 積・300 坪 

(0.y97ha). 全試驗林の 中央部 に設定せらnれ、 第二製ﾡ験町 と 第六ﾡ試 

ﾡWとの中叫を占め、 地勢平坦に して表土深く 地味は肥沃である。地 

被 として は エゾヤマハ ギ、 カヤ 等が密生 して 居る。 四Wは一般に開放 

せられ處 々 老齢樹 が無 在 し、 従楽野火が履 々 侵入 したため幼樹 の存在 

せるものが少い。 本試験ﾡと地ﾡの方法により ()刈小園 (2)篠刈 

小 l の雨ﾡにﾡみし夏に之を客植、 秋権に分つ な。

第十 二 求 札 栽 苗 の 活 着 本 数 (ﾡ五ﾡ試戦ﾡ)

番 平 刈期 小 刈 小

松 政____ 4 松 秋 *
硫収木ﾡ ﾡ著木ﾡ ﾡ収木ﾡ 活着木数 林我木鼓 近書木ﾡ ﾡ収木数 ica本動

1 40 34 4o 36 40 35 40 22
2 40 3S <o 3t 40 37 40 3
3 40 37 40 3 40 35 40 35
4 40 37 40 34 40 40 3s
5 40 34 40 35 4〇 3ふ 40 366 30 40 37 4〇 3t 4o 30
7 40 33 4° 3+ 40 31 40 35

計 2fo. 252 2s 25 3So 229 2So 233
活着率 9O.4 sjo % . 夕Si.8 1 S3.2
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造林用 商 木 は 十 ﾡ 図 河 西 I ﾡ 廣 町札内i間 こ於 て 大正 入 年十一 月ﾡ 

種養成せる三年生苗 を大正十一年秋二期に分松 しな。 大正十一年秋 

そ の活着を見る に第十二炎に示 しな如 く 松. 秋植の間には活着上の 

差違殆んど無8も、 刈はﾡ刈よ ら稀々良好てある。

年 次 春

ポ メリ 小 括 小

季 秋 季 春 季 秋 季

H 利I 六 4
5.12

IG6.o5

ド均

1.79 5.lI
170.9o1GS.S

昭 利ビ 4 6.33 6.00 6.I7
I92.73 227,27 210.00

〒野 品|T均
5.21 3.12 ・1.3ふ

IGG.7o IOふ.03 I34 S7

6.06 4.1S
209,30136.00

d I地にて洲り:るit行、h 地 :の全比o

5.12
I72.7S

-51 〒「-1均 均

3.9i 2.S2 3.3S 3.97 3
t46.36 99.70,123.03120.91

4.49 3.73 4-1I 4.36

3.49 4.08
I23.03 I21.97 137.09

3.7O 4.O3 4.86
"5. 'パ ・ジS.4S1149パ° X47.8S I+3.94【7I.29

前 記各分証 毎 に 43 坪 弱(1.2 a)の 標 準 地 を 撰定 して 大正 十 二年より 昭 和 

七年に至る Mの生長 を調在せる に 第十三衣 の 結果 を 得な。之 を 岡 示 す 

る 時 は 第五 圖 の 如 く てある。

第十三炎 開放地に 於ける人工 ﾡ樹 試 ﾡ (締獄改を高) m位 cm

茶 刈 小 條 小 W.
年 4 映 全 卷 で ポ

三同 
下刈

二同 
下刈 均 三同 

下刈
三同 
ドメリ

不
三回 
ド刈

T三剛Lド刈
T均 1 〒 品|不均 均

<1 _ o.ぷc
T -- • 一

o.5t 0.46 0.33 O.+2
大正十一4 一— — 26.97 — --- 29.7G --- ---

*
27.5S — -- IS.s 25.6t

cl .... o.6: .. o6n o.Sr O.9r o.75
て 一 h — — ・873 — -- ・ 1S.79 一 一 I9.6u 18.o

d o.co o.48 o.54 0.69 o54 o.61 o.c. ○.6: o.6: o.4° ○.42 O.44 o.55
大正十三4 h 21.4 2ふ3c 23ぷ 17.27 19.09 1S.1s 24.2! 2579 20.5S 21.9+ 21.26 21.40

t.o6 I.o i.os . 1.42 t.o 1.16 1.29 I.O5 1.7 I.3t 1.21 1.26 1.7
大 正 十四 4

32.09 333° 32.73 25.73 26.27 25c0 34.39 30.06 32.23 30.09 31.73 30.9! 30.47

大正十五4
d t.8 I.3I 1.25 I.42 1.20 1.31 I.5S 1.26 I.42 I+2 I.3I I.37
h 32.42 4j76 3S.o9 J7.S8 3470 36.32 43.76 37.12 40.44 4+..s 39.91 42.05 39.23

a 1.97 t.91 ・.9+ ・Ss t.24 I.55 t.76 1.36 ・s6 1.73 t.52 1.64 t.67
昭 和 二 4 h 56.67 66.67 01.67 ツ 316.6; 41.97 5a4 45.70 49.r9 48. 52.42 5O.45 5o.So

略 和 三 4 3o1 2.59 2.8o 2.57 1.97 2.27 2.05 2.17 2.12 ・9 2.0; 2.25
h S2.4o $o.3o 81.35 G7.21 48.12 57.67 0697 65.61 66.48 65.24 65.80 67.62

昭 和四 4 a 3-j9 3s 32 270 1.79 2.27 2ss t.97 2 "1 2.co 1.;9 ・ッ 2.43
h 1O3.33 1o5.45 1O+39 93.13 59.09 76.2! 91.52 73.94 S2.7 74-55 8+-54+ 79.54 8572

昭 和 五 4 <1 394 361 3.77 394 2.2I 3os 306 2.30 ・a 258 236 2.47 3.c0
h I3t.5! 14+.55 138.05 139.09 IIO.61 126.67 99.39 t1303 99.09 10545 I16.78

第五岡 開放地に於け る カ シノ、人工植栽樹の生長

此 結果 を 考察 する に、平 刈 小 W は ﾡ 刈 小 W に. 又 ﾡ ﾡは秋ﾡに優る 

を知る。 即 ち幼呼に於て 生長 却つて優 nれ な るﾡ刈ﾡ は 雑 草 の繁茂等の 

な め次にﾡ光充分な る 平 刈 ﾡに運1 至 1- 年 生 以後に至 れ ば著 

しく生長の退を示して居る。殊に 直 徑 生 長 ﾡ に 於て著し。

三) 老齢樹下 に於 ける カシハ の 人工植樹

此 目 的 のなめ設けなる第 六ﾡ 試 驗 ﾡ は 面 私3o 間 平 方 9○っ坪(0.298 hn) に
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して第 i 號 試験 展 の 西方 に 位し 種々 の 狀 況 和 ﾡ してルる。 ﾡ 内 老 部 ﾡ 

の黙在する もの十本均i循36cmﾡ商21.Smて幼小なﾡ木の保誰と し 

て作用するものてある。植栽地の區分、 植併法等は絶て第元ﾡ讃験町 

にポずる。

ﾡ苗 も 第元ﾡ試験町 と 同樣札内 市 固 に大正八年十一月 ﾡ和ﾡ成せ る 

三年生 を 川 ひ な。 沼着状 況 は 第十四 表 に 示 し た 如 くてある。

第十 四炎 第六 號 試驗 底 老齢 ﾡ下に於ける 植 城 苗 の 活 著

第玉脱試戚証 と 同 樣 各 小 W" こ 夫 々 32西 (I.O5a) の標準地 をﾡ定 し大 

正十一4 よ り 昭和七年 に至る 間 の生長 を割在せ る に第十五表並に第六 

図の如くてある。

(大十二供) 爪木

番 刈 小 刈 小

卷 松 秋 祁
--一 -

松 秋 松

誠 ﾡ木吐 添木E ** ic著本動 植木駐 活和木數 統木歌 活苦木駿

I 30 23 3o '9 30 2s 30 19
2 30 22 30 3o 30 2; 30 a7
3 30 25 30 20 30 2s 30 39
4 30 26 30 29 3o 29 30 29
5 30 27 30 2! 30 2S 3o 27
6 25 30 26 3o 28 30 27
7 30 20 30 22 30 25 30 29

at 21o 16S 210 1G7 210 1s9 2to 18S

活着率 $o 盛 s 92
s
5
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(第跳破高) 甲他 cm
第十五表 老前村下人工ﾡ求試ﾡﾡに於け る生長

株 台

J 次 T x 縦 刈 刈 條 刈 T
三同
下刈

二同 T 二呵 二同 
ド 平均

三同 一何 
下x T 三何

下刈
二同
ドx T均 均

_ _ O.22 _ o.6 . . . 0.24 o.32
大十一4 * --- 22.73 --- — aS.s --- — I-.61 --- — — 22.84

o.S5 o.74, O.79 o.69 O.77 0.73 0.70 o.so 0.75 1.01 oSs o9: o.So
大:十二4 h 17.97 1S.67 iss; 17.21 17.79 18.67 18.00 2t.2! I6.67 1S.94 1S55

<1 O.6I 0.62 O.61 o.s6 o.74 oSo o.74 I.O2 o.ss I.O2 c.9ふ 0.98 o.S2
大 正 十 三 4 || 12.70 19.0o Is.S5 22.C9 23.76 21.42 2t.64 I7.33 19.4s 2+6+ 20.79 22.92 19S7

d 0.82 0.93 o.SS t.9 1.20 t.9 0.9o o.s6 o.ss 1.29 t.os I.9 1.O4
大正十四4 h 20.73 23.42 22.0S 3j.97 25-30 29.6: 29.06 18.97 24.02 3Sos 27.9! 32.97 27.1S

・ 0.95 0.99 0.97 I.So I.32 t.o6 1.o3 I.O+ 1ss I.14 136 I.2ふ
大正十五4 n 27.55 36.42 3t.99 5755 29.82 4369 42.21 29.97 36.09 so.6r 31.33 40.97 3S..9

昭 和 二 4
a o9f 1.07 2.24 1.s6 ・.9o ・s I.t2 い 2.04 1.34 I.49

31.15 32.67 31.9! So.79 32.co 5639 52.88 3209 43.99 6+4S 3s5SS 5o.IS 45.62

W 和 三 4
<1 ・7 1.52 1.7o 3.22 t.70 2.49 1.67 ・.Gs 1.66 241 1.37 ・.89 1.94
h 48.06 4S.00 4S.o3 S+.27 41.94 6ふt 6o.o3 4S.12 54.08 S5.15s 40.85 635o 57.S

<1 2.os 1.S2 5 27 I.64 I.6s 3.54 I.4' 1.97 2.04
W 和 叫 年

59.33 47.55 5344 13S.39 4f30 92.3S 74.03 5ss.5s
1

6630 1o8.94 49.27 72.St

W 和 五 4 <1 250 2.29 2.47 4.83 2.22 35- 2.0+ I.96 3.2! 1.78 2.6.
h 77.30 90.21 $3.76 1SI.o9 73 27 127.1S 95.t5 9o.03 I45.09 6355 "ジ ICI-3:

<1 3.6 2.40 2;S 6.52 3.19 +8s 2,39 2.15 2.27 4.23 。。 3oj 333W 和 六 4 1 柿
It 9o.3 3373 ■80.5x 

___
196.82 9:36 I4459 97.33 S6.67 91.24 IG5.c3 75 I21.59 IIr.99

M 和上 4
a 446 4.24 4,35

____
6so 350 5.15 333 3.1o 3o6 4.86 2.80 3ss 4.IO

h I4+-70 I4t.21 I4296 257.39 IC5.パ4 I8I.52 IIs.5s Ic9.21 II23 201.03 9355 [47.29 I46.04

1 地Iにて測りたろi［役、h 地上の全長o
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第六圖 老齢樹下に於け る 人工植栽樹の生長: 第七 圖 開 放地 と 老樹下 とに於けるカシ

人工植栽樹の生長比較

ボオ抜 C.終刈刀イ外松 
网 秋 D・ ト 拡

即 ち不刈小ﾡ と ﾡ刈小隔の剛係は開放地 こ於け る場合と 同様てあ る 

が、 植樹期 より 見る 時 は秋粒は 横 に 優る 結果 を 示して 居 る。

三)開放地 と老齢樹下 とのカン 、確樹の生長比ﾡ

以上 掲 げた る 開放地 と 老齢ﾡ下に 於け る 稚樹の 生長 を 関 上 に 比較す 

るときは第七風 そ得 る。

第七圖 によ れ開放地はﾡの優 る に到 し 老樹下では 秋植の 優る を 

見る。 殊に樹高生長に於て著しい差がある。 然れども本日に表はれ 

之等の差異は上木の影響と云人よ り寧ろ木の優劣にﾡく ものがある 

と解すべきてあらう。 即ち本老ﾡ試験ﾡの如く著しく 疎開 した 林 城(總 

面積 920 坪に到 し十本の例)  にあって は之が上木と して植栽苗に及ぼす 

影ﾡは殆んど無S ものと考へられるからてある。

四) 壯齢樹下に於ける カシノ、の人工植樹

の目 的のな めに設けなる 第入 ﾡ試験町は面積4○0坪0.132hに して第 

七証試験晶の北邊に接 して居る。 此の内 320坪(o..o4ha)を二等分 し平刈 

及催刈の二小ﾡとしな。 ﾡ内にi［種2..2cm、樹高2i.8m. 桃能約62年な. 

る 牡 齡樹約 パ本 あ り 美林 を 形成 して 居る。 ドは エゾャマ"を主と 

し少量のコザッをじ高さ'.5mに述するが上木の感閉術なるを以て地 

被植物は疎であ る。 次土はﾡﾡ質Hiaemに して砂質壌土之に次ぎ更 

に 次 ル は 砂 質 粘 土にしてﾡ合席なる靴媒地てある。 試験 苗 は 大正 十 五 

年五月六日第十號甲試験騒 よ »山出 しせる六年生数を次の第十六表の 

如く 分権 しな。
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第十六表第八號試驗區植栽本數

32 _ 北迷道林災 戦 場報幼十三ﾡ

T 刈 小 W 條 刈 小 U
砕切M ゆe ・ e ゆ切M 件 n 然

な ボ ボ ボ
企供の3た切所 20 20 20 20
同 i切ﾡ 20 20 20 20
同 切 燃 20 2o 2o 20
企札なする いの 20 2o 20 20

大正十五年秋 よ り 昭和七年に至 る 間の生長 を調す る に第十七表及 

第八圖に示す通りである。

第十七ﾡ 人工 植栽 苗 の生長 (第八安)

小 I. 刈

ﾡ 企 証 切 断 才 金 部 り〕断然 件 自 然

小メリ

根根
切

|切
切

ﾡ ち 
切

ﾡ キ ﾡﾡ
切

代 4
切__

根無 代 
切一切 切 切 切 1切 一切 切 切 切

『.
3耶 0.44 Q.42 「o ・3 0.99 O.79 o.99 O.59 o.37 0.35 O.72 O.75 o.43 o.5s o.sッ o.72

大

二1β 下刈h 
・

22.97 29.S5 3.45 25.5% 27.S5 27.09 29.67 2+.4s 32.36 27.39 30.70 32.S2 33.o11 +2.64 28.24 26.18
上

一岡
i d o.3 o.34 ! o.42 0.39 [ O.67 o.86 o.5s o.so 0.27 o.4o o.o o.44 o.6s o.66 o.79 o.551

下刈 I 19.45 20.30,29.48 ジ |20.48 32.00 23.1S 25.6+ 26.06 26.52 27.30 35.63 27.12 24.6431.7O 2..55
・4.ム.

年
〒 d o.38 o.3 j O.41 o.39 o.ss o.8: o.77 o.69 0.32 o.38 O.56 o.5り o.56 o.6: o.Ss o.63

__J 均 21.21 25.0S 30.47 26 4424.17 29.5S 26.42 25.00 29.21 26.90 29.cO 34.23 30.52 33.0, 29.97 23.S7

nrf O.54 o.64 o.6・ ○.64 1.z2 o.ss t.o ○.9 。ぶ 0.46 o.67 |1.o4 ... c.97 o.7り o.9t
H

下刈 h 25.9+ 3t.00 36..s 29.45, 37.9+ 30•791__ 1 4O.6! 3t.70 1 27.70 24 42 27.27 27.58 30.42 36.61 2S.61 38.4
利

一同 a o.so o.61 O.70 O.G1 o.82 o.82 o.72 I.20 o.52 0.72 1 o.sG o.6) o.Ss 况 o.9s 0.66
叫 下刈h 1 3.o1 32.70 43.3り 39.21 31.76 28.+2,28.97 33.79 29.33 22.9I 27.52 37.70 27.03ふ 27.52, 33.03 29.09

4 T o.52 o.63 o.G7 O.62 I.O2 o.35 O.9! 1.07 o.52 O.59 o.62 o.82 '.o3 o.ss o.s ・

均 h 2S.42 35j.39 39.79 34.33 34.S5 29.61 34.79 32.70 28.52 23.07 27.3 32.64 28.75 3o.56 30.s2 33-79

ry 三同 d 0.82 o.s4 144 1.44 '•7' t.4; 1.S2 ○.96 1.6 1.33 ・..o I.47 ○.95 ..s 1.20
ド刈l 22.4 28.97 39.6140.67 3j.70 37.5s 4.09 33.64 29.3ふ 3.67 27.15 4.33 24-7333.64 35.5s t0.42

一同 <1 o.92, 1.4+ 1.52 [.17 t.3 .. ○.96 I.cO o.8o ・.3 o.98 o.96 目 1.11 t.ss o.9ふ

七. 下刈 h 30.0on 5o.91 65.s: 5t.52 35.30 39.70 3S.4,34.55 26.82 27.76 29.39 30.52 26.8S 29.91 34.94 29.82

4 平 o.84 I.I4 I.49 1.3 ・ 1.29 '.39 o.9s 1.23 ・.2s ・.. 1.22 I.17 I.I5 1.534
均 h 26.21 39.94 52.72 46.09 34.53 3.6t 4j.79, 34.09 28.07 3.a. 2S.27 35.93 25.8! 3.7S 3+.20 35.12

d 地ﾡにて測りるL役、I地上の金っ

(ー・) 依刈樹:」(二) WLi径比 (三)ポ刈樹高」(0) 何.上it径生

第八岡 壯齡樹下の人工植栽地に於け る 

カ シ、稚樹生長

本炎 こ於 て 刈挑 の方・ 幹及び根 の 切斷度、 下刈 同数の各種 と ﾡ 別 

して影響を見る ことは難くあ る。然 し大麗に於て 共關係 を 考察 す る 

に 條 刈 と不刈との 間には 此場合に於 け る W 別 認め難 くある。幹 の 全部 

切 斷 と 自然の僅と は前 表 大 正十 五 年 及 び 昭 和 二 4 に於 ては自然 の 儘 が 

可 良 z して、 昭 和 七年にあ り ては幹金部の切断反て優れる を示して居 

る。之 は 幹 が 切 ﾡせられて崩ﾡせる ものが 初 め に 弱く 次第に 勢 を 加 へ 

來 る に あらず や と 考 へられる。我 も 明 かな る 傾 前y として認めら れ る の 

は 根 部 の 切所 度 て、 例 外と見られるものもあるが一 般 に 切斷 度 の 大 な

るﾡ生長の低3を示して屈る。 年二同下 刈 の 一回下 刈 に優る傾 向 は 又 

認め らnれ、 而 して 本表 に示 ざ れ なMﾡ下の生長はﾡ過せ る 開放地、 

老齢樹下等の植栽 Hi に比しを に も及ばざる映態てある。

本表が 甚だ復雜 な 關係 を 示して 居る の はメそ の 植裁 當時 に於ける 植 

栽の 巧拙, 例せ ば主根 を 曲げ或は深植に 過る 等の影響が 多 く あるをﾡ
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過することを得ないのてある。 更に カシノ、加 の 陽光 の 多少に 對 す る 關 

孫 が 如 何に重災なるかを 知 り 得 る。

他植求せ られな る 苗木 の 生長 髙 低の 差 あ る 原因 の一と して上木の 

樹冠の尙ほ密な るﾡ下にあ ら な る幼加は陽光の不足に よ う 枯死 し、 

獲株よ り 新芽 を 發生せる ためと 思料せ ら るる ものが多く あ る。

要するに 本 試驗 地 即 ち 地 積 320 (o..04 ha)に到しぷS本の 壯 ﾡ ﾡ を ィす

る場合の如き植救は 強ﾡﾡな る カシノ、に對 して は 密 な る上木の影響 を 

受け良好なる 納果 そ得難き ものと云人べきてある。

五)山地人工下種によるカシノ、の移植造林

山地に發生せる カ シノ、の樹苗 を植裁用に供 しなるの生長の良否 

を古間にてﾡ成せる ものと比ﾡする 乙 と は應用上必要な 乙 とで ある。

此の 目的 のた め 設けた る 第十 號 乙 試驗 區 は面i 積 335 坏(0.1" ha) にして次 

表 の 如く 等分 し、 大正十三年五月 十 六 日 第十 ﾡ 甲 ﾡ の 苗 木 に 對 し て 山 

苗移ﾡ試験を行つな。

第十八表 第十ﾡ乙試験証にポけ る植殺本数

降 刈 小 K 平 刈 小 ﾡ

除切M ゆ 凸 然 ° 切 商 船白然
不 不 本 末

金山の3な切崎 21 2t 2( 2t
同 』な切断 2【 2t 2r 2t
同 4な切断 2I at 21 2t
金棋れイする ・の : 2I a 2r 2I

カシ 尚は 一 般 (こ長 合 直 ﾡを行する を 以て 植 栽 こ際 しては他 ﾡ種 に 

於けるよりも深き粒べを場り、 第十 號 甲 厳 にありし常 時 の深さに松 2 
しめ全ﾡを有する もの は 他 の もの と 同じ 大さ の 植穴 に 根 を 取 り 御 め て 

植付 けな。 納ほ 粒求商 には見出ﾡを立て た。

調査は北端の列 よ り 漸次南端に及び各列は總て東端 よ り西端に間在 

しな。件の全部を切所せるものはづj 調在とな して後 に幹部 のり 所

カ シ "の遺林 的 研 究 3 5

を行つ 2o
大正十三年八月 二十七日 活着数を間せ る 第十九表の通 り てあ 

る。

第十九表 第十號乙區の植栽及活着本数

卒 一 同 刈 ﾡ 4 二 同 刈 ﾡ

ﾡ木ﾡ i近 著 木 ﾡ 松求木ﾡ 活 ﾡ 木 ﾡ

w 金ﾡのf切M 1O 5 1! IO
保 同 !セ所 1o 7 11 7

ゼ〕
同 3切所 IO 5 1! IO

刈 ﾡ ネ供なするいの IO 7 II 1o
小 w 父供の3切所 1o S II 9

同 ・ 切 所 IO 7 It II

W 同 切 M to 5 XI 1O
然 金代なするいの Io 1o IX IO
W 金代の3切M IO Io II II

不 同 3 切 断 10 9 II II
切

同 切所 1o IO II 11
刈 断 企ﾡなイするいの 1o IO IX II

小 Wを供の? 切 商 10 1 ・。 II IO
Io Io r II

【 同 切所 IO 1O IO
然 ネﾡ九するいの

■・
1O 1O II 1I

上炎に曲 る 時 は 活者 に 影響せ る 條 件は 刈リﾡ同 ﾡに著しa を見る。 即 

ち 根 及 幹 の切ﾡ度を通じて4一同のものは年二回刈ﾡのものに劣る を 

見 る。 唯刈の場合に仲切ﾡの も のは年二间刈拂に全部、幹自然の も 

の は4一回 刈 拂 に 全部 の 活者 せる を見るのてある。

以上の如 く 植救せる 幼齢 樹 の 大正 十三 年 x り M和七年 に至る 間の生 

長のﾡ況 を示せ第二十炎及第九図の如 く てあ る。但 し本表は大正十 

三年よ り昭和七年に至る間査小よ り大正十三、 十玉、 昭和四、 七の四 

年の もの を 掲げた のである。
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第二十表 移植せる 自然苗の 生長 (第十眦乙施) . cm 5ブし ﾡ

刈 小 W. ポ 刈 小

ﾡ 全 務 切〕所 砕 白 砕 企 温 切 断 然

カシ"の 運林 学的 研 究

山 帝移植 試驗地 に於 け る カ シノ、稚樹の 生長

(一) 直 径 上 此

37

o.36
大 I9.OO
正

二
十

下X

21.3o I6.I2

ﾡ機:供す 
切〕 切 切

ﾡﾡ 札S
切 切 切〕 切 I 切

ﾡ$ ﾡ!棋 ﾡ館 ﾡ 機； 恨！ 供館
切J 切〕 切 切 切 切 ゼJ 切

年

共〕

二回

大 下刈

正

下刈

年
ボ <1
均 h

O.33 O.23

O.22 O.IS
I9.33,IO.3Q IO.39

0.29 0.26
I9.t6 I5.3o 13.27

O.4り, o.46 0.45 O.53
21.33 30.91 I9.94

18.67
O.39 O.46

23.3O

O.28 O.35
I6.9I II.3o

O.4I ○.39 O.5I 0.29 0.36 O.33
I3.6+ 12.85 I5.I5 IG.O3 22.00 I9.45

O.29 O.28 O.31
I+.33 I ふ S8 I6.4S

O.38 O.35 O.25 O.42 O.36,
16.91 U.I5 12・3ふ I4.36 13.21

O.29 O.46
I6.c。 I7.3

O.29 O.46

O.55 O.32 O.45
20.2+ I.L.IS 2I.I2

O.42 C.+2 O.4ウ

17.Oふ I3.97 24).9! 1+.82 19.7o

O.39 O.52
21.5o 26.47

o.32 o.30 o.y o.4) o.27
15.62,【2.4+ 15.06 14+88 I3.I5 I4.18

I__ I___ I____ I__ 一

0.54 0.77 O.65

O.39 0.35
1S.IS 1S.85

O.7S 0.91
23.03 20.42 I9.7O 2I. 2+" 25・79 341.94 31.5I

O.31 O.34 O.5I O.44 o.46 O.51 O.52
I5.O0 18.7o 23.4と 27.94 16.03 21.15 22.97 3+.4

o.2 o.4 O.4') O.37 O.42
16.52I5.64 20.5S

I I
o.84 o.S。 1.16

36.27 35.G+ 4.7G

I4.5(

O.り9
37.0O

O.58 O.5I 0.86 o.GI
25.48

2O.4t

O.S5
32.27

O.7ふ

26.°ふ3・パ7 30.°9

昭

和

叫

年

三岡d
F 刈 h

○.7う 1.O9
2+.55 42.12

O.46
21.62

o.76
3t.5z

o.3S O.44 ○.67
19.02 19.56, 21.56

C.52 o.6o 0.55
2447 2O.lt 23.42

26 °73 ○7! °パ 'on o.8e 0.72
28.96 34.50 30.8S 30.84 40.21 3t.32 34.1S

昭

和

七

年

-円 .1
下刈 h
__!

場 h

下メリ

二同

均

O.52 O.7O O.76
30.00 33.03 35.45

O.63 O.9O O.76
27.2S, 37 58 33.49

I.67
43.48

2.42
7S.79

2.05
63,64

2.46 2.49
S2.42 63.94

I.64 2.00
63.94 77-88

2.0+ 2-25
73.1お 7O.91

32.42 29.36 39.7O 47.27 33.03 37.27 35.45

○.67 o.69
33.18 30.30

○.94 ○.90 ○.9ふ

35.64 4t.52 36.06
1.23 I.56

46.36 70.76

I.85 I.76 2.09 2.7ふ 2.I5
39.09

I.55
5O.91

I.7Q
45,CO

5I・52 39.7O 93.G4 66.67
4.8S 
st.82

6.18
206.

1.85 2.1が 2.15 I.3ウ 2.55
59.09 72.73 8り.7o 5S.79 ッ7・27

I.S1 2.I4 2.44 I.77
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第二十炎にりて見るとき は ﾡ を 自然 の 儘 とせる ものは之を切断せる 

ものx り常に優位を占め、 又幹を切ﾡせるとせざるとに開 はらず 何 i 
も全根の1切断の場合が最も生長良く. ・切際、 ・切断、 之に大ぎ、 

塗根をィする もの は切斷 せる ものに比 し潮年後れ行 く 結果 を 示して 居 

る。 主根を切断せざる 場合の生長選 きは横ﾡに 際 し主機 を m山 せしめ 

ら れ な る 儘植栽 せ られなこと が著 しき原囚となつて屈る如く期様 な ﾡ

は生長を完全になし得ざるものてある。 本表の納果は同 樣 の ﾡ 件 を 

以て植樹試験を行ひな る齢樹の場合. 即 ち節十元に示 しな る※に 

比すれば各條件の 關係 を 明 かに知る ことを得る。 これは稚ﾡの生長に 

陽光の影響大な るものある を炎はす納果て前炎は確ﾡが川齢ﾡのﾡ険 

の下にあり、 之は開放地にあるが公めてある。

六)山地實生帝 と移植 と の生長ﾡ

人工下稲に よ b て林地に微生せるﾡ苗 を儀生せ しめなる ものと 

更に之 を移植せる もの との生長状態 を 比ﾡす る なめ第三図及第九圖 を 

見ると、 移植 した もの が 自然 の 儘 にし たも の よ り i［福. 憐 商 兩 長 共 

に 著しく 劣る 乙 と を 認める。之 は 移植 に 際して ﾡ の 根 が切ﾡされ 或 

は 不自然な 狀態 に 植栽 せ ら る るなめてある。

七)ﾡﾡの材料と粒ﾡ法の影響

以上(一)乃至(六)各項 よ り ﾡﾡの材料 と 植ﾡの影響 を見るに

(1) 横ﾡの材料

第元、 六圖 と第九圖に於て開放地、老齢樹下等の植栽に用ひた る 

開 楽 成ﾡ と 山地 實 播 によ りて 得 た る 商 木と の 成 都 を見る とﾡ成の 生 

長が著 しく 良好な る 乙 と を知る。之 は 人工養成市が 人工的補助 によ つ 

て充分に良好な る飛規に於て戯 し得る に血 る。殊に之を林地下種明 

ﾡと比ﾡする時は北差のﾡだしき を見るのてある。 此の差は主と して 

根 の 發育 の 差違 に 歸 する ものと考人る 2とが出來る。
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(2)植 村 法

松り法 の影ﾡと して 問題 とな る の は根 系 にし て カ シ ハ は 深根性で あ 

り、 ﾡ地のﾡ測ては ・m以上に違する。然し之 を 同 概 の ミズナラ に 

比 すれ ば淺根性 に して 横側根の伸長 に は著 しきも のがあ る。但 し幼 

の 間は事 ら 直根 のみ 落大 に して 側根 は極めて 乏しき散植栽に常って は 

主機 に 充 み 注 意 を携人べきて あ る。根部 の構に就ては 別項 に 之 が研 

究 を記ﾡす る。

今植裁木の 根 を 掘取 りﾡ祭するに、 主ﾡを渦状に届せしめな使血 

我 した もの は 主根 を切ﾡしたものに此して 何 等 貴好 なる生長を認めら 

れなv。 却 つて 劣 つて 居る。

メ主機 を切ﾡせらなものは概 して深ﾡせ られる 傾向 あり、 そ の精 

果 と して横側棋は上位に移 り 第二次、 第三次の新根を生ずる に首める 

狀態 と 良 く 窺 ふ 乙 と と得る。故に カ シノ、の 造林は播極 に あ らざる限ら 

主根 に充み周到な 注 意 を 拂 ふ べき で•ある。

八)カシノ、の稚樹と上木の關係

カシの 耐 険 力 の 弱い こと 

は實地に於て母樹の直下にー 

本の確樹 もぜざることによ 

つて知り得る。 之はWに林床 

植物 の 被 覆 を 受 く るが公めの 

みてなく 實際 旣述の 保護樹下 

の 植栽試験 に 於 て も 明 かてあ

る。 即ち 第十 圖 を 見る に 保護 

樹下 に 植 栽 せ ら れ な も の は 其 

樹ﾡの及ぶ範 副 外にあらざれ

権 救 木 の 良 好 なる生長をﾡ 

第十 岡 上木の樹冠 と 植栽樹の關係

2 M仪木
幻生長不良*

み得ざるのみでなく、 之が成林 すら 困難で ある。之 に反し 母樹 の ない
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所ては一済に密林をな して生育す る幼併を認め得る。 此のは次に過 

ぷる 光 要素 と 密接な る 關係 を r し、 他 の 如何 な る 條件 も 之 に 比 すれ ば 

そ の 影響 は(少な り と云ひ得る。

九) カシノ、の稚樹に及ぼす外界の關係

カ シノ、造林の 總て の場合 に 常に重大 な る 支配的 因子 と して考人べa 
は 陽光 の 問題 で ある。即 ち 介 陽 光 ﾡ 消 の 結 果 (Wynne'sinfuliable Hunter 
metertに よる) を見る に母樹冠下に於て枝葉繁茂の間隙 を通 じ來る陽光 

に釣 し341%の光皮 に て は見早植栽木は全然生長 し得ない。 術せ 

る稚樹或は萌芽等では地上 ・m て 377 %の陽光ル をす る のみて之等 

の確樹ル立 は営ﾡ変楽に 由る と 云はん よ りは光要楽に血 る 關係 と考へ 

られ る。

従っc カ シノ、の 植栽 は一に 陽光 の 關係 を 考慮: に 入れて な さ るべ8て 

刈、 ﾡ刈等の地ﾡ域は下刈が該要楽の炎示の如き納果を示し、ﾡ橋、 

條播 の 操作 すら もそ の樹形 に於 て 陽光度 の作川 を秋ムる かの如 eてあ 

る。

此の 外カ シノ、は 鳥獣類 よ り彼者を受く る4t多 v。即 ち 額 fはシ～ネ 

ズミ或はカケス等に食せられる乙とは優に記述せる通りてある。 幼 

はその新ﾡをッサ"、 ネズミ 等に害せられ、殊に 天然 更新によ る 場令 

その彼者著しいものがある。

十) カシの 根 部 の研究

本第七項に於て カ シ ノ、の 根 の構造 が植樹の結果 に大なる 影響 あ る 

乙 と を記した。 供部の構ﾡ と ﾡ とは之 を地上部に於け る 如く 容易に 

測 定 し得 な v。 カシの 根 に 關 する 本研究 は一定 し 2試験地 に 山 ら ず 

各 地 よ り適常と 思 はる、材 料 を探攻して研 究 に 供 し な。即 ち 主と して 

オッル シ試験地の も のてあ る が亦幼木には後掲の中標別新炭備林に於 

て 得なる もの を 加 へて 居る。根部 のさ は主根 に 就 て は 成 べく 尖 端 に

カ シ"の 造林一一生一的 雙 理一― 4r

至る*てを掘収る に勉めなが長大なる*は不可能てあっな。側 根 は 著 

し く 仲長してﾡる ものが多い のて神 に 測 定を要する もの に 限 って 之 を 

探つな。 メカシに も近似し之と 共に 混 成し 得る ミ ッナ ラを参考の 

公めに攻究 しな。先づ年齢の若小な材料に就3 主根の長さ と幹長を測 

定 し な 結 果 z げ ると第二十一の如くてある。

第 二十一 根 及 幹 の長さ 単 cm

ル シ ハ ミ

4 B 上 山のさ 4 齢 ﾡの さ ゆ J4

3 S.7 22.0 93 22.0
5 335 20.4 s 29.0 340
6 4S.O * - 9 22.S 54o
6 33.0 4+.4 ・ , 76.0 2S1.o
7 40.0 5o.o 71.0 3290

395 3.o 心 G1.o SS.o
9 15.o 435 I7 55o 570.0
9 41.0 3.o

12 1So 242.0
13 450 432.0
I6 5S.o 424.0

*幹の川定な鉄くo

此 内 カ シ ノ、の三年生、 九年生及び十二年生の各一木の主ﾡが知か 合 

に過 る は尖端*て区 り 得さ り し公めてあ る。 幹長は他の上長生 

の研究の塗考に供する公めてある。此 內 十三 年生 の 者 の 幹 長 の小なる 

は そ れが彼者の谷 め に 伸び得 なかつなのに 山 る。今囘 の研究 に 於て は 

ー 二 年生 の自然 を候9なるも. 他 の 研究 結果 を 考察 する に 最 初 の年 

に於て は 根 の 殺育 上部よ り大なるも 三四 年頃 よ り次第に地上部の成 長 

大なるを認び。

根 の 形 狀 は土堺 の 性 ﾡ構 成 に 關係 する 處 多く ある が, 幼少の時期 

に於 て は 種 子の土中にある位ﾡにも影響を受るが如会てある。 多くは 

地 直下 に 於 て 少しく 斜めに 曲 つて 居る。第三版の 寫 眞の多 く に於 て
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之と見るそとが出る。 性 質 は、カシとミッナラと に 同 じ 傾 向 と 設 

め得る。 m して土堺が良好なﾡを な してmれば北部の方眞iに地情 

に降下して居る。 則ちﾡ眞同版第二図の各ﾡ形に見る如くてある。主 

根 の 徑 は 土 中 に入っな 部 分から登に肥 大し. 後大第に 細 くなって 居 

る。 第二十一及び第三版のﾡ眞につて見る と S は 元. 六 4*ての 主 

根の成長に於てはカシノ、とミヅナラとは大なる差違なく形狀に於ても

相類 して居るのを知る。 入 九年生 の樹木 は 就 て 見る と カシノ、は土根の 

太さが登 に止 つな様に細く なって 届 る(同第二 圖 c. d。側 ﾡ は 元六 年 頃 よ 

) 登生 し八九年 に 至れば稍や 太い ものを多く認められる。 ミッナラに 

於て は寧ろ細 い 側根が多數に發生す る。

第 四 版 第 一 圖 は 十四 年生 の カ シの 根 部 を 示した もの て、 深く 侵 入 

せる直根無く 側 根 の 發 行 强 盛 な の を 見る。 同第二岡はミッナラ 十i.年 

生にして共殺育称や労る ものなる が商根は其商に深 く 地h に入るを 認 

め得る。 同第三及び第四圖に於て も亦同じ関係を見る。 第三岡はカシ

ノ、に して幹の 雑 部 直 徑 8.r cm樹 高 4.24m て 主 根 は 科状をな して S;cm tこ 述 

しﾡ直 に 土中に入らな い。側 根 の主なるもの 約 二十三を数へ 行 る o 第 

四岡は ミ ヅナ ラて部直 徑 9.7 cm 桃 高 5.7O m:根 は 地 中 (て 下 し長さ53
cm て仙棋の著し合 もの 約 二十六本あり て 水 第十一圖第期樹圖系

平 C だり、其 最長 の もの 3-5Om てある。

交 に 期 芽 試 驗 第三脱ﾡ 附 近に於てit 2 
cm のカシ株 木のﾡを掘 り て之を校し な。 

第 十 一ﾡは之 が 位 m と 側 根 の 伸長 を見政 り 

しなも のて、 第五版第一明は共 上中の儘の 

ﾡ 態 同 第 二 圖 は取 出したる 根 部 を示した

☆県てある。 主棋は約34e*て太く して 

眞i に土中 に降 り更に 細 くなゝて .som は 

て達して粘土層に入って居る。 地下23cよ 

地 表 に 沿 ひ て 長 さ2.82mに達してﾡる。而
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して 同第六圖は同一の試噬協附近にて採 りなるミ ッナ ラの根部な るが 

地炎に近 く 側の 多ﾡにみ枝せる も其構造が地中 に深 く 進入す る傾向 

を 有する 乙 とが認められ得る。 もミッナラに於ても地炎 に沿人 て 走 

れ る 側 根 は 著しく 長形 を なす もの があ る。 第山版第四図のミゾナラを 

間せるとき と 長 な る は 3-5o mに 及 ぶ を 知 り得た。 要するに 側 根 の 

地求に近合 ものは長 形をなすこと両種 共 に 相似る も. 根 系の構成と し 

て は共 に 深根性で はあ る が カシ 、は枝的くく ・ッナラは深く俊 

入するの傾向 を表はして居る。

次に植樹造林に當 り て取扱法が根の形態を變化 しﾡて成育に影響 

を及ぼす も のてあ る。第五版第三圖は第十號乙試驗區に於て カ シ樹 

商 の 根 を 切断 する 乙 とな く 植栽 せる もの て, 之をﾡきて埋めなる公 生

後 も A状 を な し」： 部明幹の發育 を不良ならしめたものてある。 同第 

四圖 は根の A を 切断 して 植栽 した も のて側根の 幾育良好であ るのを見 

る。 然し此は納や深権せられなる如3を思はしめられる。 同第玉目 

は ・切ﾡの商木て更にﾡ く 深植され上部 よ » 明かに第二階の側根の登 

生せる の を認める。之が樹木 の發育上良好な らざる こと はかて あ る。 

同 第 七 及び 入 際 を 比較 する と 照 播 によ りて 生 じたる第七 圖 の 機 は 其 周 

W に充分に發育すべ S 場所 を行す る 爲め側根の生育良好であ る が、 第 

八 ﾡの催橋に あ り て は列 上 の 樹木 の 競爭の 爲め著しく 劣れる を示 して 

m る。

第五章 シ の萌芽造林に對•する 研究

カシの 制 皮 林 は 之 を 矮林 と して紅べする を 最 も 有 利とすることが 

考へられて 居る。然 し期券 の 多 少は樹種 にx り て 異なる は勿論氣候 

の寒暖に大なる關係を有するを以て、カシノ、の萌芽造林が本道に於て 

も利に之を行し得るや否やをお究する要がある。 而 して 同 時に ﾡ 

ﾡの最 も 良好に して、 且利用上有利な る 樹木 の 年齢 を調査 し伐探の
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時期、 伐採除 の 高低の 関係 をも調在 し、 前(ﾡず村の生長の状態 と も 

明かにすべきてある。

» シ 、の株木 よ ら 發す るﾡﾡは役探の面に接近 しても多く 生ずる 

こ と は認め ら る るが税生状況に就ては大な る注意が拂はれて居ない。

普通に新條が伐採面の周圍 よ り 各一個宛發生す るものと 考へ られてル 

な。 然しカシ 、の實際は部分的に發作す る も のて株木上にﾡ芽が小ﾡ 

ﾡをなすのを見る。 本報文に於ては之を用ﾡと名づける。 第二版術 

四 関は 二 個 の 期 ﾡ登を殺生せるﾡ仲の断面て 指状 降 起 部 に多 数 の 期 芽 

を 發 生して 居る もの て•ある。或は 部に - 個 の肥大な 期 ﾡ 條 が 生 し 其 

ﾡ部から数多の新低と分枝せしびる乙ともある。 例せばカシハの一根 

株 商L 御!5cmの所面の-周陥から第 十 二岡の 如 

く発生した菊芽條を採收し七個の萌芽叢よ 

リ 四十七本 の 新條 を 數へた。 但し新催は三 

年生てあ る。

此 の 期券登の税 生はﾡ線と 關 係 を 有す る 

こ と は明かて、 第二版第四 圖 の a及びbの

第十二阿 ﾡの位

ﾡ線か ら 二の牙派が生 してﾡる のが認め られ る。然 し之が微生の研 

究は他日 に硫 う 以下崩ﾡ数と 稱する は各新條の數を云ふ ものとする。 

而 して 萌芽 叢 と 期ﾡ数 との 關係は後節改めて 記する z と とする。

一)幼崎村 よ り の萌芽試験

此 目 的 のなめ に設 け なる第三 ﾡ 試 ﾡ ﾡは幅 t。 間 及び長さ 30 間 の長 方 

形 て 面 積300坪(0.099 ha). 株 木本数990本に して オ ッノレシ 山 の 中腹 に あ 

り 商市西に面 し約16度の傾を な し. 第二ﾡ試験ﾡの商市方ﾡ斜にへ 

り。四園の状況は西方は開放.東方は老壯 •齢林の疎林, 商方は少しの

距離にて第四號試,驗區に連る。土地乾燥しエゾヤマハギ、 カャ等が繁 

殖して居る。

本ﾡは上部と下部とては殺育状況に異る も のがあ る を以て傾斜に從 

ひ て幅+5m、長 さ 54.5m の 四分區 を 設 け, 如 何なる手入をな せば朋 ﾡ の 

殺育上ィ利 なるやを 見んがな め、 大正十年下記の如 e 試験小阪 を定め 

な。

1) 期 芽 に 對 し何等手入れをせざる も の(期 ﾡ 自 然 W)

2) 期ﾡ中生長証盤な る もの一本をﾡ し 他 は全部 伐 除せる も の(期 

芽一本麻)

3) 同上 二本 を 殘 せ る も の(期 ﾡ二* 町)

4) 同上 三本 を 殘 せる も の(期 ﾡ三* 町)

之 等 各 小Wに 對 し 發育 中席 なる側所を 5 坪 宛選定し、 標 消 地調在を 

行 つ な。

本小ﾡの 期 ﾡ せる株木は何れも天然生の幼齢ﾡに して優に 山火 の な 

め に上幹一囘 以上林死 し期せ る も のてあつ て、臺木即 ち株木の4齢 

を正確に定びる こと 四難てあ る。 唯近似せ る範聞 内に ある 年齡 の 幼木 

てあること は認め られ る。

第二十二ﾡ 幼船村よりの 方 芽 村 の 生 長

n 総 K 一木脈 ニ * " 三*W 不 均

木 ﾡ . is I4 1+ I7

大 正:
へ 4 ﾡ ず 数 34 7.1 6.6 5s

期 ﾡ ﾡ 2.5 1.0 I.S as 20
全 兵 cm SS.2 12o.S 1os.S 81.9 99.2

it 御 cm I.o7 1.37 1.25 I,OI I.I7

火 期 ず 最 2.6 1.0 1.6 2S 2.0
ネ 長 cmn 13o 161.2 1o9.4 1305
ic 径 cmn 1 3! I.77 ・s6 1 2+ I 47

期 ﾡ 數 2.7 1.0 1.6 a 2.0
金 其 cn 122.6 1SS.4 I59.I I1S.8 147.2
itt 径 em 1.9o 307 2.20 172 2.22
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n 然 阪 - 木 W 二 木 三 木 訴 邛 均

ル 2.1 1.0 I.4 2.0 1.6
条 J cm 1G59 220.3 202.9 IG.S IsS.5
ic 補 cm 2.53 sss 2.Sn 239 2.S2

昭 期 牙 I.3 I.O 1.2 I 2
和

企 長 cm 3to3 3+.7 301.6 27S.6 3oS.0
年 i 御 cm 346 37+ 3.or 3o2 3 31

・ ず 1.1 1.0 1.0 1.0
和 

十
cm s5o sS+o 535o 5SS.o sんぷ

年 i cm 8.20 S.2o 7.92 7・8o So;

第 二十二炎は大 正十年 よ り 昭 和十年に至る 間 の 明 芽 の 生 長 を 間イ し 

なものてある。即ち 初年 に於 ける 期ﾡ本ﾡは 3 - 7 本てﾡ大27本 に 及 

び 唯一本の 萌芽 を なせる ものは少く ある。

(1) 幼齢樹の萌芽本數

一般にﾡﾡは初に於て多数に微生す る。之を 自然の競爭に任す と 

3は各期ﾡ樹の生育不良なる を以てク x の如 a は期ﾡ後一、 ニ4 を 

經過 して 之 を 人工的に 淘汰 し, 株木の大さにMじて 數 を 制 限 するを 

萌芽林の 生長 に 對 し有利 として あ る。 カレ〜にて は此 ﾡ他のナ ラ細 

と興る ものあるが如合 を以て特 に上過の如 く 自然. 一 乃至 三本 の 四試 

験小ﾡを設けて之を研究せんと しなものてある。

(2) ﾡ本救の消長

幼 齢 樹一株 よ り 發 する 劭 芽は一般 に 小數 に して十本以内 の場合を 多 

しとする。 ﾡ大は27本の一例を見るも之は特殊のものと認びべくして 

他は多きも2っ以下にあり。 mしてヌ第二年に於て更に期ﾡを 加人 る 事• 

あ り、 J ち 期 ﾡ三本 ﾡ に 於 て 衆 初一本 又は 二本 を 發 生せる もの が 第 二 

年 に於て 多數の發芽 を 見之 よ り三本を成立せしめなるものがある。 期 

ﾡの不均数は 自然ﾡ に て 34 本. 一本小ﾡにて 7.1 本. 二本 小協 にて 6.1 
本、 三本小ﾡにて6.6本てある。 内最も多8一本小ﾡは最多の一例を
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Gびと以て、 之 を 除けば約 5 本 とな る 故に幼齡樹 よ りの月数は5- 
6 本の 間にある と認びべ3てある。

期ﾡ 本 ﾡ の 誠 少を自 然 W に於 てﾡ祭するに 初期 芽 後 更に 發 芽 せ 

るものニ. 三あるを見るも多くは初年後に微生するものなく、 交大第に 

設少して昭 和 二 年 J ち 第 入 4 に 於 て 償 か に 三株 の 二 個 以上 の 期券 を 打 

するものある に止* b 他は皆一本と な る に至つな。 m して更に昭和十 

4 の 間 査 に於 て は 唯 一株の二期ﾡを行する ものあるのみにて 他 は 盡 く 

一 本 即 ち W仲 となっね。

期 芽 二本小町にあ りて は M和 二 年 に於 て大多ﾡは 單幹 とな り二本の 

期ﾡ が 求 儘 成 t せるもの三株あり しが. 同 十年 に 於 て は 此 内 一 株 はWL 
幹とな つた。 期ﾡ三本小ﾡはM和二4に於て又多ﾡのWﾡとな りた 

るものありて、 唯四 株の 二本又は夫以上の萌芽成立せる ものをﾡしな 

が、 同十の間在は金部W仲となりなるそ示して屈る。 之を以て見る 

Iは幼ﾡﾡの期球は初多ﾡに生ずる も終には軍幹と なること を知る 

のてある。

(3) 幼齢樹の萌芽の生長

幼齢樹 よ り後4する 期 は手入 ﾡ に於て比校 するに期券のﾡ少さ程 

成長良好な る 乙 と を表す。即 ち第二十二表及第十一圖 の 各試験小區 の 

本均救 にる に一本W良 に し てニ*M、 三本ﾡと云人順てある。 

而 して 自然 區 は 三本 ﾡ よ り 町 ◆優るを見る。 然れども 昭 和十 年 町 ち 發 

ﾡ 後 十 六 年 に 於 け る 納果を見る に 略 ﾡ等しe が 如 し。

即 ち 次 の 第二 十三 表 に 示 せる如く、 期 ﾡ 發 生二 年 後 の 大 正十 年に於 

て は 各區 の 崩 芽の 大 ミ 第二十三ﾡ 幼齢ﾡの期ﾡ生長

て共の迷の認びべa も If. 分
の少からざる ものがあ

大 正 F 年 昭@ 和 T4
近 御 cn 全 Ji m it 径 c企 m

る も、 昭 和十 年 に て は 自 然 K
一*低

略ぼ同一の大さ に達せ ニ * 低

る←見る。 三 木 同

1.o7
I37
1.23
I.oI

o.ss
121
1.oG 
o.s2

8.2 5.58
s.2 584
7.9 5.35
7.S 1 5.8S
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初年役生せ る 前

ﾡの多少が後年各 

株一本と なりなる

第 二 十四 炎 朋 芽 せる 本 敷 の 異なる もの 

が一本とな りなる の大 さ

財 1*1 公 小 M
I の 生 長 に 影 輝 す i:十4: 

於ろ
I 和 二 4 の大31

るものあるやを檢

するなめ. 大正十

ル 芽 木 ﾡそ と 行 cm
注I に4 2S5.62 3.3o
2 4 337.I2 3.22

年の崩ﾡ数 ・ - 4 3 3 351.50 3.67
を取り昭和二年の 一

4 2 36S.20 ++
大さを比ﾡ しなる に 第 ニ十四求と 得な。

之 に 由 って 見る は、 和二年 に単件 となせる もの は初 の 投生数 少 

2 株上 の 習程生長 劣 り 多3和優る を見る。之或は 初期 の前茅 の 勢力 が 

殘 れる単 幹 に 吸 收 せ ら るる ため な らんか。

各小W内に於け る 期ﾡ個ﾡの生長 を 比ﾡ して見るに、 一株木 よ り 發 

する期ﾡの 數 が多い程一株 木 平 均 の生長は 小 てある。 例 せ ば白 然 小 

ﾡと三本小ﾡから大 正十 二、 三 年 の 期 ﾡ樹の大さを探つて見る と 第二 

十五表の如 くてある。

第二十五表 ー株木 よ りの期ﾡ本救と北大さ

芽 白 小 W. 財 ず 三 木 小 ・ ビ

朋芽 
不延

E 十 "_ i 1 •: + 三 # 1— 大 m 十 三 年

西 
個敷 4 比cIn i cm 栄縦 ﾡ 全 c it 御en S 従| 全 J cn| itt 御 cm

I 1 + III.35 I.33 I ・r 202.40 3r6 I 5 1S+.23 2at
2 6 sS4o 1 04 2 4 2.46 2 7 16o.Si 230
3 3 $2.07 o9I 3 3 113.00 1.64 3 5 IO 2 I+
4 ; 1 70.40 ost 4 3 IoS.6o I.64

即 ち 何れの場合も期本 数 の成立少a もの稀 共 平 均の生育 が 良 好 て 

あ る。

二) 齢村 よ り の崩試攻

此の目 的の 2め設け2 る 第 九ﾡ計戦随はI5間及び6川 の さ て て 面i
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税24っ (o.o79lia)、 株木本ﾡ76本に して、 第入戦及び第三ﾡ讃験ﾡの中 

間に位 し第十三ﾡ小M と 一邊 を共通 して居る。 地勢登科 を な し画面せ 

る 約30の傾科J地 を占めてﾡる。 四岡の映況は西方及東方はﾡ齢林に

り. 北方 は 稍 ◇ 開 放 南方 は 深谷 状を なして 居る。

川齢樹期ﾡの試験はﾡづ伐探崎期に』りて秋伐と伐とに分れ、 更 

に各季の役探ﾡを株木の伐探位量によ りてA地上三尺、 1地上及C地 

中 に分ちな り。

大 正 十 4 よ り 昭 和十4 にりて行ひなる 間 の成 縦 を各小町 に於 け 

る 毎 樹 の 測 定数価を省きて 絶括 的に 表記 すると eは次の如くてある。

第二十六炎 齢樹よ り の前芽數及萌芽樹の生長

位 A地上三八、CI地ho

住 課 他 A G c
ポ 均

便 悻 r 11 11 1(

株 I7 22 s 7 9 6

期 芽 10.0 I..s I2.1 6.6 1 ro.S 1o.6
茶 Ji cm o.95 1.04 0.93 1.O+ 1.OS 1.o7 1.02
i 補 cm 1.09 I.o9 o.s6 I.I3 I.I+ I.o5 i.o6

二 i止
Hlj 製 12.3 ・36 os I+.I 10.6

---
11.4

・ ।
全 cm I.06 I.2+ ...+ I 20 1.27 1.22
ic 従 cm 1.24 I.2+ ・.ふ 1.4+ ツ 1.21 1.27

潮 ず マ ・ラ 1o.7 255 6.1 I2.9 11.0 1o.s
全 艮 cm 13 1.47 I.32 139 1.49 1.36 1.ぷ8

4 1 ic 細 cm I.72 2.07 I.9コ 2.61 2.05 ・s7 204

期 製 り.7 Ss S.6 5.2 9.9 8.4 s4
父 14 cm 15t ・.が 1.66 I.56 1.75 t.s9
i 御 cm 2.13 i シ

2.29 2.70 2.59 2.ぶ 2ぷS

製 5.: 4.8 5.s 2.5 む 5.5 46
利

仝 cm 3.04 325 323 3.06 2.06 3.24
m i cm +03 336 3.6 3G7 +oI sos 356
m 両 製 2S 30 3.7 2.2 2.9 2.8 2.9
利 
十

金 5.ot 5:6 5.30 4.8S s +9 5.14
年 it cm 7.6S Sss S.Si 7Ss S.9o 945 S.5s

优探四期 Tイ求、I［秋求っ
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本表の示す知 く 不季伐採ﾡは秋季の ものに比 して共面積 く ﾡ木の 

本数亦多 く あ る。

此結果に よ り て生ずる 關係は以下に記述す る如くてある。

(1) ﾡ齢樹の崩ﾡ本数

壯齢物の伐採に よ る株木の大さ と期ﾡ数を見る なめに株木をi極に 

より排列せる第二十七表を作成した。

第二十七炎 齢村の方 本 数

役及
••れ、

it 4 ﾡﾡ樹木ﾡ 株 伐及 
懸

滑期

4 ﾡず謝木ﾡ
・.イ

it 年
探 

置期
径
cm 動

正
九

昭
和 
十

お 
番 

就
紐
cm 団 L

昭 
当 利 

十 济期
補

cmn
大

九
型

・ 
利 
十1 1 1 1 _

1
43 CF 一 I9 I 55 C r 6.67 20 I2 7 •15 AF t1.52 a7 2
7 AF 2.I2 9 1 6S DF 6.97 23 LG 1 3 DT I2.t2 22 7 6
夕 B F 2.42 tG 11 ・ I 13 D F 7.27 23 3G 3 6 A F 12.2 3t 35 5 5
5 A r 303 7 14 I 3 A F 75S 20 9 56 All 1273 35 2 1 2

c9 DF 303 9 5 I 2+ DI 7s 32 22 4 35 A F 1303 37 1 X
20 DH 3G4 I2 2G X .2 AF 78S 35 2G 3 ss A r 1364 3 13 7
G2 BH 36+ I4 3 I 9 Dr 8.18 2S I7 3 I AH 139+ 37 2; 、 3
c4 AH 3% 13 8 I IO I F S.s 3】 37 X G7 DII 14.55 28 49 14 6
49 B F 424 25 s 1 ・ 4 16 D r s.s 23 39 3 32 DF 14.85 4G '9 3
52 CH 424 I4 10 3 w CF S.1s 23 I7 2 22 nT 5o 21 4
6s All 424 I7 3 DF 9.70 40 IQ 6 pIt 16.06 37 ・7 ・ 3
12 J F 485 Io 28 * s AF IO.oo 32 23 5 54 C r 16.03 39 3 < 7
37 AH +8s IS I i 4 * CH 1o.co 28 1s 2 23 All 19.39 37 20 3 3
4 A F 5Is 29 I5 4 s C F 1oco 32 32 4 3* A r 19.39 42 2 6

4〇 B F s.15 IS 16 ・ s c r IO.6I 22 52 2 38 19.39 40 ac 5
66 B F 5+5 33 I3 7 4 27 C F IO.0J 35 25 IO 8 47 nr 20.30 3s IO 4
I+ 1 F s7e 20 31 I ・ 59 C F IO.6I 37 7 5 s. CH 20.6! 4 11 7 3
I7 C F 6,09 21 20 6 3 3s DI IO.9I 35 X X X at 1,16S 288 i8o

S AF 630 I5 9 2 ・ n r 11.21 35 47 ・ 2
48 in i 6.36 23 t3 3 3 3o A r II.2I 40 I4 6 5
36 A F 6.67 20 19 3 29 AH tts2 37 6 2 2 ボ 19.64. 4.88 305

とによ り て伐採初年大正九年の版芽數は株木最小直視 I・52 よ り 8cm

に 至る28本に就 て規則正しく 小なる もの に 少し と 云 ひ 得な い が此 の 内

2本の外期数の30と超へるものがない。 S Cm 以上に於ては 明 ﾡ 数 30 
以上の ものが少くない。 派大なるは直径Io.6icmて52本、 次に直征14.55 
の4本を製へ る。故に一般 に 壯齡樹 代 あつ て は株木の 直徑大 なる程期 

敷 も亦大 と云ひ得る。

株木の直徑と年齡とは必しも一致しない。然し小なるものは年齢も 

少ないのが常然てあるからづ 若 い 木 に 期 ﾡﾡ少と云 ひ 得 る。 然し 

高4の もの必しも 期ﾡ救大な り と 断定す るそと は難 く あ る。 ﾡ大期ﾡ 

ﾡ52 を行する も のは年前は22、 49木のは28年てある。而 して年齢のﾡ 

も高合5○年のもの期ﾡﾡ21て44年のものI本てある。 m も之が最大の 

流ﾡを有するものてある。 之を以て見るときは、 年齢が為3 に過ぎず 

して 直徑の大 なる もの に 朝 芽數 が 多い。即 ち生長の貴き約三十年後の 

株木 よ りの期芽も多きが如くてある。

株 木 伐 探の位 m 即 ち A(地 上 三 尺)、 p(地 上),C(地 中)に よ る期芽数は ﾡ 

な不規則にして一定の 傾 向を見る 能 は ず、 即ち量小なる期芽救3及5 
はBなる も、 大に近き447又Bにﾡ して居る。故に伐採位港は崩井 

製 に 關係 すると 云 ひ 得 な vo
季節も亦 明 確な る 關係 を 有 する もの と し難3も 期 ﾡ 數 の少き場合に 

は秋季伐探を谷びこと多きを見る。 期導製多3場合は殆んとﾡ季伐 

探てあ る。 例せば期ﾡﾡ○仰以下の o株に就て 見 る に季役探は四、 

秋季伐探は六てあ る。 又期ﾡ30個以上を有する十株に統ては4本 を 

する 秋季伐採 あ る 外は塗部季伐探てあ る。故に 春季 に 伐採せる 壯 齡 

ﾡは期ﾡ敷メ大てあ る と 考へ得 る。

(2) ﾡ齢樹よ り 發する 即芽 の 消長

期ﾡ の 彼生 製 は 初4 に於て大にして. 生長 する に 從 ひ 次第に 其 ﾡ 

を誠ずる を普通 とする。然 し二三年間は1ほ株木ﾡ歩の税生す るもの 

あ る を 以て 明芽數の 増加 を見る ことがある。 前掲第二十七※に よると 

3 は 發 芽 二年目 の 期 ﾡ 数は 入 年 目なる 昭 和二年に於て 約4みの Iに誠 

ずるを認める。 更に 昭和十4の間在成ﾡに比 す る 十六年 間 に於 て 約
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6.4みの ・となる。

之 に よ りて見るときは期ﾡ役生入4以後にありて も 納ほ 本 製 の 減少 

をなすものなる も 奴後 の 調査 によ るM和十 年 の 本 敷は最早 變化な3も 

のてある。減少の 度 は不規J なるも、 萌男:樹 のれ後 に残和する 数はﾡ 

も多きも8本を超ゆるものが無い。之を表示すれば次の第二十八表の 

如し。

第 二 十 表 昭 和 十年 調在の齢村の 期ﾡ 殘 な 数

一株木上の防ず木ﾡ I 2. 1 3 4 5 6 7 ■
之なす る 株木 数 7 13 12 8 6 4 2 6o

即 も唯一本の崩の残れる もの派も多 く 次第に本 数 を増すと 共 に 

株數を減ず。而して直徑の小な る株に期ﾡせる もの場合にあ り ては 

4cm 以下 の もの は 全部 一本 とな る(第二 十七 表 参 照)。而 し て 初 の 殺 ﾡ 

の多3 もの が 必 しも 多敗 の 幹 を 殘 留 せ しむ る と 云 ふ 能 はず、 即 ち52* 
の期ﾡをなせる側間が唯2本を獲せるに、 最多く 8本を残せるものは 

初年に於て25本の期ﾡをなせる ものてある。

ﾡほ 最 初の年に期ﾡせる本救が終 り まてﾡする本 製 と 關 係 す る や 

否やを調在するなめ M和十年度 に年在 せ る 期券樹本ﾡ に ﾡ合株木 56本 

に到する大正 九年後生 期 ﾡ数と 比ﾡ し 第二 十 九 ※ を 得 な。

第二十九表 初年の萌芽數 と 昭和十年殘存數

2木及5本のし のが夫 々 前第 二十万 衣 と 相逆 t ろ は大正九年我ぜざ りし:めりo

大正九4
ﾡずﾡ (木)

W 和 す 4 ﾡ ず 残 F k の 仙 ﾡ
mtt 木|2 木1 3 木 4 木 5 木 0 茶 7 木

3-- 1o 6 6 .... 2 — — — '4
11-- 20 6 4 9 2 I I ・ I 24
2-- 30 1 — 2 2 2 I s

ネィ---o f 2 っ I ・・* 卜

47 以 上 2 2
・ /

4
肝 I4 12 12 s s 4 2 57
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上炎の第一列大正九4期ﾡﾡは一株 よ り生じなる救を示し3 一r○は 

三本乃至十本発年したる乙とを表はし、之が次の欄に於て一本、二本 

等 にな りなたる 株数 を 示す もの とする。即ち 上部 の ・.2.3...... 等 は期芽 

獲のﾡを示 し、 下部の数字はの株ﾡ例せば3 一0求生 しな る期ﾡ 

が一本 となりなるも の六株十二本 と なりなるも の四株 と 云人が如 く て 

ある。 之によりて見るときは初年に於て期ﾡの後生少きものはﾡ存す 

る 個 製 少 い。即 ち3-0の合計十二株中ﾡは一本となり、 ii-20 
の 二 十 八 株 の 四 分 の一は 一本 となり、 四株の外はI一3本となる。之 

に反し3以上のものは一本又は二本となる 乙 と 稀に して 多數殘留 する 

ものあるを見る。

(3)壯齡樹萌男:の生長

壯 齢 ﾡ の 期 ﾡ の 夂 長 は 第 二十 六 表 の 平均 の 生長 を 圖 示せ る第 十三 圖 

にが て見る 如 く 直徑 及 高 さ 共 に、大正 九年 に期券せる も の が大正十三 

年 即 ち 五 年 以後 よ 、 ※し3長をなすを見る。 殊に長さに於て 甚 し 

く あ る。 初期に於て は期ﾡの数多 く して均 と して は大 る生長 を見 

ること が出楽ないが次第に期ﾡが向法されて生長を加す るが如 く 考 

へられる。 而 して 十 年 以後 の 生長 は ﾡ 高 生長 に 於 て は 稍々 緩 漫 なる も 

it種生長 は反って 加 するを見 る。 ヌ此生 が如何なる 年齢 に至るま 

て持ﾡせ ら る る や明かな らざる もm和十4にがて仲ほ生長の町盤 

るを認め得らるる。

株 木 の 伐 採 時 期 に 關 して は 大 正十 年 即ち 第二 年 に 於 て は 春季 の もの 

は不規 則 にし て 秋季 の もの は 略 同 様 の 生長 を なした る を 見る。然し昭 

和二 に 至れば伐採季節 の 生長 に 及ぼす 影響 を全 く 知 り 得ない。

株 木 伐 採 の 位 mt に就 て は 初 期 の 期 ﾡ 数 が 上 部 Aの場合 に 稍 ◆小なる 

ﾡ向 を示すを見る も、 生長 に 到 し て は伐採位依が全 く 關係 を 有する を 

認びることが 出 來 な v。

三) 老常樹 よ b の崩ﾡ催験
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カ シの老齢ゆ よ り す る朋ﾡの感のcめ設けな る第七號試驗盟は 

面積6っ坪(002a).I6間長○間長方形をな し株木本数” 本、試驗林內希 

々 東 部 に位し、 第 六ﾡ と 第 十 號 兩 試驗 ﾡ の 中間 に して第十 三 號 試 驗 ﾡ 

の上位にあり、 西面せる山 頂 平坦部 の 乾操せ るカャ. エゾ ヤマノ、 等 

の繁茂 中 な る 老供の小閉地 に 設せられなる も のに して、 大正入年 

試驗木伐採後大正十二年十月 +ー 日 の初雪の被害等 を う け調本数 

も少か り しを以て、 試驗資料 と して不充分のものがあるのは述ﾡてあ 

る。

供 試木の it 徑 は ・ 8-33cm、平 均 27 cm て、年 齢 は68-S1年、 不均72 年 

てある。之 を表示 すれば次の如く である。

(t) 老齢樹の的芽本數

前記幼 ﾡにポ て 株木 の 大 なる に 從 ひ 期 芽 本 数の多3ﾡ 向 を 認 め な 

が老大な るもの には更に著 しaものある を認め得 らるる。 4の七ﾡ 

試験証に於け る崩芽本數を表示すれは第三十表の如 くてあ る。

第三十 老齢ﾡの期ﾡ

本表 に於 て 老樹 よ りのﾡに判ﾡしては先づ大さ 直径3ocmを超へ年齢

株番

木ﾡ

役位

採血

陞時
全長

_m」

4 
a

期 変 致

__________________________ _採町
役

_ cm 天正 
九4 天 正 

十三4 昭和 
十

4 n Ir 18.2 — I4 s 7
2 n F 2t.2 1s7 79 I5 6
9 C 24.2 Iss c9 一 — ﾡ 死

1o D r 24.2 79 — — 祐 死

13 A II 2+2 16.4 69 87 26 S 大12期よ部:り利が、大I3新に猿ず

I A JI 273 — 6 4 — 途林

3 C F 273 23.9 c9 3s IO 8
s B II 2/3 19.1 75 9r Is 7

II A r 21.3 16.9 79 II ・ 2 大13部格死、W ・新に独ず

5 B Ir 33-3 一 6S — — — ﾡ 死

6 B r 33.3 ・96 cs — — — ﾡ 死

7 C F 33-3 ・s st So 9 7
12 A II 33.3 I6.9 c9 3 I 大9即 ら初年に明芽せず、次大oより独牙

8)に述す る も 間jほ期ガカ を有す る 乙 とてあ る。然 し役探直後メは或年 

を經過 して株木枯死す る も の比桜的多 e を認め得る。 期ﾡ敷の 多少は 

年船、伐採の位從及れ徑に 關係 を有 さ なv。伐採時期 も亦秋共著 し 

3逆違はない。

期 ﾡ の 消 長 に剛 して本炎中 完金なる袋を避げなる調在株番ﾡ4 2. 
3.S.7 の本に就て見るにづ期芽の後生は直径の大なるに従つて多 

Sを認め得る。 最大は9本を超へるものがある。之等の萌芽は年を經 

る に 從 て 減少 する に 至る が 匣 幹 に 至る もの は 全くなく 6-s 個 の 間 に 

あ る。

(2) 老齢樹よ りの期ﾡ樹の生長

本試ﾡの成 ﾡは第三十一に示すが如き も此内大正 十 二年に不均樹 

高生 長 が前 年よ り 減少 した る は 潮芽 の 枯 死に よ り 新 に 發 生した る もの 

が計算に加へ らnれな る等に x る(第三十炎象照)。 又材料少a を以て充 

み に 生長W係を設 明 し 難 し。然 れど も大ﾡに於 て も 上部 伐採 Aは最も 

不良にして、 地上1、 地ICは大送なく、 地中が用々優りなるが如く 

てある。 又伐採季節に就ても著しき迷違を認め得難く、 季が少しく

好なるの 傾 向あるが如く考へらるるのてある。老樹 に 對 して は 更に 

多 く の材料 を 以て 観察 を 繼績 す るを要する。

第 三 十一 老 熱樹期 ﾡの生長

仅世 
探探

株番 大正九年F 大 正: + 4 大正十一4 大 t十 二 4 大正十三4 1 昭 和十4
位団

水製 全比 昉木 企及 i(t径! 曲水 傘比 疝関 防 金史 it径 企 it径 ル本 交 ift径il ず数 C Cm C! 動 Cm CIn 班默 C! Cm ず撃 , cm cmn 芳敗 cm
AII 1 6 4s5 s 1o4.S 4 1333

「 
I.45 4 632 197 4 1352 2.27 — 枯死 —

AII I2 ル セズ ・ I45.5 o.53 142.4 ・o 2 909 ・36 3 110,0 >59 I 57o.0 II3
pIt 4 I# 6.6 1

I4 s39 ○64 ・a IoS 5 1.10 IX io5sS 8 1588 2.16 7 30o.c sr
8 9I 2+.2 変 75.5 os 32 955 o.95 3t 9+2 I15 15 158.2 2.12 7 300.0 6.5
2 I5 45 5 ・ 9o.3 roG 16 I7S.2 2.3 13 130.o 1.79 13 I6S5 2.27 6 36.o 6.1

C r 3 38 4ss r4 124 2 I46 12 2.03 I3 131.2 2.15 1o I48.2 2.80 s 4co.O 7.2
C F 7 8o 2I.2 I4 IO6.7 I.2; I5 224.2 2.1S 6 1.73 9 I43.0 2.c3 7 310.0 5-4

40.4 104.4 099 I46.7 ・56 tos こ。 1459 2.1s 3733 6.93
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四) ﾡ井の株木上に殺生する状態

以上各が感地 こ於け る ﾡ果 と総括 す るにちカシ の削並の状態 

と彼生向に就て研究せるﾡをﾡに過ぶることとする。

づ幼、壯、老の年齡樹別に於て調査の本數、 期券ﾡ. 明#無及其 

生長量を株木上の方位に就て示したる第三十二炎を次に抑記する。

第三十二 期ﾡﾡ、 期媒ﾡ及方位に由るﾡ化

木のそ幼 幼 冊 老

探の位7 — A n 1 S A リ c

騎 本 敦 9 e '9 21 28 1s a 64 3 3 2 a S
70 * 37 Io2 I4I 74 * so I6 I5 3! *7S

芽秘範 II2 *59 333 6ss 3o. *20.9 to4 I2 1IS *42.S
一期ﾡ載のﾡず数 1.6 ・6 33 4.5 4.9 4.2 65 S,o 3s G.1
ボ 均の長さ 6o.2 6..2 57.2 os 6:.0 59.9 3り.t 43+ 33-3 38.7

南
崩ﾡ る株木ﾡ s ・ 8 16 21 I3 e-53 3 2 。 ・ 7
全木數に莺する％ 42 42 6 75 S7 S IoO G7 Io0 Ss

側 期ﾡﾡﾡ I3 * 1.6 39 44 28 * 2.2 G 5 16 * 3S
ルずﾡ裂 16 2.0 II7 223 161 IO.2 31 2S 1o3 22.+
ール立のルﾡ量 I.2 I.2 3o ss 4.9 5.2 s6 G4 s7
不均の長さ 66.. 661 589 67.1 69.6 65.2 5o.5 s.r 40.9 ・S2

ル
ﾡごる株木ﾡ II e 11 s 22 8 2 2 I ・ 5
全本败に晉する％ 5s ss 79 s3 59 G7 G7 so os

側 ﾡ ず ﾡ ﾡ 22 * 2.0 12 33 I+ * 1.6 6 6 5 * 5.
ル 期 チ 総 製 33 3o 44 I45 63 6.6 16 44 I5 'so

ダ
一ﾡ載のル最 I.5 I5 37 4.4 45 42 2.7 7-3 1.0 3.7
不 均 のさ 55o 53.o 51.2 s... 45 st3 I6.7 s6.. 3'3 36.o

-
前芽 せ る株木ﾡ I2 A I2 19 20 9 ・ 4S I I a 2

東 1 金』:到するる 6s 63 9I /« 6 75 35 33 25
側 明芽殺数 20 * t.7 3I 33 16 * 1.7 3 I — * 2.0

期 明芬総載 3.2 Is 148 ;9 7.I 5r 16 — 355
一ﾡが載の崩ずﾡ t.9 I.り 34 4.5 49 4.3 I7.o 16.o .... 165

チ T 均の長さ 52.7 527 554 5o3 6..6 56.6 9I 12.1 — Io.6
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株 木 の 老 幼 幼 老

iの«7 A 1 C 1 C 1
期ず e る株代ﾡ 12 a 12 12 I7 9 ・ 3s X 2 ... e 3

wi
金木ﾡ:対するる os 57 61 6o 59 33 3s

間 期 ず 最 戏 >5 * 7 20 31 16 * 1 8 1 3 — *13
期 ル 芽 ボ 敷 25 2.1 57 t22 sS 6.2 6 32 — I2.7

一財#曲の砂芽敷 t.7 1.7 29 39 36 3.1 6 1 1o.7 S.4
芽

ボ 均 のさ Gss GS.s 43.1 59.2 559 527 30ふ 394 - 34.9

A合計、*一上の小気C

本 表 にきづ 明 # 遷 に 就 て 若 究 せん。旣に 述べた 如く カシハ の 明 

芽は個々 株木上に 生ずる ものにあ らずしてﾡ仰ﾡ状をな して微生する 

ものてあるが、 一期ﾡﾡ にイF す る 期ﾡのﾡは種 々 異なる もの があ る。

萌芽我の數は株木が小な る利少 く、又ー崩芽選の萌芽數も 少v。 即 ち 

幼 齢 樹 か ら は 小 製 の期ﾡﾡが各 小 敷 の 萌芽 本 敷 を 有して 生ずる の で あ 

る。實測の結果 を 見る と •萌芽栽のれ大は幼樹の 6.ﾡの 9.老樹の29て 

あ る。ー萌笄 遷. の及大痂芽敷は幼齢钳 5ﾡ前樹 9 て老齢憐に て は.42の 

も のがあ る が、 之 は 特殊 の 場合 と見るべ3て、 次は15てあ る。

次 に期ﾡの後生 す る 株木上の方位に つき見るに、 何れ に も 存する が 

概して南面 を發疗 し易い とし、 北面を少しとする。 期ﾡのﾡ生は齢 

樹に南を、幼及老齢樹に束を多しとする。然し幼樹は株木の直徑が小 

なる故方 向 に 著しい もの がな レ、 樣 に 思 はれる。 老ﾡCは 調在 本 数 が 少 

い が西 及 束 に は 全く 期 ﾡ を生じなv。

期 の生長 に 就 て は 平 均 商旧 面を最良と し、西 は之に次き項を最劣と 

す る。 N ち ﾡ光 を受く るの 多少に影響せ らるること多き が如く て あ 

る。 期 券 本 数 と 生長 の 關係 は 本 4 に於 ては之を見る を 得 な ve

五)株木の老幼にる期導ﾡの生長

株木の老幼に よ る明邦 樹の生長 を考人 る に生長の傾向に就て 大體 

にﾡしき差違はない。 前掲第二+二. 二十六及三十一の不均ﾡを脳
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示する時は第十三ﾡの如くてある。 但し老ﾡ村よ り の ものは其發生の

始めに於て被害の爲め 

ﾡな不規則てあつなの 

て第四年 ) り の間在 と 

抑げね。

之を以て見るときは 

幼齢樹 と ﾡ論樹 ・ り と 

のものは t 生 長相近く 

上長生にてはA が優 

り直徑生長 に ては 1が 

貴好てあ る。而 して 老 

齡 樹 は 一般に 兩 者 よ り 

低いと云ひ得るのであ 

る。 老ﾡ樹 よ りのﾡﾡ 

は其數の多い爲め個體 

の生長が劣ると云ふこ

第十三圖 株木の幼壯 巻 に る

カシハ帝芽樹の生長

第三十三炎 株木の老幼、 役と崩の消長

株木i補 期 ず ﾡ •

cm 大 i正: 九 4 昭 和 二 4 昭 和 十 4

幼 品 ﾡ 3.4 I.3 I I

I - 2 I9.0 1.0 I.O
2-4 Io.o 24 1.0
4-0 ・ ・I53 39 2.2-
6-S I7.7 6.4 3.2
S ー・ 1O 241 4.1 2S

I 齢 t 10一12 26.0 s.. 34
t2一I+ 235 s2 4.o
I+ 一 16 297 7.0 4.ふ

16 - IS 2+.0 4s 5.o
IS - :o 233 ss 4.7
:。 以 上 to.5 s.5 35

I。 - 23 I+.o So 7.0
老 齢 樹 20 一 3o 413 140 62

3o 以 上 so.o 6o 4Q

ともあり得るが、本研究 に表はれた 處 は 寧ろ 老年 の もの が生長 力 に於 

て衰へて居るとするが至當であるが如くである。

第六章 カシハ に釣す る試験の総括

一) 期ﾡに よ る 成立樹件数

期の消長 と 株木の大さ との 關係 を總括 して 見る と、幼齢 の 株木 よ 

り殺する もの は 朋 芽 の 數 も 比 桜 的 少い が 次 第に 少して 終 に 軍 幹 とな 

る。壯 齢 の株木からのもの は i 御の小な る もの は 又 單 幹 と なる が i［御 

大なる にﾡひ残留す る崩ﾡ数は多 くなり、 老齢樹 に於て最も 多 く の本 

数が残る。即ち第三十三表の如く て•ある。

但 し老齡樹の試驗本般が僅少であ る 爲め に其度 を規則正 しく知る能 

はざるも 大ﾡに於 け る 傾 向を見ること が 出 來 る。

此處に一つの疑問 と すべ 9 は幼林の面積軍•位上の成立本數が多 a な 

め に生存競 にx りて枯死するものが多く途 に 此の如 2 結果 を 生ずる 

のではな いか と 云ふ こ とてある。即ち 最初成立せる 株木 の數 は 幼林面 

税3○○坪に 990の 株 数 J ち - 坪 三本ﾡのものが在しなのてある。 然 

し 此の 状態 に 於 て 納 ほ 期 芽 の 樹齢 の 髙 からざる、即ち 競の未 な だ 

しからざる 時 期に 於てﾡに本救のﾡ法せらるる ことを 認 め る。 ﾡほ 後 

年の調査に よる と 客株木か ら必ず一本の明芽の殘留す るものがある。 

即 ちﾡﾡW係 によ るな n ばー株木の萌芽が全部枯死 し一本のみ残 る と 

云 ふ こ と は 考 へられない。 又M和十年の間在に際して破ﾡによ り 枯 

死しなののあるのは初期に W幹 とな りなる後 に生 じ なﾡ冠の競 に
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由るものなることを硫質に知り 得 る。耐して 齢村は 240の面税 こ 

76 本 即 ち 三 に 對 し 株木一ﾡ 弱 の 御 合にあるも 明 か に it補 小 なるもの 

が件と なるの を認め得る。 之は幼齢の期ﾡが件と な る のは就4に 

由 る ﾡ法てはない乙とを証明し得るのてある。 故に 作 質 は カ シの 

固有せるものとして誤りないと考へられる。

二) 下種、 植樹及び前芽に由り て成立せる カシノ、の生長

前三章に於て天然下種、 人工ﾡ和、 横ﾡ及期ﾡによりてﾡ生せる力 

シ ハ の生育関係 に就 て 研究の 結果 を報告 しな。今之 を 總括 して考究し 

な いと思人。 之等の 結 果は種々のﾡ件に於て同一な らざる もの が あ 

る。即ち土地の準備、下刈の方法及度數、上木の多少等が各造林の成 

ﾡにﾡ係を行することは色に述べな如くてある。 然し今之を均して 

第一年』り十三年まての大さを下和、 植救及期ﾡの三和に分ちて炎及 

び図を以て示すときは第三十四表及第十四ﾡの如くてある。

第三十四表 下種、植樹及前芽樹の生長

4脇 植 栽 m 4a 下林 商i 期 牙樹

I ic 御 cm
企 Ji in

O.2I
O.12 s it ﾡ cm

企 具 m
I.I4
o.48

I.4I
O.46

3.44
317

2 i 径 cm
企 乂 m

O.29
o.13

・... ( 1.12
1.01

・ iIt ﾡ cm
全 m

1.35
o.63 o.59

—

3 it ﾡ cm

全 長 m
0.37
o.i 6

・・ L.37
1.26 IO ic 御 emn

全 ﾡ »*

1.61
O.Sj

2.10
o.7S

--

4 it 經 cm
全 貴 m

o45
oI7

o.5S 
O.I7 I.32 11 it ﾡ cm

全 其 m
2.5
o.9S

2.7t
I OI

—

5 it ﾡ cm
企 Ji m

o56
0 22

o6I
O.2I

246
1.67 12 it 箱 emn

全 長 m
2.82
1.13

352 
1.S

6 立 毎 cm
全 兵 m

o65
O 26

0.9+
0 28

if 径 cm
全 其 m

— 44S
・59

*7S;
4.S4

7 it 径 emn
全 長 m

0.73 
O.30

I.I3
o.j7

— ・ 崩ﾡ樹4諭164の大さ

第十四 圖 カ シ ハ 稚村の 平均の 生 長 比校

本表 及 圖 を通 党 し て 著 しき生長の差違が下 種及植樹によ りて 生 じ な 

る ものと期ﾡ桃との間にあることを認めるのてある。 例せ第入年に 

於 て 下 種 及 植樹 の 上 長 生 商 が ポ だ ・.s mに逆せざる に期 ﾡは優に3m に 

達して居る。 衛ほ岡によつて十二を見れ期ﾡﾡが4m を過ぐるに 

他 は Im に止 まるのみてある。 管に迷の甚しきにﾡかざるを得な
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第三十五表 (A) 煎芽せる カシノ、樹の 生長

いのてある。 故にカシ の生長 よ り云ふとさは播種メは 植樹 に由 る 乙 

と は上長及ﾡ生長に於て差違な 3 も、之 を期ﾡに較すれ少 く も 

十 數 年 を て•は 僅かに 四分 ノー に 止 まるが如き状態にある を見るのてあ 

る。此の結果 を 生 じた播種及粒樹の材料を考祭す る に最 も生長に影響 

を及ぼせる 母樹下の稚樹の生長飛の丸】 8 之を不均せ られて あ る故、

4
路

試 酸 木 A 同 同 C
it 御cm 為 mn 1 m it 御cm 5 m # 弑 ・ it 御cm 高5m 材稿m

1 0•395 0.50 0.000002 O.55O o.:5 0.000002 ・.565 o.25 0.000002

2 o835 1.00 O.OO0OJ7 L.3G5 o.5o 0.000017 ○o2o c.5o ○.o0C17
I.335 1.I7 0.000079 rsos 1.00 o.c00082 1450 I.CO o.0oc056

4 2.025 O.OOOI9I 2.355 t.5o o0o0I59 2.130 O.OOG154
5 2525 C.O003I7 2.720 ・75 0.000262 2.825 ; 1.75 O.000273
6 3.120 2.00 0.000503 3.050 2.00 O.000467 3.225 2.00 O.c00192
7 3.770 300 o.0008o5 3570 2 50 0.000742 3.950 25o O.000ゞ42
s 4455 350 c.OOt4O7 4.tSo 325 O.0oIt27 4430 3c0 O.00I3I7
9 5425 450 0.002433 4855 350 o.00I6445 4f95 4.00 O.001991

1o 6455 5.oo 0.00379I 5720 450 O.002462 5-495 +59 0.C02842
II 7345 5.50 0.005360 6.270 sco 0.033240 s.sSo 475 o.00375S

7.955 s75 o.006603 6.725 s5o 0004163 G.130 5.oo o.○C+342
I3 Ss7s 6.oo 0.007963 7.135 s57 o.0o4959 (.30o 5so o.coS83
I4 9365 65o 0.009384 7505 s6a O.005929 6.450 s63 o.co5+30
I5 9950 65o 0.011002 78(s s6; o.oo5656 6.640 s76 0.006o40

IO.270 6.6S c.otISS5 s.o25 5;4 O.00729I 0.750 589 o.oo63Ss
I7 1o525 6.77 O.OI2789 S.145 s場o O.00777O G.925 G.00 O.006933
ts 6.86 o.013Sj7 8.2;0 5S6 0.00S36t 7.090 6.I4 ○.007470
I9 II-420 6.95 0.01494° S.67s 5.94 o○09134 — 一

出 楽る け 障害 な ・状態にある精々良好な樹木の生長の紙路を調在す 

ること を 試み る ﾡめ第三ﾡ試験地内に於て期ﾡﾡ元本、 第十戦試験地 

甲に於て人工播種により登住せるもの四本.及同試驗地乙に於て植樹 

に由るもの四本を伐採し樹幹析解を行ひ生長の經路を檢した。今次に 

之 を 表示 し 第十五圖 に 於 て. 之 が平均 を 圖 示 しな。

D E 平 均

it 御 cm 商6 m itt 径 cm m 材 縦 m it 径 cm i6 n 材 ﾡ m

o.25 0.000004 | o.590 O.17 0.000002 o.565 0.28 C.CCO302
1.095 O.5o o.ooooI7 1 1.37o O.34 o.oocoII I.117 o.57 0.00002o
1.64o I.Oo o.0ooo63 1.S:5 o.5o O.00005o I.6II o.93 o.ccoo66
2.I2O I.5o 000016 2.375 t.oo 0.0001 IX 2.201 I.37 0.000156
2.5IO 1.75 O.0002S3 3 12o 1.25 ○.000263 2.74つ I.G3 o.00028o
3.220 2.00 O.00049 2 36s5 1.5o O.OCO4I7 3.26o I.9o ○.0oc475
37I5 2.50 0000732 4550 2.00 o.0oo637 39II 2.50 O.c00752
+135 300 O.oo1O4O 5 I75 2.50 0.80987 4455 3o5 0.001176
4,880 35o O.oI535 s.S2s 3.co o.oc13SS 5.176 3 70 O.0OI79S
5.4o5 4.00 0.c02035 6.593 375 o.002005 5.933 435 ○.00262S
5.3+5 4-50 O.002S93 7395 +.00 O.つ03592 6.547 4-55 o.c03769
G.255 5.oo O.003267 7.S2+ +25 o.co3655 6,976 5.Io O.OC44OS
6.*3o 5so O.OO+I I7 S.245 450 o.oC45I7 7+I7 541 o.00528S
73fo 575 0.c0+9S2 $.73o 4-75 0.00526I 7.852 565 o." 06197
7-430 6.co O.005542 904 5.oo doc 6092 S..o5 ss・ 0.007066
7.655 6.12 O.00Co55 9.I90 5.5o O.0067 16 8,376 5 99 0.007667
9.9I5 6.24 o.0065sS 9.295 5.66 o.007256 S.5o1 6.c9 O.00S29I
833っ 637 0.007212 9.425 sS: O.CO7792 S797 6.21 ○.ooS935

— — — 976o 5.97 o.coS666 995a 6.29 ○.CIO247
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第三十五 (B) 植樹せる カシノ、樹の生長

年 ﾡ歌*1 2
配 研高 材 和

3
面配 樹;

4 T 11

_cIn
オケ に 材 ﾡ [LイE tけ 材f_ 1n_

i[イL CI tt 
!! 1材秋1 !in? 1 cm 1 m ! cm , 111 I CI 11

I o.295 0.25 O.coつCnI o325 O.I7
i O.29つ,O.I7 1

-- oo o.25 o.ooocoI ojo O.21
2 0.39o 0.50 0.000002 0525 0.3+ 0.0000021 o.555 o.34 O.CO03 ; o.6S5 o.5o o.cco○06 o536 o42 o.ococo4
3 O.47S o.67 o.ococc9 o.75c o.5o ○,o0ooo7 1 , !O.675 O.5O o.ooooo6 too 0.75 o.ococ29 O.750 O.61 O.0000I3
4 ○.903 oS o.ccoo3S I.I25 o75 0.00003° 1 O.OCOO37 ・3.e t.co O.000045 ・ 0.92 °,660039
5 1325 t.co o.000067 Is4o I.oo o.00cc92 1.9j° 1.2; o.coo137 1.735 I.25 o.ocoIc9 1.63 II3 O.COO1OI
6 I.35 o.oooI3o I.915 I.5o o.ocoI9G , 2.420 15 O.000267 2.230 I.5o o.0c0292 2c8 I.44 0.00C220
7 2.235 t.5o O.O0O22O 2.975 2X0 O.000332 3.075 2.0O ○.ocC43G 2885 2,00 0.000595 27 I.Ss 0.0040S
s 2.850 2.00 C.c00409 327s 2.50 o.cco6I4 375o] 0.00078と 1 3545 ・.5o ©.Oco9t2 3355 2ぷ 5000679
9 3.275 2.50 O.000607 4055 2.67 O.0co98 .4215 167 o.CoIO54 4320 2.65 o.0oI4S 3966 262 0.001007

10 3903 2.6o o.coc88o 4475 2.S4 0.0oI365 4900 2.84 o.co16oI 4S95 2So o.coIS6o +54 2.77 o.coI427
II 4475 ・.70 o.ooI3t5 5.300 3oo o.cozco3 5.220 3oo 0.001967 5-+25 296 o.oo2165 5..o5 2.92 c.corsss
I 2 5175 2.8o o,o0I66o 5.65o 359 o.co24S7 5-475 307 0.002253 1 — — 5.433 3.12 ,O.cc2133

— — — 5-9oc 355 o.oo2882 -- — — 1 5-902355 j 0.002SS2

第三十五 (C) 播種せるカシハ村の生長

年 咲 木 6 7 ・
< i径 cm

s

m _CI _

9 T 1
齢

径1 cm 「ﾡ確 n2 樹品 
_cl_m

材 張 樹高 m 税 杯 ﾡ1 m 面ﾡ 1 cm 研高 
m

材

I 0.26G o.13 -- Q.325 — O.4cC 025 oococon 0.320 o.1i 0.326 0.18
2 o4I5 026 o.cooooI o.48o 0.34 0.00c002 o.625 o.5o o000005 O.5Io o.34 o.ococc2 o.sc8 o.36 O.000C03
3 o.625 0.39 o.cocO4 0.690 O 5O 0.000006 0.90 0.75 oco0030 0.69つ o.5G o.cocco6 0.726 0.54 o.oっcoI2
4 099s O.50 oo0ooI7 o955 1.oo O.00003G «Iis 1.o0 O.000045 ○.92v 1.oc o9So o.7o o.ccoo3
5 1255 0.75 O.c0oc34 1I 290 1 25 O.000079 1.625 I.5o O.OOOIOS 1.I20 I.5c > o.occoo I.ぷ2 t.25 O.CO o7S
6 I.65o I o○ O.0ccC92 I so O.000I7Q 2.060 200 0.000282 I.59o 1.79 o.cooIs9 1.728 t.56 O.CO0I70
7 2.190 I.5o o.0c02IO I.9;5200 0.000230 2375 2.50 0.0003js 2.IGo 2oc J °08312 2175 2.00 o.coc 284
8 2765 2.00 c.0oc409 249 2.2う O.000477 2.825 3.co 0.000705 2790 2.5c O.0C0564 2698 24 0.000539
9 3285 2.50 O.cco629 2.73 0 2.50 0,000642 3.275 3-13 0.00Io28 3.165 3.o: o.0ccSIS 3 II4 2s o.00o7-9

IO 3720 I.61 O000S97 2.970 3c0 o.coo7S7 3.65o 3.26 Oco13t4 3S5o 32: ; o.oor25S 3548 303 0.001061
11 41o3 a7A O.OOI212 3255 3..6 O.00I007 ・ 一 4.252 J5c ; o.0oIS92 3.901 3I3 O.c0I37O
I2 +590 2.S3 o.0oI61I 3.540 332 o.00I286 — — 一 538o 4.oc O.0026j5 4-503 3.38 0.0018.14
13 4865 2.94 0.ooI904 3775346 0.00I465 ・ — 5S95 4..c ○.0033ぷ4 4.845 ふso 0.00224
I4+ — 6.340 4.2c > O.003982 6340 4.20 O.0039S2
I5 一 G.770 4.3c j 0x04610 6.770 4.30 o.oos6ro
16 — ・ 1 ・ ー 一 一 — 7.5c 4.41 1 0.005j77 7.350 4.4I o.oo5377

第十五岡 適及の状態にあるカシ 稚樹 

の生長比継

W に於て見 ると aは折種及植ﾡのものが殆んど相似2生長の紙監 

を採つて居るてとは認めらnる が其度が前捐第十四岡のものと比すれ 

著 しく良好てあることを知り得る。即 ち 第十二年 (に於 て 償 か に Im 
を超へるに止 *つな上長 生 百 が 此 間 査 に 於 てﾡ3mに及ぶを見るのて 

ある。而 して 共に 賄若樹の生長 に著しく 近づいて 居る。 期芽ﾡの生長 

は之に於て良 好 てはあるが前図のものと大なる差なきを見る。 ﾡに力 

シ は 下種又は植ﾡに曲 り 成立 せしめ 之 を 適 常 に 發育 せ し なれ ば期 業 

には 及 ば る も之に近づけしぴる 乙とが 出來ると云 ひ 得るのである。
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第七章 カシ 試驗林の植生 と 自 然林の笑移

本章に於てはオッルシ 試驗林の 現時 の植生狀態 を 調査せる 納果 を過 

べ. 且つ之によつて本カシ〜の自然林形成のﾡﾡを考究し. 更にオッ 

ルシ試験林と最も近似し、然も 其 位 濁 を 全く 異に せる 根 室 國 中 標 i 村 

のカシ林を調布し、 之等の結果 を綜合 して カシノ、林の 自然に 於ける 

變移の狀 況 を 闡明 せんと しなる ものてある。

一)オッァシ試驗林の植生槪相

本試驗地は既記の如く丘陵狀の地形をなし、大體に於て北東側の斜 

面i地、 中央 丘陵上の 平坦 部 及び南側 の 斜面 との三部をﾡ別する ことが 

出來る。北東側の斜面は稍々 急で全然 カシハ を存して 居ない。 従って 

此庭には カ シ〜のび験曜 を設定 して無v。 中央 も丘唆部は古 くから近 

代はて属々火災を破つた鷹てあつて、 殆んど カ シ〜のみをし老木の 

多く は 焼損 の 痕跡 を 其 樹 幹 の 基部 に 存して 居る こと第二 版、 第 一 図 の 

如 く てあ る。而 して商の傾は北東側の如 く 登てな く 山火の影響も 中 

央 部 の 如く 甚 たし く 無い。殊に 試驗 地 設 定 前に 近34次にあつては全 

く 此害なか りし こ とが認められる。故に カシ 、林のﾡ化を調在すべ a 
第十三試驗隔 を茲に 定めたのであ る。

今 乙 の林地 の 植生概念 を得 るなめに、 山火の被害 を うけて もそ の被 

害多からず自然推移の後遷を經たと考へられる地際を選び北東斜面か 

ら商社面を横ぎつて5* 2Soms のルトを設定しな。 即ち第十三試験町 

よ り北東自然映態のカシ〜、を存ぜざる雑木林に及ぶものて是を三部に 

大別 して記過す る。

(1) 丘陵上 の 平坦林地

丘陵上の 平坦林は 無々 勝高20m前後の成府木 より成る が山 火又は 伐 

探等のなめに所々に幼ﾡ樹が※しく混入してゐる所もある。 林下には

カシ"のﾡ林型的研究 67
= ザ ッ が最 も多く、 エゾ"マ が是 に交ぎ、 ッラビ、 エゾアキカラ 

マッ、 エゾススキ等もかなり現れて來り、 又履々エゾョモギ、 ヲカト 

ラノヲを伴ふ。 の他一般にキジムシロ、 ミッッチグッ、 シラャマ 

ギク、 アキノキリンサウ、 オホアブラススキ、 スゲ 類(ニ ゾク カネ サウ、 

ヒ カゲスゲ 等)が あり、 所々にスビトざ、 エゾノヨロヒグサ、 イス 

ヨモギ、 キッネガ"、 ヒ▽ネガ"が見出される。 林ﾡにはコザサ 

に混じて、 ナシロイチゴ、 クサフ、 フタバ""、 エゾクガイサウ、 

ヲミナヘシ、 ヤマハハコ、 ホソパノヲトコョモボ、 ヨツバヒョドリパ 

ナ、 ヤマニ ガナ、 ホソ ヤマ アノ、等 を生じ. 防火線の原にはケフシグ 

ロ, ミッッチグリ、 エゾヤマハギ、 サクラスミレ、 クサレグマ、 コ 

シホガーマ、 オホバコ、 ヲトコョモギ、 シラヤマざク、 ヒメ ヂョ ラン、 

セン ポン ヤリ、 ニガナ、 カウゾッナ、 セイャッタンボボ、 コザサ、 ヒ 

メノガリャス、 オホアグラススキ、 アヲスゲ、 スズラン モヂズッ等 

がある。

4介ベルト内カシ林の森林ﾡ種の配み及び林床ﾡ物の構成を見よ う。 

林下の構成 は是 を 二分 し. 成府木のﾡ存する5* Ssms の市部 と、 老樹 

を候く 5*5o me の北部と に 分ち て 記述 する。

先づ 丘陵 上平 坦 林 老樹 殘 存 地 林木 の 底 徑 階 及び 樹高 階 を間在しな。 

但 し胸高商御 scm 以下の も の は 下底直徑に 由 つな。第三十六及び三ート 

上表は そ れてあ る。

第三十六 求 担地 老 桃 残存地林 木 直 役附

・、御所 下 ﾡ it 型
i----

I-2|2-3 ;一4 ・ー5 5-!9
I'一

'5
Iう- 22

2O- 
_25

25-
3。

30- 35一 
3

4O- 45-90- 
5o| 95

力 シ ハ 4 I; 16 5 ・ ・ 12 2 I 2 3 1 I 6S
ミグナラ
エンノ 
バツコヤナギ

4 6 3 2
I

I 2 6

----- 1

・ 25

at 8 2I I9 8 2 4 1S 4 5 — I 2 5 I 9+
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第三十七表 同上 村 商 階

、、樹高破 ご 2一+ +-6 6-S S-ro IC-I2 12-14 I4-I6 "6-s IS-2 ご 22-24

カシハ 12 is 8 。 I 1 1 6S
ミグナッ Io s I 4 2 3 25
エンノ 
バツコヤナギ I 一 I

26 マ 竺 I2 5 5 X X 94

次て丘俊上林老樹ﾡ除地林木の直 徑 階 及び 樹 高 階 を 測 定し2。

即ら第三十八及び三十九表の如くである。

第三十八 平 地老樹供 除 林 i 徑 階

宀

ﾡ \、(cm) 
稲___ 二

T 徑： K it 御
ato-I 2-3 4-5 5-6 0-5 5—10

カシハ 5 ・ 9 22 Io 4 . I+ 2I IoO
ミッナ 5 I 4 4 一 一 3 5 22

計- ...1O .16 , I3 26 Io 4
1 に 26 I22

第 三 十 九表 同上 村 商 階

林床植物 は一表 に 概括 してみるに次の第四十表の如くである。

樹高5税 : 
L 一 (m) E -

O - 2 ニ・ ・-。 6-S 8—10 it

カシハへ 25 28 25 2I Io。 .

ミプナラ 6 8 I 4 3 22

叶t 3I 36 26 3; 4 122

第四十 丘陵 上平 坦 林 の 林床 植物

名 度 被は度 H 名 座 ﾡ 孤 座

コ ザ サ 5 ・ッペッチグッ I X
ス ゲ 類 4 ・ エゾノロロヒグサ I .I
エゾヤマ へ ¥ 3 ・ ッリカネニンジン X 1
アキカク マ ッ 3 I マコハセァザミ I I

ンス ス キ 3 X アキノさ り ンサウ I
y ワ ビ 3 I オホプラススN I I
オカトゥ ノ ナ 2 I オ=ッルッ メe ド* X X

ンロ e ギ 2 I ィ*ロで* I X
シワヤ* ¥ ク I 1 ン=*ナ I I
・ジム シ n I I =ャナ I I

林床植物中 エゾヤマ ノ、キ•は平坦林 に於 て 成府木下に は是 を 見る も, 

エゾャ マギの多い所には幼齢木及び確を見る ことは 少 な い。

(2) 南側の面林地

商側斜面林は成府木の カシとミッナ ラ 稍々 伯仲 し、 ・ゾナラムり 

カシノ、が少しく 優勢の傾向 があ る。 され ど後ﾡ樹に於て はミゾナラﾡ 

に多く、 平坦林 と 植生推移の 趣 を異に して ゐる。 そして 少敷てはあ る 

が、エゾヤマザクラやアヅキナシが存在してゐるのは次にあらはれて 

來 る 林地 へ の 移行 現象 と 見る こと も 出來る。

ベル ・内 カ シ林の森林ﾡﾡの配分及び林床植物の構成を見る と次 

の 第 四十 一、 四十二及び第 四 十 三ﾡの如く にな る。

第 四十一表 南側 科面 林 地 の林木直役階

ヽ iL役所
〜 (om) 下 高 i i

;汁
樹 O-I I-2 ね 3-4 4-5 5-6 5- 

io "5 _29
20-

25
5= 39 35= 4P 40-|45一 5O-

45| 5o 55
ミ グナラ 2ふ 25 2s I2 7 2 二 X ・ .1 3 I - 1 一 Io7
力 シ ハ 26 12 3 2 I I 一 — I I 4 I 3 — —1 X s6
ナ

ザ

ッハピ

yヤマ
ク ラ

3 IO

3 1 B •パ

16
3

計 52 5° 34 I4 s ： 3 I I — 1 2 6 ・ 2 ・- コ IS2
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を異に してゐ るo 主え る 樹種 を見るにケャマハシ ノ キ と ヅナラ が最第四十二 同上 樹 高 階

樹 ﾡ 、ヾ o-2 2-4 4-6 6-S S-Io 'o-2 ・a- t+一I6 I6-IS I3-2o 

_______

20-22

_______
商

5 ブ ナ ッ 62 30 6 I 一 一 — 2 s I 74

カ シ ハへ 42 2 I — — -- 1 3 6 I s6 IOO

ナッへ I3 3 ・6 *--*

ェンヤ
ザ ク

マ
3 — — — — — — — 3

グナ シ — — -( 

t
1

t I2o 55 7 I 一 — 一 5 [I 2 182 t76

も

ナ

ツ

あ

ツ

ヤ

多いが、 エ

ラ、 ホホノ

ソバナ、 メ

るo

ル ア

グ シ

ゾイ

キ、

イ ゲ

林 下 には サ

ヂデ ナ

グ、

シヅ

ク ル

グ ヤ も 相當 に 多い。 其の他サハ シ 、 ア グダ、 ミ ジ

ア

ツ

サ

ゾ

力

キ、 ツ ノY

ヲ シ グ、

力、

マ ユ

エ ゾ

キナシ、 エゾヤマザク

ヘデ、 センノキ、 ハ

類がも多いが、 テシ

ウ メ モ ドキ等の木本を

ノ、 ク シキノデ、 イ

シ ヤ ウ マ、 トリアシシ

グ

セ

ラ、

ツ ン

ン ゴ

イ ン ジ エ ゾ

ボ グ、

シ、

ア

ノ

ヲ ダ モ

ウ ツ

も 生

ブガ ン

ヤ ウ

じ て ゐ る。っ

ン ク、 ミヤ

マ、 エゾゴ

等が

ギ、

共 の他クジ

マワラビ、

マナ、 チゴ

ツ等を生 じ てゐる。尙是等の要素 も 小溪や凹窪地に依
第四十三表 商仙斜 面林地の林床植 物

種 名 訳 座 微Kル| i 名 M 度

ョyサ 5 3 ・y ニ グ I I

イ*aモギ 5 エノョロヒグサ I ・ X

スグ頬 5 I オカトッノ I • I

エゾヤ*ハギ 4 2 ツサガネニンジン I I

・ジムシロ 4 +プ-*メ I I

ミ ッバッグ・リ 4 X 工yコeギ I I

シゥヤ*ギク 3 X yッビ X I

ア*ノャリンサウ 3 I フメバハギ X I

エスス 3 X サクッスミレ I 1

ヒメノガリヤス 2 I クル*バナ I 1

アキカクマツ 2 I マコハセアザミ I X

エゾノタゲネサッ 2 イハノカリャス I X

りズ趣を異に

ゴンと 件

し、 コンロ

つて水る。

サ ツ、 ツルネコノメツ、 オホブキ、 ハン

乙 の 北東 而 に 於 て一 小 溪 の 湊 頭 に 達 する 5*35 m" ベ ル ト内 に於ける

森林ﾡ放村ﾡの配分及び林ﾡ物の構成 を見ると の第四十四乃至四 

十五の如く になる。

是 を丘陵上の平坦林に比する に、植物の種類數を増加し, イヌョモ 

ギ、 エゾヤマハギ、 キジムシロ、 ミツバッチグツ、 シラャマギク等の

海度を增加し, コザナのﾡﾡ土を減ずるは著し3事賞てある。 本ベル 

・の通過する市科面の第十三ﾡ試験ﾡのﾡ査は本章第二に於て之を記 

花す る。

(3) 北東側の斜面林地

北側の斜面林地は丘陵上の平坦林及び南側の斜面林地とは著しく趣

第四 十四表 北東側科面林地の林木直径階

、I御、 Ir 下 徑 i5 mtﾡ 、(cm) o-I I-2 2-5 3-+ 4-5 5-5 5-Io 1o-15I5一20 20-25 25-30 30-35

クヤマハンノヤ 

サシバ 

イ *エンジュ 

エッヤマザクフ 

ァサ火 

ヤてウ ルシ

yイヤ 

ノリッッド 

ノリノ* 

カッゥ 

メイゲッカヘデ 

センノ* 

ハクウンボグ

I

4
I

X
I

2

4

I

4

I

I

I

I

I

I

I

X

I

—

I

一 1

・-

2

一

1

X

*を堂

3

4

3

2

XO

4

4

2

X

I

X

X

I

I

at 8 7 6 i 4
1

5 2 2 I — 2 2 39
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第四十五 同上樹商級

・ャ- O-2 2-+ 4-6 6-S S-io IO-I2 I2-I+ I4-I6 16-18 at

クヤ*ヘンノキ — — — — 2 1 3
「サ ハ シ バ 2 X — — X — — 4

イ・.* エンジ+ 1 一 2 ・ — — 3
エヤマザグ ウ I ・ ▼ 2
ァサダ — 一 X — ・ X I
ヤマツ ル-シ I 9 一 — — — — 一 IO
ノリりッギ 3 3 ・・ — — — ・ — 6
ェy イ ク ヤ 4
・カッ ッ ・ — ・ 一 ・ —

、メイゲッカヘゲ I.
センノ* X 一 I
ハクウンク I I
ヤ・マ e ミ ゲ I I
ア. ナ ダ.e X 一 X

at I5 I5 3 — X I 2 X I ・ 39

第 四十六 北東 側 斜面 林地 の 林床植物

和 % 測 度 ﾡ電ル| M % 度 ﾡ K 度

-ザサ 5 。 I ・ト ッシッカ X I
ナシゲ 3 I エゾシヤ"* I 1
チ=ュリ 3 I 工yスグリ X 1
ヘクマッキノデ 3 I ヤマブキシャクマ X I
エゾノメがネサツ 3 **メ I
イxカンソク 2 X ヤ マプド" I I
スャナ 2 X ア*=ツ I X
テッセンゴミシ 2 X ハ～ドクサレ I I
ンロンサウ 2 I エゾ=* I I

トリアシシヤウ 2 I シラヤ*ドグ I X
メニッノレクメモドキ 2 X ェyアザミ I X
グ ド 2 X ハンゴンサ ウ X I
ヤマハハコ 2 X アキノ* リ ンサウ I I
才*プ* 2 I スグ新 X X
・メノケリヤス 2 X *カポシサウ X X
クジヤグシダ I X クル*ュリ X X

カシハの 造林 學 的 研究 73
か く の如く 林木構成 も林床ﾡ物もと前二者に比較す る こ全 く の相 

違あり。 か、る相逢を短距離の中に目撃し 得 るは林地植生上にも興味 

ある 存在 と •ざ は ざる を 得 な い。

交に オ ッルシ試験地に於て見出 された植物の林類を舉げる。但 し本 

表 は 昭 和十 年 及び 十一年 の 兩 秋季 に 測 査 した 材料 に出つなものてある 

z と を附記す る。

ツルシ試験地に於ける植物目録才

Polypodiaceae 

lryopteris crassirlizoma Nakai 
Magtteuccia orientalis Trev.
Lunathyrium pycnosorum Koicz. 
Adiantum pedatum L.
Pteridium aquilinum Kuhn var. japonicuml 

Chloranthaceae

Tricercandra japonica Nakai

Equisetaceae

Equisetum arvensc L.

Salicaceac

Populus Sieboldii Miq.

Saulix Hultcnii Flod. vai

Carpinus crosa ll.
Ostrya japonica Sarg.
Alnus hirsuta Turcz.

Quercus dentata Thunb.
Q. crispula 1l.

ウラホシ科

ヲシ・グ

イヌガンンク、オホ クサソテッ

ミヤマシケシダ、 ハクマシキノデ

クジャクシダ、 クジヤクナウ

Nakai エゾアキカラマツ

チャラン科

ヒトソ シジカ

トクサ科

スギナ ツクシ

ヤナギ科

ヤマナラシ、アヲドロ ・

.angustifolia Kimura エゾノバジコヤナ

Betulaceae カバノキ科

サハシパ

ア サ・ダ

ケヤマハンノキ、 エゾヤマンノキ

Fagaceae フナ科

カシハ

ミヅナラ、 オホナラ、 エゾミッナラ
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Cercidiphyllaceae カッラ科

Cercidiplyllum japonicum Sieb. et Zucc. カツラ

Ranunculaceae ウマノアシガタ科

Thalictrum Thunbergii A. P. de Candolle var.majus Nokai エゾアキカラマッ

Cimicifuga yezoensis Kudo エゾショウ

Caryophyllaceae ナデシコ科

Melandrium firmu:n Rohrb. forma pubesccns Makin。 ケフシグロ

Magnoliaceae

Magnolia obovata Thunb.

Schizandra chinensis lB.ill.

Cruoiferae

Cardamine leucantha Schulz.

Saxifragaceae

Astilbe congests Nakai

Hydrangea paniculata Sicb, 

Ribes latifolium Jancz.

Spiraeaceae

Aruncus sylvester Kost.

Cydoniaceae

Sorbus commixta Hedl.

Potentilla fragarioideS L・
P. Frcyniana Borum.

Rubus parvifolius. I.. var. triplyllus Nakai

Amygdalaceae
Prunus Sargenti Rehd.

Rosaceae

var. Sprengeliana Lehm.

モクレン科

ホホノキ

サウセンゴミシ

ナタネ科

コンロ ンナツ

ユキノシタ科 ・

ト ツ アシショツマ

ノリシッギ

エゾスグリ

シモッケ科

エゾヤマプキショウマ

+シ科

ナナカマド

イバラ科

キヂムシロ

ミ ツバッチグソ・

ナハシロイ チゴ

サクラ科

エゾヤマザクラ、オホヤマザクラ

Leguminosae マメ科

Maackia amurcnsis Rupr.var. Buergcri Schneid. イ スエンジユ

カシハの造林學的研究

Jesmodium racemosum DC.

J.cspcdeza bicolor Turcz. var.typica Maxim.

Vicia Cracca I.. form. canescens Maxiiii.

V. unijuga Al. lr.

Ialcata japonica Kom.

Anacardiaceae ウ

R.hus trichocarpa Mliq.

Celastraceae

Cclastrus strigillosus Nakai

Aceraceae
Acer jnponicum Thunb.

A. mon。 Maxim. var. accutissimum Naksai

Vitaccae

Vitis KaempferiKoch

Violaceae

Viola hirtipes Moore

Araliaceae

75

スビトギ

エゾヤマ ハ ギ 

クサフヂ 

フタバギ 

ャブマメ、 ギンマメ 

ルシ科

ヤマウルシ 

ツルウメモドキ科

オニッルウメモ ドキ

カへデ科

メイゲッカヘデ、 ウチハカヘデ 

エゾイタヤ

Kalopanax pictum Nakai

Aralia cordataThunb.

Umbelliferae
Angelica ursina B:nth.

A. ediulis Miyabe

A. anomala Lcdeb.

Rhodoraceae

Vaccinium ciliatum Thunb.

Primulaceae

フタウ科

ヤ マ ブダ ウ 

スミレ科

サクラスミレ 

タラノキ科

ハッギッ、 センノキ

ッ ド 

セリ科

マニウ

ゾノョロヒグサ、 エゾオホョロヒグサ 

シャクナゲ科

ナッハゼ

サクラサウ科

L.ysimachia vulgaris I.var.davurica Knuth クレダマ、イワウサウ

L. clethroides Duby ヲカトラノヲ
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Halesiaceae エゴノキ科

Styrax Obassia Sicb. ct Zucc. ・. ハクウンボク、 ハビロ

Oleaceae ・モクセイ科 ・

Traxinus Sicboldiana 1l. ブアヲグモ、 コバノトネリコ

A. gigantea Kitamura エゾョモギ

A. Kciskeana Miq. イスョモギ

Petasiles japonicus Miq. var. giganteus Makin。 オホブキ

Labiatae ヲドリコサウ科

Satureia chinensis Briq. . クルマバナ

IIsholtzia Patrini Garckc ナギナタコシジュ

Rhinanthaceae ゴマノ ハグサ科

Veronica virginiana I. var. sibirica Nakai エゾクカ ヒサウ

Phtheirospermun japonicum Kanitz. コシホガマ

Phrymaceae ハへ ドクサウ科

Phryma leptostachya I.. ハへ ドク サ ウ

Plantaginaceae オホバコ科

Plantag。 major L.. var: asiatica Dccnc. オホ バコ

Valerianaceae ヲ ミ ナヘシ科

Patrinia scabiosacfolia Jink ヲ ミナ ヘシ

Campanulaceae キキヨウ科

Adenophora Thunbergiana Kudo ツソガネニンジン

Solidag。 Virgaurca I...

Aster scaber Thunb.

Compositae キ

var. asiatica Nakai

ク科

アキノキリンサツ

シラヤマ ギク

Anaphalis margaritacea Bcnth. ct Hook.
Erigeron annuus Pers.

Cirsium Weyrichii Maxim.
C. perplexissimum Kitamura

Ccphalonoplos setosum Kitamura

Artemisia japonica Thunb.

ヤマハハコ

ヒメジョヲン

エゾアザミ

マョハセアザミ

エゾノキッネアザミ

ヲ トコョモざギ

A・ japonica Thunb. formn. rescdifolia Takeda ホンバパノヲ トコョモギ

Scnccio palmatus Pall.

Gcrbera Anandria Sclhl.-lip. 

Eupatorium Glehni Ir. Shm. 

Pieris japonicum Thunb.
Taraxacum officinale Weber 

Ixcris dentata Nakai 

Lactuca Iaddeana Maxim.

ハンゴンウ、 ナナツバ

センボンヤッ

エゾョジパヒ ヨ ドツ

カウゾリナ

セイヤウタンボボ

=ガナ

ヤマニガナ

Poaceae イネ科

Cailamagrostis arundinaccac Rothvar.brachytricha Steud. ノガソ ヤス

C. hakonensis Ir. ct Sav. ヒメノガ ヤス

c. Iangsdorffii Trin. イノガソヤス

Fcstuca pauciflora Thunb. キッネガヤ

Miscanthus sinensis Andcrs.var.decompositus Nikai エゾススキ

Sasa kozasa Nakai

Sasa paniculata Makino et Shibata

コジ

クマイザサ、 ネマガッザサ

Cyperaceae スゲ科

・ Carex siderosticta Hince var. bractcosa lranch. エゾノタカネシ

Care blepharicarpa Irauncll. ショウジョウスゲ

Juncaceae 中グサ科

Iuzula plumosa F. Mey. ヌカボシナウ

Liliaceae ユリ科

Liliummedeoloides A. Gray クルマユリ

Convallaria Kciskci Miq. スズラン

Disporum smilacinum A. Gray チゴユ

Orchidaceae ラン科

Spiranthus amoena Spr. ネヂバナ、 モジズリ
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・.二) カシ 自然林の愛移

前項植生調布の商面傾斜の部に於て 記 しな る 如 く時に あ り て は此 

部み も 山 火の夜害あ り な る は明 かに認め得 る も、大正 七 年本試驗地選 

定常時の調在に於て近年 にあ り て は全く 火災 を 受けて 居ない事が共植 

生状態から祭する ことが出楽な。 即 ち此商面の大 部 は カ シ 〜 林 ては あ 

るが上部丘陵地に於ける如3 山火に よ る菱化を彼 らず自然の債に推移 

して居る ものてある。 故に技に比ﾡ天然保行試験ﾡ として,Ia の第十 

三ﾡび験町 を定めた。m して此部には全 く 人務的緩化を加へず唯調査 

を行ふて此林の自然に於ける狀態の後化を観察した。次に之が結果を 

擧ぐる乙ととする。

第十三ﾡ試験証は本林中量も 自 然状態 を供へた る カ シ林に して 中 

央 商 側 の傾斜面に設定せられ25度の傾 を以て西 商市に面して 居 る。 本 

試験町 に は又ミヅ ナラ の移入混交 を見る。 面種は 30っ0坪即 ち約ria に 

して、東部は老齢樹に始まり 西方幼齡林に終る。太正八年殺定以來昭 

和三年に於て第一同の調在を行ひ、 後昭和十年 に 第二囘の 即 査 を 行 

つ な。 再同共 に商 木間在をな した ので ある が 實 行法 が 全く 翼なる と 

御査の軍•位が同 じか らざる 爲めに苗木の生長 を比ﾡ し得な v。 即 ち第 

一囘 は 直徑を 寸, 高さ を間単位にて測定 しなる に第二同は直ﾡにcm、
・ ・

高さにmを用ひな。 而 して苗木に番號 を標記 し無かつた。併し全設 と 

して林の變化を比較する乙とが出來る。今其直後と本敷とを表記し分 

配状況を示せ第四十七表の如 く てあ る。但 し第一同間の ものもノ 

- トル法 に換算 しな。

第 四十 七 求 比較 保 存區 本 數 分配 表

ic バ カ シ ・ ^ 1 ミ ッ ナ ワ
従

cm

カシ ・ ハ ミ ン ic 卜 カ シ ハ ミ ッ ナ ラ

cm M和 i 
3 年 1 10ドI

昭Ai
3年

函石IOド
函可
3 年

昭和 9王
昭和 
3年 1O

往
cm IIHl|

3 年
M利IIO年 昭A

3年
昭和 1OE

5
6
7

9
1O
11
12
13 
I+ 
'5
16
I7

I9
20
21
22

53

52

4o

3I

16

一；

14
is
16
r5
I6

I9
1S
I5

7
16
13
It
9

I2
4
6

I5

13

s

5

4

20
26
I5
5
5
9
5
7
3
2
3
2
4
2
I
2
1
I

23
24
25
25
27
2S
29
30
31
32
3 
s'
35
36
37 
ぶ

39
4°

IS

*5

I5

*3

7

1
5
5
6
s
6
3
3
7
2
3 
s
5
7
3
4
I
3

3

9

1O

3

X

3
2
2
I
3
2

3
I
4
1
I
I

2
1

2

4I
42
43
44
45
46
47
43
49
52
ss
5s
s9
6o
61
Gs
67
it

2

2

2
I

2

I

283

2
2

I
X

1
X

2
1
I
I

1 33°

2

I

I

I

76

X 

X

X

X
I

I47

本炎を見るとさは昭和三年よ り昭和 十年に至る 七 年 間 に 於 て 此の 試

騎施の 林況 に大 なる 後化 の あ ゝなる 2 とが認め得らる。即ち 全體 に 於

て 本救 が著レく加 してﾡる。 葉 加 の 度 は カシノ、より はミヅ ナラ に

第 四十入 表 樹植配分總括表 多さを 認め る。

即ち 之 を第四 十入 表W 和 三 4 W 和 十 4
in合 1 木 ﾡ 漫in 合 に 総 括して見ると雨 樹

カシ〜

ミッナラ

エゾノバッュヤナギ

a8s
70

外7S8
2I.2

330
147
4

%68.2
309
0.9

種 共 に 増 加 して居るが 

昭 和十 年 にはミゾナラ 

の W 合 が、昭 和三年の

ものょ り落しく大き くなって

生して 加 つ2ものてある。 1
居 る。

ほ本炎

エゾ ノバ

を 賞f測 せ

ッコャナ "は此の間に後 

る高さにW係せしめて昭
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第十六図 第十三號試驗協に於ける 

昭和三年の林木分配

第F七回 第十三献城随に於ける

昭和十年の林木分配

646

62
ク
ソ 

力*
 

00

窗

fl 
?:H

1•••••

•!. 雁

滞

導

触

連

展

融

« l

63
62
61
60%%

57
必
55
54
SJ"

5,
50
49
邵
47
46
45
4*
43
x2
4l
40
i9
J3
37%

35
乂
分
过
ハ 

22
I098 7 65

O カレハ Oメヴナク 
* バワっケギ

:

1.1

和 三年及び 十年 の分配を 圖 示し第十六及び 十 七 岡 と 得 2。

J ち 昭 和 三 年 に 於 て は.低年度に於てカシが著しく多く あるが十 年 

に 於 ては:グナラ が北 数 を 加 へ高さにがて も進山 して 居る ことが認め 

書 らるる。 くの 如 3ﾡ和の移動は自然のカ シノ、林 が 山火 を 被らざる 

場合に次第に進びべき袋化を示す ものな るが如 くてある。 即ち 陽性 な 

る カ シノ、林 は 山火 濫伐 笠 を 受けざる 場合 に於ては他の比 ﾡ 的 耐険性の 

ﾡ和 に菱すべ3 て、 本林にては ミ ッナ ラが之に 代 る が 如 e 狀 態 を 明 か 

に 示して 居る。ﾡにカシ〜と ミ ゾナラのナラﾡ群ﾡ Quercetum の林が成 

tする。 之が更に自然の進況をるときは次 第 にミッナラの 純 林 に 移 

つて行くものてあると思はれる。 本道に於じにナラﾡと稲するミッ 

ナ ラ の 純林 があ る が、 或 は 此 内にはﾡに現 は れ な 如 9 順 にょつて生 

しなものがあ ら う とおふるのはメーの研究上のﾡてある女いか。 更 

に之等の袋化の動3 と 他の 浦葉樹種が 占領 して全 く カシハ を 交 へない 

北面iの林との 關係 を知る こと もﾡ求にﾡさ れな研究事項の- にﾡする 

のてある。

本賞験ﾡの林の細織は極めてW純てあ る。今林床植物の種類 と 其 

類度F及びﾡ度Dを示すと 8は第四 十九炎の如くてある。

3456 789I01lI21314I5I8I7182021

t・ t ・ 
・!h・ 

・・ tl!-. 
I:・ l...I !:it aL. 2.t1p.!

X ♦
LL :
 ・• ◆

4 5 678910Il23415 I/ J92021222う24

第 四 十九 求 比校 保行 試戦岡林 床 植 物 表 25コ ド ラート(2mゴ2)に由る

* 物 名 r D 松納名 D

yゥビ I 2 ス 、 * X I

カラ*ッ 1 I シヤウジョ ク スゲ 4 2

ミ ッバッチグリ 5 2 エゾノメカネサウ 5 3

*スビトギ 1 X アキノキリンサウ 3 X

5 3 ッハぜ X I

ノ ダヶ履の一権 I I コザサ 5 3

ツリガネニンジン I 1 ミッナラ 4 2

ル:ソベノ 1コョeギ 4 2 カシハ 2 I

ゾョeギ I I ッャシ I I

ヒメノリャス 4 2
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此 表 から 頻度 を 見る 時 は 高次 の 種類 が 此 保存 協 内に数種あつて、 そ 

れが40%以上を示すのは興味ある て あ る。即 ち 第元十炎 の 如 く て

あ る。 ・

三) 根室 図 中 標 津 に 於 ける カシノ、林 の 調 査

机関は又も多 く カ シハ林にﾡんて届 ること は本論の始めに於て

述べ2如くごある。 其大部 と 占 ぴ る 標津原野 は 十數里 に 亘 り 唯 カ シ ハ 

の 料 林 に して過去 に 於 てﾡ々山火の殺生しなる跡を認める 乙 とが出茶

る。然 し現時に於て は開拓が進んで腔地 となつて居る 部分 も少くな 

い。ﾡに中標津原野ﾡﾡ備林としてされなものがある。 之は標津力 

シ ハ林 の代表的のもので全く 伐採 開 ﾡの手が未だ加はつて居ない。 而 

私30ohaで全ﾡは不地であ る が之 を略ぼ南北に貫い C用 る三四の低 3 深

部が あ る。 林相 は、桃 し て 老齡の 粗林で部分的に 幼壯 の 群 ﾡをと有し

ノガソャス ミヅナラをﾡげるそとが出がる。 特に 此地隠 に 於 て 注意 

すべSは前求にも示しな通り林床にミゾナラがをい乙とてあって、 之 

は 下木及び中ﾡに同ﾡ種の優労なのと相ﾡつてカシと ミ ゾナラの光 

要楽に釣する要求皮の相違のある 乙と を示して居る。

優に熱り返して過べな通り、 十勝原 野f の カ シノ、林 は 山火 の 影響 を 受 

け て 終に現狀 を なす に至ったこ と を 認め得る。 之はカシ がﾡ性のﾡ 

種てあ る と 云人 そとと 其樹皮 が厚く して よく 火に耐へ得 る が谷め と 云 

人こと が 出來 る。 ﾡほ此樹種が他の性ﾡと して次分を好んて生す 

る が加 くに 見へる。山火の多3 十勝、 根室 の 外火山 灰地 に も亦カシ 、 

の純林を見る如きは一おと変すべき項てある。試験區第二號天然下 

種ﾡに於て試験の方法と して毎年下草の刈拂を繰 り 返へ して行つな部 

分ては幾千本の ﾡ高 の後ﾡが記ﾡされてルるが. 現在 で は一本 も 殘 イF 
する ものがない。 I ち陽光は 充 み 奥へられて も 成立 が 良好 でない 事 の 

ある の は 或は 灰分 の 要求 を 切 ひ 爲め て ないで あ ら うかとの疑が 生ぜ し 

めらるるのてある。 之をカラマッﾡやカン類の山火によつて群ﾡを 

生ずる ものと比較研究 する も典映あることてある。

束 邊 の一 部 に は ミ ヅナ ラ の 名樹 を 交 へて 居 る。

間 査 し 五 個 の 標準 地と採つ 2。 今介其 概 況

と次に記述す る。但 し本調査は一回行

つ 2こ止ま る ものでオ ッノレシ 試験 地 の 如

く多くの年と歩力ととしなも ので無い。

標準地A 20I" 老樹 密林

本 標 準 地 に イ在する老 木 は、皆カ シハで

第 .十 二 表 次大の第玉十

昭 和十 一 年十 月 之 を

第五十一 表

標 津 標 準 地 A

標 津 標 準 地 1 一 表 に さ

れる九本で

ある。

I私t I。 m
樹 カシハ

九賞径
cm

平 均 樹 
m

木 製

15 I.s I
2.0 I.7
40 2.2 6

so 2.5 3
6o 2.5 

_________
I

計 14

面代 20mS
樹和 カシ

地表には

胸高t御 cm 木 ﾡ

26 I
2S I
36 I
4+ 2
46 1
5o 2
ss I

9
一面にコザ

ッ と 生 し、其 間 に 小 數 の本類が存 在 す 

る。其 稲 類 は 別 炎に示す通りてある。 = 

ッの 間には 入 個 のカシ 稚 飾の天然生 

をして属る。何れ も 二三年生て之 よ り 

大なる ものを認めない。
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標準地B 1Om 幼齢のﾡﾡ料生地

本標準地は状ﾡ地の一部に して 稍 や 東面 に 傾け る 開 放地とな し全

く 老木 を存する 乙 とが無い。地味は良好 第 玉.十 三 表

カシハの泣林的研究 85

て樹木の 成育狀態又 良 くある。 カシハの

若木を布するのみて崩と質生と共にイ

在してﾡる。基部の直徑と高さと を 測定

し2結采は第五十二表の通 りであ るo
以上の外ヤマナ ラ シのさ約2 In の も

の四本を変へて居り、 又木状をなせる

エゾヤマハギ四株を存ずる。地変に は コ

ザを多く生し其間 に第五十三表の如 合

第五十四表 カシハの 稚

松津標準地 C 商を殺生す

る。 之等の面ﾡ IOm

ﾡ高 カシ

地発血鑑 

cm
平均樹 高

___ m 木 ﾡ

1.0 9
*5 ・4 II
2.0 12 7
25 1.6 2
3.0 I.I I
6o 1-8 I
65 1.1 ・ I
8.0 1.7 2

計 34

年 ﾡ は 略 ぼ

松準地 13 稚

cm
高 木

19 1
22 2
23 I
24 I
27 I
34 I
35 I
36 X
39 I
4I I

at II

二乃至六年である。

標準地C 面積Iomi
本標準 地は朋若に よ らて成り2る 幼齢

林にして位般は平かに して 同一状態の林

が 群問 状 にﾡさ其 周岡 は 老齢 の 粗 林 に て

パはる。 又ﾡ木 の部そ於 て 径 を 測 定

しなり。其本數第五十四表の如く である。

.内三本及び四本一株上に生する も の七

株あつ2。

本地は比較的濕氣多くしてコザサの發生他の標準地の加く密ならず

ヨ シ 其 他禾本科の 雜 草 を多く生して居る。 ヤマナラシ三本, エゾ ノバ

ツョヤナギのﾡせるもの一株六本をとしてﾡる。 カシの稚は少 

な く 唯socmの もの一本を見な。

標 消 地 D 面積い川 第五十五表

本 標 消地は稀々老齢のカ シ林に して 標 津 標ポ地D
f か に ミヅナ ラ を変ゆ。 測定せる ﾡ木の 面和 20 cm-
ﾡ高征 と 本数:は第五十近表の加 く てあ Isit径 cm

*

る。
カシへ ミッナッ

クッー・ 1 ハ水

標準 地 D 稚 苗
本標準地

_______ っ に

II
1520

I
I
I

—

カ シ " ハ ミ ン ナ ラ 22 I
掛 高
* くのマヴ 24 2 —

, を生して工 2SIO 4 s 30 I
>5 + ・o 1 ゾ ヤ マハギ 32 I I
22
5o

3
I

・s 2 を散生して

mる。 間

,ー ハe ・デ- _r.

34
40

I
I

6o 1 t IO 2
tt I3 at ・ーッー・ 1 ハ -------------------------------5

ニナ 八 r 込千ルン日 -甘・/ r 土: メ ご

個 よ り の 期 十七本をして 居 る。

標 準 地 E 面i 私2o ハ
本標準地は本削地と しては高き位電にあつて東城界線に近3不かな 

る丘唆地にある。 カシにミゾナラを交へ、 此ミゾナラ 中 のーニ は カ 

ラフトカシ、に脱するを間在後に殺見しな。 標準地内の樹木の大さ及 

び 本 敷 は 第 五十 七 表 の 如く で ある。

第五十上表 標津標ポ地E w2ocms

*各一木枯死

胸sit径 

__cm

木 •數
『gi'sit縄

・n

木 ﾡi流it優 

cm
木

カシハ ミグナワ 1 カ シ ハ ミグナワ カシ ミッナワ

I3 I 28 2* I 34+ I 2
16 I — 29 — I 35 — X
23 I ... 30 I 37 — I
24 2* 3I I
25 I 32 一 計 ,〇 s
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地 表 には コザすをも多く止してルる。

次にススキ、 、ションサウを見る。 稚古 はミッナラ多く してカシハ 

は 比較 的 少ない。即 ち 第 五十八 表 の 如く で ある。

第玉十八表 標準地 E稚苗 *前媒

カシハ ミ ッ ナ ワ

樹 爲 cm ﾡ 2 cm * 救 樹 2 cn

20 3
1 ・・ I 27 1 - I

24 I5 5 2S I
30 2 20 2 30 2
40 a 2 3s I
42 1 22 I ・o 4
5o 23 I 4s I

5t I a 2 s
25 2

叶t : 1 26. I

次に以上五個の標準地 cイ在す る 地ﾡ物の種知 と 共頻度 をﾡ ぐれ 

ば第五十 九表 の 如 くてある。

第 元 十 九 表 中 標 津 間 在 地 地 表 植 物 表

粒物名
度

地
統#名

如

i度

1 準

A A C E

y ラ ピ 4 + + + + ェ コ・e ギ 4 十 + + +

エノバツコヤナギ I 十 ウフゲョ ブス サ ウ 2 十 十
オヤマフスて * + rザ・ノ麺 4 + + + +

ヤマシャグヤク 1 + ヤナギグン** I +

アキカッッ 4 + + + ' + ハンコンリウ 4 + j + + +
ミ ッバッグリ 4 + + + +

オルアキノ
やリシサウ

X +
シロyレゃカウ s + + + + + コザサ 5 + + + + +
エゾヤ*ハギ 2 十 + イヘノケッヤス X +

ソバベクサフず I + ス、ゃ s + + + + I

フグバハギド 4 + + + + オネメミカ+ X +

オトヤリサウ 1 + ス ゲﾡ 4 + + + +
エゾノ=ロヒグサ 2 + + ス、ゥン 3 + 十 +
*バナ ノ

カハラマツバ 3 + + + ノハナシヤウ I +
ッリガネニンジン X + エゾス ラ ン i +
ナトココで* X +

カシ父の並#型的研究 87
此 米 が 示 す 如 く 何 n の 標 準 地 にも通じ て 生し 且つ 被覆 度 に も 主 と な 

つてルるのはコザッてある。 次 に スス キと シロ ッ レモカ ッが父各地に 

現 はれて 居る。 然し北及は場所によつて同じくなくメスは1C及び 

1: に於 て 冊 や多く、 ッレモカウは何れの所にてもﾡ僅かてある。 而 し 

て本に現はれな る 何れの種知 も 皆陽性の植物であ る。 故に権 してカ 

シの林 は 如何に北木がﾡ生してﾡるﾡても林内は著しく 光線がﾡ断 

されて 居ない 事 を知る ので ある。但し同一の 植物で も ﾡの博 閉 密 に 

ﾡす る A に於け る※が殆ん ど開放地と云人べS 1 に比すれば其發育甚 

な弱 9 を見 るのは常然てあ る。

以上間せる 五標溺地の結果 を考祭す る と 先づ けは希状にﾡめる 林 

地の 一部であって 此一帯は風の 常に 流通す る街路て、 從て 山火の発生 

する ことiも多きﾡの如くてある。 J ち 此 部 に 於 て は 殆んど 老大 なる 

謝木 の 年 在 を見ることが 無 く一而 の 笹原 を なして 居る。 面iして丘上 の 

カ ジ林に接するﾡに1の状態をなせる若木の林が成立ちつ ・ ある。 

様抑地内の カ シ十四本の多 く は朋芽樹であっ て 實生の者は 小數てあ 

る。mして 納ほ 下稲 に よ う 發势 せ る 確商 を 多く 存する。之 によ りて見る 

と9は1は 山 火地 邪 の 自然に 更新 を 行ひ たる の 狀態 と 云 ふ を 得 べく、 

其 生長が次のCに 比 して良好 な る は 上地 及び 陽光 の 狀態 等 環境 の 可 な 

る によ る。 姓に*マナラシのせるは亦ﾡ光の照ﾡのﾡみなるを示 

すものて’ある。

交にCはM にﾡしな幼前林てあるが本ﾡが多 く ﾡ木の大さ も亦優っ 

て 居る。 之は1の更新がﾡ一ﾡ進んだ林型と見るととが出迷る。 生長 

が前 地の如 く 良好て な い の は L地 の W係 に 由 る公めて、 稚 の少ない 

の は 殺 生 しな ものが優に生を避げな公めてある。

以上 二 標準 地 の 制 査 によ り て 見る と2 は, 繰り返へし CI火を受け 

な る 林 地 て 火に抵抗し 得べき大ﾡの 無 合ﾡは山火の殺 生永 く 休 止 す る 

と s に殘株の前芽 と 自然に落下 す る 種子 よ り の券生へと に よ り 次節に 

林相 を 囘 復して カシノ、の 純林 となり 場合 によ りてャマナラシの如き陽
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性の村種を少しく 混交するに至る をﾡする ものと云ひ得べさてある。

老林分2 る AD E の三標準地 を見ると3はAはカシの老樹多く し 

て北ﾡ閉又術なる を以て位天然の更新をな しﾡ下 に稚ﾡの微育 を 望 

びことは難く ある。 即 ち 上木 は 充分の結果 を な し得 る に剛せず確の 

發生せる もの甚だ少ない。 之を1 に比ﾡすれ ば 同一面積 なれ ど役の十 

一本 に對 し之は 他かに二本である。 iして者も二三年生に止まるの 

は陽光不足の爲め に稚樹は之 よ り 商8年齢まて殺 し得ざる ものと考 

へられる。

Dはヌ老齢林てはある が毎木の大 さAに比して 小 く 本ﾡ には 大差 な. 

v。 故に共樹冠 も 稍や机である。ﾡて地炎に稚ﾡを彼生すること多 

くある。 ミッナラとの剛係は此標ﾡ地のみては 明 かて な w が、 が母 

樹の存在するものがあれば次第にそれがカシノ、に對して侵入し行くの 

傾向を認める こと が 出來る。

Eはﾡ木の大さ と本ﾡに於て略ぼD とﾡﾡ し稀や締てあ る。然 し之 

に於ては ミ ッナ ラ が其半 と 占めて 居る。 m して 林内 の 自然稚の樹和 

は:ブナッが著しく多3 を認める。若 し値の状態て進び と きは逆に 

・ゾナラを主とする林ﾡに移り行くてあらうと考へられる。 はにAは 

全然林内及び附近に ・ッナラ を存ぜざる爲め地上に共稚苗 を 見得ざ 

る も、 Dの如く値かに母ﾡのずることにより大第にミゾナラ が進入 

し終にEの如くﾡく ・ッナラの占領町域の 加へ られる こと を認め 得 る 

に至るてあ ら う。 剛係は オッ ン試驗地第十三號此驗係 に於て禍I 森 

せる 結果 に最も よ く 一我する を見るのてある。

四) カシハ 自然林 の 成立 に 對 する 考察

北海道各地 に於ける カシハ 自然林の林況 を 見る に殆ん ど皆川純林 を 

なしてる。 其 林齢 は 大小 の 相違 ある 乙 と 勿論 で ある が, 大さ の 異な 

る林木が同一林地上に混在する ことは殆ん ど無 く 同齢林に近ものが 

常て あ る。例 せ は本 試験林 に 近 8+勝原野の防風林と して 残 された る
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林分は比較的幼齢であ る が. 同岡大樹村農当Tロ場の近 く には老大の 

林がﾡほ多 く 繁布 して居る。而 して幼林の樹木は稍や密生 し老林は加 

立t木x り成つてルる。 ﾡ室図松滑原野の大地積を占せるカシの如 

合 も ※ し 合 ﾡ 林にして、 その地炎はコザサ、 エゾャマ ざ の 如 き 小 流 

木 と 不本科 に脱 する 雑ﾡが主 となって 被覆 をなして 居る 乙 と は前項 

記 般 の如くてある。 林木の成立状況を見ると幼林も老林も一株木よ り 

数 M政生 せる 状態 を なして 居 な v。即 ち 殆んど 皆 軍幹 を なして 居る。 

二三本の老除が北ﾡ部 に於て接ﾡし崩ﾡに ・ 2 て成立 しな如き形状を 

なす もの は 甚 たし く 稀に 存在 し'て 居る のみで ある。 之等のカシ 林 が 

自 然に成立せる 原 因 と 經 過 と に 就 て は 内ほ研究すべき照が多く ある が 

本試験 の 結 果 よ りおへ 得べ e 項 を 姓 に記岐 す る。

兆づ前に も記しな る如く 本試験林 の 北面 傾斜地 になす る 自然林に は 

一本の カジノ、樹 を も 交 へざる に、 之に接近して多くのカシ純林よ り 

成る此の試驗林が存在し、又石狩國師幌國有林にありて全然此樹林を 

見ざる も僅か に 離 れ なる地方に於て カ シの純林の成立す る は、 ﾡ 初 

の M 始 林 が カシノ、林 とな る に、 如 何なる紙路を探る もの なる か 未 だ 其 

理 由 を 明 かにすべ含 材 # はなv。即ち 之 等 の カシノ、を 有せざる 自然林 

が山火 のsめ にﾡ 失 しな 場合、 現の如 く 附近に冊樹 とな る べ2 カシ

のする I に は 稲 子の散布にx りて之に代るカシの林の生ずるこ 

と を 考'ふるの は難か らざるも、 ・樹のイ在 を共近く に想像 し得ざ る 林 

地にカ シ林の使入する公めにはき カ シ種子のシ ラ カ ン、 * マ 

ナラシの飛散し易2種子の如く風によりて海かるる乙とは不可能に姐 

する。 是に於て動物による移動が考へらるるのてある。 北海道に廣く 

産する シ～ネズ:. 又:ャマカケスの如3好んてカシの賞を食し 

そのﾡめ に此tの散布 を助くることあるは想係せらるるも 賞際上の証 

跡は認び る ことが難いのてある。 之等の照 は1ほ具ﾡ的のﾡ校を紙て 

研究せらるべきてある。 CEに成立せるカシ〜林は火発に到して抵抗す 

る 力 が る大a く ある。 J ち 林 がﾡほ老大な らざるなめに 枯死する 時
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は 地中 に 残 留 す る 株木 よ り多くの期を役して新林と形成する。 iし 

て此林が幸に再び山火をﾡらずして殺育する I は 第 三 ﾡ試験M に 於 け 

る如く期券の救は生育の年を新て次第にNじ it 徑 約 3 cm に至るま て に 

W幹と な 、 年齢の進むに從ひ陽樹た る カ シノ、は成立 上 の競爭 x り 被 

ﾡ木 を生じ本ﾡに於ても誠少を楽すに至るものてある。 而 して 直徑約 

5cm以上に至ればﾡ皮 も肥厚して=ルク質を 加へ火に 對 す る 姫抗 を

し楽るものてある。樹木が老大に至れば山火によ り 受る被害が少く 

なり枯死することなさに至るものてある。 即 ち 本試験地内 及 附近 の 力 

シ樹の老大なる ものはﾡ仲の進部にﾡ損部をなしのﾡ化せるH色 

部が一面に於て ・-2mの高さに違するiに Wせず内 も 強 合 生 ﾡ 力 と 冇 

するのを認め得らるる。 はに現在のカシ林は幼小なるものが山火を 

うけなると9は期ﾡは多く微生するも 共 因 方の性質上ポ. 幹 となゝ、 老 

大なものにして期ﾡが多くの幹を成立せしびる力あるﾡ木は火を彼る 

も 枯死する 乙 とな く 又軍幹の値 に 止ま 、 中間 の樹齢 の も の、 殊に仲 

ほ若年の もの が二個以上の 幹の 成立 を•遂 ぐる ものと考人る ことが出求 

る。即 ち 十勝原野防風林 の 幼壯林 は 前者 に 屬 し、根室標津原 好 の 老林 

は 後者 に 画する の で ある。要するにカシ林は幼時に於て山火の公め 

に 枯死 する もの は 再び 萌 若 によ りて新林を形成し北性質多くの期ﾡは 

自然に跷幹と な り、 之が長大に至れ入十年の如 s 高齢まで産若力 を 

有 し、其明芽が成立すれば敷個の幹を一株木 よ » 成立す るに至らしu 
るも、 火にﾡする抵抗力のﾡき公めに枯死をなすそと少なき公め川幹 

の 位 に止*る。 は に現時成 t するカシはW件木』り成るの状態をな 

すものてある。

第八章 カシハ の 造林法

本報文の継論に於てカ シハの造林法と して既社に認められてﾡる も 

のをげな。 即ち天然更新法 として は傘伐法に 由り、 人工法 として は 

掃 和 或 は 植樹 造林 法 に 由る べ2 こ と を 述べた。 4介本試ﾡの 結 果ゝり之 

等の方法の可 能 性を校討して見やう と思 人。

之を考究するにつてカシ〜はﾡ林と して成立し得べきか否やを知 

ら ね ば ならW。 元 來 カシハ は 用 材と して の 價 値 甚だ 低く 主 と してﾡ 材 

及探皮用に供 されるのてあ る。北 海道に於て自 然 に産するカシ 、には 

老大なるものが稀てない。然し 之等 は 自然の儘 に 生長 し來 つた もの で 

ﾡ 形 が ﾡ な 不 規 則 て良好な直ﾡをなすものが多くない。蓋し 形質 良 好 

なるものを産出 し得北歴な木理を利用 して 各 種 の工藝建築の 用材 

に供せられる こと は 明 かてあ る。 故 に 將來 に於て用 材林のﾡ成 を 計る 

も亦必ずしも不可てない。而 して 用材 を 目的 とする 雨林 の 造成 に は 比 

ﾡ 的 役期の高3良質の大材を産山する こと を製*ばな ら W。 期 ﾡ 献

地の材料と してﾡ在 しな老樹は約六十年に して直優yocmに達述す る こ 

と を示して居る。 故に3ocm以上の材を産す るには伐期を6年以上とせ 

ねばならWのてある。而 して 初年 の 成立 本 數 を 比 械 的 多数にな して次 

第に間役を行ひ之を以てﾡ材又は側皮材 を獲る と共に主伐材の撫育 と 

期すべ3てある。 してその 間 伐 は 收 利 を 第二 と して 撫育 を 主 とす べ 

eてある。此方針で行けば カ シノ、用材林の 造成 も 計 を進め得る と考 

へられる。

一) カシ 喬林の 天然 更新

カシ、は陽樹てあつて採伐林とすることは不可能てある。 それて年 

伐法に よ つて更新すべS 乙 と が設かれた。元來傘伐更新法は陰性の樹 

稲に適川せらるべき ものてある が、 カ シ、が天然に大面 積 の純林を構 

成して 居 り 且つ 奴 も 經費 を 節して 更新 を 行 はんと する と eは天然更新 

法 に 由るを至常と す る。而 して 探伐 法 は 不適常 と すれ ば先づ 傘伐 法 を 

M用 しや うと する 乙 と が考へ らるるのてある。 本試驗の 結果 に見ると 

3 は カシハ が既に 幼時 よ り して 其の 生長 に 陽光 を 要する こ と 著しさ は
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質て第四に於て之と論じなる如くてある。 火第丁四闘 が示す 如 く 

母樹下と ﾡ外部 に於け る 確ﾡの役 に著しくﾡ違あるを 認め るのてあ 

る。元來傘伐法は上木によ りて稚ﾡに流ﾡする陽光北他ﾡ等を保護 

するを目的とするものてあるが. カシは特に寒害の如さを 上木 に よ 

り て防ぐの要な く陽光をﾡる 乙 とが 反 って 共生 長 を 阻害 する 關係 に あ 

るがﾡめ. 氣象変業殊に陽光に到す る性質上傘伐法は此樹極に適せざ 

るものと云ひ得る。 次に 天然下種 の状況を見るに母ﾡが不等 に 存 す る 

と 3 は北下和も亦更新上適常な る状態にﾡ下 し得べき も. 母樹が老下 

てﾡ立する場合の如きは到度之を製み得ないのてある。又壯年の母樹 

が平等に存する ものと せの虎校がﾡ 9 に過 ぎて和子 よ り 袋ﾡせる 

も のの生育 を途げ しぴること が出來ない。ﾡほス天然下種の校ﾡに至 

るはて島ﾡﾡの公めに清失す るもの多3は第二ﾡ及十裁償験町にて証 

明 し得 厶 處で ある。強 ひて 傘伐法 を採り 天然に下種せる もの と夜 

他の方法 を以て保能 し旦 つ 人工播種 を以て之 を省人 ものとせは、 反て 

金 く 上木を除3 て 開放地 にﾡ種地林を行ふが継ての黙に於て有利てあ 

る。

天然下種 によ る 商木が生長 に於て 人工播種の も の に及ばざ る は亦 

第二及十ﾡ試験Wの示すﾡてある が. 之は一は 天然下種 は 母樹の 下に 

あつ て 行 はれ 勢ひ 其 庇 陰 の 爲め 陽光 の 不足 を 來 す 結果 と して生ずる も 

のてある。 故に天然に向b又は人工のﾡリ 的 下 種を刑ひ 稚商 の 微生 を 

見なと して も母樹は成 るべく早く 取 去らるるを要する。 然ら ざれ ば 

確樹は生長を損せ られ上木の除去が運延するにﾡひ往々不利 となるも 

のてある。 故に母樹は唯下種の用をなすのみに止するのてある。 即ち 

新に成立すべき幼林を保護し北生長を促進せしびる公には卒伐法は力 

シ、にﾡし全然効がないのてある。

二) カシハ布林の人工造林

カシハ の 喬林 は 播種 又は 植樹 に 由つて人工的 に 行は れ 得 る。 播種造 

林は天然下種の如く不確賞なことがない。 則ち感の結果は平刈証 な 

れば平均45 -54%の發芽率を示して居る。播種に1り發芽せるものも 

その生に必要な る 陽光 を充分に 與へない 時 は、 天然 下種 の 場合 と 同 

樣 t4生 長 を 阻害 せ ら るる 結 果 に 陷 る 故 上木 の 除 去、 ﾡ事 の 刈 ﾡ等の手 

入を良く行は ね ば な ら W。斯 く すれ樹盤 解前の示 す 如く 共 生 長 は 相 

常のﾡ * て進み得 る。 ヌ第十ﾡ 甲 試驗 區 第三 岡 にも見らるる如く 雜 草 

に到する手入光みなる不刈ﾡは然らざる 催 刈 ﾡ に 救 段優る ことはﾡ 岡 

よ りの破ﾡを求ることなく光分の光線を受けしびるﾡ果なることが明 

かてあ る。 要す る に播種造林法に ょつてカシ 、林を仕立ん とする時は 

煦播、 條播何れの播種法によ る も 大なる 差違はないが、 その後の手入 

加何は種子の發芽率及幼苗の生長即 ちカシ〜 の成林に大な ろ 關係 を 

する こと を知るべs て•ある。之等の嫌に周到な る注意をﾡへばカ シ→ 

の播種ﾡ林は 次 に述ぶ る 植樹道林 に次て有効な る 方 法 と 考へられる。 

但 し播和ﾡ 林 にあつては、 そ の 種 子 が 鳥 ﾡのを受 け 易からﾡる審 

の 多い 所 にて は 之 に ﾡす る 注意を必要と する。

ﾡ樹地林法は和子を企者する動物の影春を受くること無く、 又發芽 

せる幼小な るﾡ飾の雑草の被ﾡを受 く る供なきを以て、 前記橋種に よ 

るﾡ林法に比して最もな会 に 行 は 且 造林上 の 成績 遙か に 優る 乙 と 

は、 第元、 六院兩試驗限の示す如く であ る。而 して 植栽 すべき 苗木 は 

小好な る近城に生育せるﾡ間養成を用人べきて、 天然ﾡに よ る移植 

造林 も 考へ ら る が. 之 は 第十 號 乙 試験 區 に示しなる如く・ ﾡ間養成苗 

を植栽せる 第五. 六製所試験叱の納果にるのみな らず播種造林の成 

績 にすら及ないのてある。 之は天然 はそれが生育する自然に適ﾡ 

せる 生活形 を とって 居る ため, 湿城にﾡ1れた前開 養 成 首に比し形態 

的 に 劣 る こ と、 特にﾡ系の狭述 が 養 成 iに し不良なるに山る ものと 

考へられる。 又ﾡ際 間ﾡと して も 植栽 に 必要 とする だけ の 天然 苗 を 山 

地に求びる 乙 と は 困 郷 であら う。

總 論⑶に於 て 記せる 優従の植樹ﾡ林法 に て は 唯樹苗 の養成法のみ を
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ﾡげな。即ち植樹造林と云へぱ先づ無樹 苗 に注意が拂はれた 乙 と が認 

めらるる。 本び験はﾡ叩には及ばないが初年の上生育を約20cmと し 

三年 商 を socm とせるは略々ﾡﾡ解剤によ る精果とﾡ似るものあるを 

見るのてある。 然し移植によ りてはその生長の後るるに至るならんこ 

とが地係さるるのてある。 植栽 に當って は他の造林法 に於ける 場合 と 

同様上木の征する所は、 第八號試驗開 に 示せる 如く 全く 成林の 見込 

すらなのてあるが更に此ﾡに最も注悠すべきはﾡ系の叩ﾡにして. 

優に之等の黙にﾡ して は第 四 章(一 〇)に詳述 せる 所で. カ シの如き幼 

時深棋性のﾡ木はﾡを尚映に届 曲 せ られて 植栽せらるること多く、斯 

るものはﾡを切ﾡしﾡﾡせしのに比べ反つてちるが如きてある。又

ﾡと切所せる場合はその程皮にもよる が概 して良 好 な 結 果 は 得 ﾡく.強 

ひて切所する とせ4 以下に止びべきてある。植栽後の手入如何は播 

種造林に於ける如く著しい影標はないが猶平刈が優厶乙とを示して居 

る。即ち カシハの植樹造林は春秋何れ を も可とするが, 上木の冇無及 

植樹法に影響せられ、殊に植樹法の巧拙は成林後の樹木の形質にも關 

係する所大なる故之等の無に關し當と得れば植樹造林はカシハ雨林仕 

立法としてはﾡも良好安全なる方法と云ひ得る。 内命林としては良好 

なる［仲材を得る を 要する 故母初は相 常の 輪植 を なすべ さてある。 I 
ち優往の方法に於ける坪一本約2m方は机に失する ものなる を認び 

るのてある。

三) カシハの燃林

ﾡﾡに由るﾡ林聞ちﾡ林は染料及びﾡ皮 材 料なる寧生産用の 樹 皮 

の探攻とﾡ求材を得る 目的て行はれ る。旣に總論に於て述べた カレ 

の賄芽造林法な る ものは實驗に茶ひた方法てな く ク x"の耕求材に於 

て 普通に 行 はる る 造林 法 を カシノ、に 應用 し 得る もの と して記せられ 

なに止はるのてある。 本試験の納果によつて明かなる如く カシの期 

若發生はその株木の直徑に關係する乙と著しく株木の大なる程萌芽發
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生本ﾡ多くメﾡ和して本ﾡとなるものも多くある。 小形の株木は多數 

の期ﾡを生する ことある も 終に は 唯一個 の 殘 死 する ものあるに至る こ 

とは第の結果が証明する如くてある。 此の如き性質はクス"が常 

に 多数の 幹 を 成立せ しひ る 事實 と 異なる もので ある。 故にカシに封 

しては特興の期ﾡﾡ林法を攻究するを要するのてある。

4介日北湖道に於ては純然なるﾡﾡ材生産の公めにカ シの期ﾡ地林 

の行はるるﾡがある。 カシの小材は木ﾡ製に適し之を我本土に移 

出して佐倉洪の代用とし常用されて居る。此目的に適する木材の大さ 

はit御約ocm*ての ものて伐期を約20年とせば映りないのてある。 そ

れてづ之が母林と な る もの は 植 的 にて 造林 し それ が 6-7cm の i［径 と 

なつなとき伐探ﾡ穫し崩ﾡ株に移すべきてある。 抜に注意すべきはク 

*"の 如 eは低3 伐 期に於て も 第一囘 後 明 芽 に よ つて 本 數 を 増 す 爲め 

に 最初 の 植栽 本敷 を 少く するを可とするもカシにては小征の株木よ

り袋生する期ﾡ ﾡは年をﾡるに従て数を 減 し入九年に して 略 ぼ W 幹 

となる。故に損:初の造林に於て 將來の立木本數の増加 を 考慮 して株木 

數の成立 と 少な く する の要は ない。ﾡ乙にてはァ4 への州皮林を

m 平方にﾡ樹じ本多氏に血 ればカシ ハ 制皮林を四元尺の距ﾡ に 植 栽 す 

べしとしてある。 之によれば,ha約5-7030となる。 前抑び験ﾡ第三ﾡ 

にては三*と して著し く 術に過き十年にして下ﾡ木を認める。 第九 

ﾡ町 は三に一本にして明かにﾡに失して屈る。故に 薪炭 用 萌芽林 に 

ても,ha に約 3002 本を成立せしびる ものと し 約 坪 一本 に 植樹 せ ぱ 可 な 

る 可し と 考へられる。 又和のカレ林に於ては初年に袋生する多ﾡ 

の 期ﾡを人工的 に 淘汰 して 強 健 なる 樹幹 數 個 の 成立 を 計る の 必要な く 

且つ伐或は 除伐を施さずともよいのてある。 利用上ムりW寧探攻を 

目的とする側皮林は現在北湖道に特に成立し居らざる も 將來 に於てば 

考厳せらるべきものてある。 カシのW寧合量に於て樹木の年論

(I) Bilhler : waldlan II. p556

(2) 木多 造林學派菜樹編1• P 45
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及び大さに関して硏究せられたものは甚だ乏しくある。三村師三郎氏 

は カシ ハ 樹皮 の 般寧 合知 を 研究 して此日 的に よ る 矮林 の 伐期 を 十4以 

上二十年以下 とするのを 貴好てあ る と しな山 林ん林業び察場報告節 

號明治 四十一年)。 メ近村田ﾡ一氏の研究にる と カ シにては樹仲 

の 基部 に於て 軍•寧 令有 景珏 も多いのは三村氏の報告に一致するが. 其 

研 究材料のも災細な "ハ3, 7 年 等 の 年齢 の 部 に 於 て 又 Wt年 の多き 

を見る のであて る(札幌農林學 會報 第 ・48 ﾡ昭和十四年)。I ち 軍寧 採 收 

の公には本研究の株木として幼齢ﾡよ りﾡﾡ"の小形のも の が良好 

なのを認め得る。 はに又前求材のﾡ休上の変件は制皮林に も適用 し

C可なる可きてある。

第九章 總 括

本報女に於て研究せるﾡを結する 乙 と 次 の 加 し。

.. カレ〜の種子は自然に於て大きい距離に絡ることは無い。 母樹 

の部よ りom離れなる位mには優に落下を見ない年もあつな。 且つ 

落下種子 は 鳥取の食害 を 受け易 くある。從て 自然の儘 にて は母ﾡの多 

3場合の外多ﾡ確併のﾡ生を像期す ること は困難であ る。 T生確ﾡの 

生長は母ﾡ下を離れた も のが良好であ る。之れ カ シがﾡ光 を憂す る 

度の大な る に山る。 人工下種に ・ nれば手入と して4刈 となしなものが 

條刈部 よ り生長良好てある。之又條刈 に あり て は カシノ、稚樹が根部 に 

於て雑草の影響を受る と共に 陽光の照知が平刈 ょり少なa に山 る。

2. カシノ、の 人工 植 栽 に 際し 幹 を 切斷 せる ものと白然の位とは後* 

の優れるを見る。 根部の切ﾡ度は!を除きなるもの最良にして次に3, 
aの順位てある。即ち 根部 は成 べ く僅少の切断に止びるのを可とする。 

然るに全ﾡのものは生長第二位にあり。 之れカシのﾡは長き公め権 

栽 のと 3 之 を 屈 曲 せしびるが公てある。 主根 を 強 く 屈曲 する 乙 とと 深 

植とはカ シノ、の 發育 に甚有 害 で ある。
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3. 根部 は カ シにては確ﾡに於て深き証棋をする も入九年に至 

ばその生長を止め太き側棋をﾡす。 ・ッナラは之に反し深3iﾡを 

降 し側 根 此ﾡ 的 細 3 傾向 を 呈する を 見る。

4. カシのﾡﾡは株木上に形状にﾡ生する。一株木上の萌芽黑の 

敷は幼ﾡに少なく老ﾡに多い。一萌芽載上の明芽數は又幼樹 よ り老樹 

多くある。 袋生の方向は商 に 最 も多い。

5. ﾡも注恋すべSは袋生せる期ﾡの清長てある。 カシの幼齢樹 

にあって は萌芽败一般に 少な く 一株木よ り十本以内に止女るもの多く 

してﾡ多にて27本をﾡへなり。 之が大節に少して入4日にあらて一 

株木 上に一本 を 殘 す のみ とな る。 齢ﾡにては株木の直ﾡ大なる程期 

ﾡ 敷 を 加 へる。即ち itt ﾡI.5 -8.0 cm の ものにて30本以下て株木の itt 徑 

之 り大なるものには30本以上をﾡするもの少なく力くﾡ大なるは直 

徑 t4.scmて49本を生 しな。要する に 三十 年生前後 の 生長 良好な 樹木 よ 

り 明 芽 する 乙 と 及 も 多く ある。此崩導敷は自 然 に 本 を 經 る に 從 て 減少 

し一本をﾡすもの撤も多く. 最をﾡとして七*をするものがあつな。 

老 齡 樹 に は 試驗 中 枯死 せる もの も あっ たが 生 活 をしなものて は 期 

ﾡ本ﾡが※しく 多く ある。 カ シ、は8○4に述しな*ても的ほ 期 ﾡ 力 と 

してﾡる。 而 して 胡若 より 成立せる 個帳が1本 とな る 場合は 少なく 

して多くは6至8本の 間 に あつ た。

6. 萌芽の生長は株木の幼壯により て大差は無いが老齢樹よ»の米 

は之等に先るのを認める。

. ド和に よって成立 した 稚樹 と 植樹 と に よ つな*と は生長に殆 

ん と 差 を 見ない が萌芽 の 米•よ りは共に劣るを見る。然し 陽光 の 照 毋 血 

好なる飛城にありては和子ム り生ぜるものも崩券憐の生長にづいて 

ゆく。 ・

8. 大にﾡ生調に』ると aはォ ッシ賞験地を北東側の金然カ シ 

、をせざる部. 中央 丘陵 上 の カ レのみをす る 平坦 部 及 商 側 の 稍 

や 自然的變化 を カ シノ、林 か受けた る 斜面 の 三部 を 幅 別 し得る。 カシ ハ
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のみを存する平坦部は明かに繰り返して山火を被りたるを見る。知ち 

火に弱さ掛種は絶て清して唯抵抗力の大なるカレ〜のみﾡ留して加 

純林を形成するに至つなのてある。 商市面の近迷火ﾡを受んこと稀な 

り し部分 に は 他の 稍や 庇険に堪へ得る 樹林即 ち、ッナラが伐入しポり 

て終には陽樹たるカシハの純林が次第にミヅナラの林に移行すること 

が認められる。然し全く一本のカシノ、をも交へざる 北東傾斜部との 關 

係に至 り ては本研究は未だ解答を奥へない。

9. 現せるカシ〜自然林のﾡ木は殆んどﾡ除をなして居る。之 

は カシノ、が幼壯 の時動 に於て 火災 を被る とさ は根株 よ り 多数の崩ﾡ を 

発するも遂には軍幹となり、之が或年次を經て耐火力を生するに至れ 

ば位老林と な る公めてあ る。唯刑や御大な る個體が萌芽を発 しな 

る場合二三のﾡゆをﾡ和せしめてﾡ生状を形成する もの稀に存在する

のを其間に認めるのである。

o. カシ〜の天然更新法として は 傘伐法 の行 は るべa ことが主弘さ 

nな。 然しカレ 、は強ひ陽ﾡて母樹下には全 く 貴好な生育 を逆げ得な 

v。 又剛光の途述し場き老木の林にてはその下種ﾡ不等てある。故 

に傘伐更新法は カレ に到 して適用不可能てあ る。

i.. 人工下種はカシの地林として行はれ得らる\。 播種の方と 

して 條播 と 黒播 と は大差 な 9 も袋ﾡ後剛光を光分に照射せしびる公め 

に注意して下刈の手入を行ふを必要とする。

・2. 粒樹ﾡ林法はﾡもな全なるもカレ〜、は幼時棋長3を以て之を 

植ゆるに然りて幾分切所するを発れなv。 然し 切断 度 は 成べく 少なく 

するを可とする。但し根 を自然の 儘 と して 切断 せず之 を願 曲 し或は 渦 

映に彼きてﾡゆることはしく側ﾡの生長を叫するものてある。又 

樹商を深ﾡす る と 9 は更に上部 に 側根 を 發生 して 二段根 を 形成 し又は 

我育を不良ならしび。

カレ〜の崩ﾡ林は樹種の性ﾡ上戯立し易くある。株木より 彼生 

する 曲 芽 は 少な からざる も株木小にして直役約8 cm 以下 の もの は 十 年
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以内に於て次第に減少して多くは唯一樹幹を殘すのみとなる。故に薪 

※林戦はﾡ皮林にして直ﾡ大なる材ﾡをﾡまざる場合に於て は第二代 

の期に x り て 本ﾡの加 をなさしびること は不可能てあ る。 之を以 

て伐期の長短に x り て及初の成林に對す る横ﾡ距離を定びべきてある。 

然し一般 に クスギ、 コナラの期ﾡ林の如くﾡくせざるを可とする。
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Waldbauliche Untersuchung von 

Kashiwa-Eichen (Quercus dentata Thunb.) 

Von

Yoshina。 Niijina

Im Otsurushi Staatswaldder Prov.Tokachi begann ich 19I9mitdiescr Arbcitundl 

brachte sie 1934 zumAbschluss; iiberdlen Frfolg will ich kurz berichten.

I. Dernatiirliche Samenfall clcr Kashiwa findetin nicht allzuweitcm Abstand vom 

Mutterbaume statt; schon bei Iom Entfernung vom Stamm sind kaum Samcnkorner 

zu finden, deshalb kann cin ausgiebiger Samenfall nur ca crwartct werdcn, wo zahl- 

rciche Mutterbestande sind. Da die Kashiwa cin starkes I-ichtholz ist konnen dic 

Jungpflanzennur ausser dem Bcrcich des Kronendaches der Mutterbaunc gut gedeihen. 

lei kiinstlicher Saat sol Ite fur die Jungpflanzen flachenwcisc Jatung der streifenweisc 

vorgezogcn werden, im letzteren Ialle wird durch die Unkrauter cine Wurzclkonkur- 

renz und L_ichtentzichung stattfinden und das Wachstum beeintragtigt.

2. Bei dem Anpflanzen ist das Beschneiden dcr ganzen Stanimteilc nachteiliger 

als wenn sie ini natiirlichen Zustandc verwendet werden. Ein u starkes B:schneiden 

der Wurzcln ist nicht gut; bcim Vcrsuch zeigte sich,dass Pflanzen deren Wurzeln 

1/3 beschnitten waren gut, die 1/2 beschnittenenweniger gut und die 2/3 bcschnitte- 

nen noch schlechtervorwarts gingen. Biegen oder Strudeln dcr Wurzelnwirktschad- 

lichfuir das Wachstum dcr Pnanzen.

3. Dic Pfahlwurzel dcr Kashiwa dringt tief nach unten; mit deni 8. und 9. Ie- 

bensjahre lasst das Wachstum dcrsclbcn nach und es cntwickcIn sich dicke Seiten- 

wurzcln. Bei Quercus crispura Bl. dagegen halt das Wachstuin dcr Pfallwurzeln 

noch cine Zeit an, daftiir abcr sinddie Scitcnwurzcln dunncr.

4. Der Ausschlag der Kashiwa crsclieint buscliclartig am Stock; bci jtingeren 

Baumen sind Biischclzahl und Ausschlage sparlicher gegendie der alteren Stamme.

Am Stamm zeigt die siidliche Seito zahlreichere Ausschlagc.

5. Jungbestande haben durchschnittlich kcinc grosse Ausschlagzahl, gewohnlich 

sind cs 10 dic lidchste Zahl betrug 27 Stiick. Iast alle gehen mit dor Zeit ein, 

s。 dass bis zum 8. Icbensjahr auf jedem Stock nur ein Stamm iibrig bleibt. 

Mittclgrossc lestande iibertreffen mit ilircn Ausschlagen ; cs wurdenauf Baumen mit 

1,5 cm bis 8 cm Durchmesser 30 Ausschlagc gefunden, bci dickcrcn Stocken von 14.5 

cm zahltc man bis zu 49 Ausschliige; auch liicr gingen fast allc bis auf I Stamm 

zuriick, doch gab cs cinige Ausnahmen darunter cincr mit 7 Stammen. Etliche von 

den alten Jiumen gingen wahrcml der Versuchszeit cin ; von den iibrig gcblicbcnen 

hatten alle vicle Ausschlige und cs konnten auf jedem Stock 6 bis 8 Stiimmc cxistie- 

ren. Die Ausschlagsfahigkeitder Kashiwa halt iiber 80 Jahre an.

6. Zwischen jung und mittelalterigen Stocken gibt cs keinen besonderen Unter- 

schicd fiirdas Wachstum der Ausschlage; bci altcn Stocken ist dasselbc bedcutend 

schlcchtcr als bci beiden vorher erwahnten.

7. Jungpflanzen durch Saat und Pflanzen hervorgegangen zeigen fast das glciche 

Wachstum, doch ist dasselbc nicht so gut wie bci den Ausschlagen ; erfolgt cine 

giinstige Sonncnbcstrahl ung so kann cs dem dcr Ausscllage gleich konimcn.

8. Nach dcr Vcgctationsuntersucliung wurde die ganze ・Versuchsflache in 3 Ver- 

schicdcnc Waldtcile cingcteilt. 1 ) Reiner Kashi wawald, gclcgcn auf ciner breiten 

Ebcnc des Higcls ; 2) Mit cincr anderen Eichenart gcmischter Kashiwawald am 

Siidabhang des Versuchplatzes ; 3) I_aubholzwald. am Nordabhang ohne jeglichc 

Kashiwa. Dcr zuerst genannte Teil wird alljahrlich vom Waldbrandheimgesucht, 

wodtirch saimtlichc leucrcmpfindlichc Hoizarten vcrschwindcn und die Kashiwa zuletzt 

allein den Platz behcrrscht. Im zweiten Teil finden in letzterer Zeitwenig B ande 

statt ; cs haben sich hierder Kashiwa allmahlich schattenertragende Eichcnartcn Quc- 

reus crispura Bl. zugescllt. Der Nordostabhang fur den jede Feuersgefalr ausge- 

schlosscn ist befindetsichmit scinen vcrschiedenen Hoizarten im Naturzustande undhat 

leine Kashiwa in seinem Bereich. Ich mochte sagen,dass durch die wiederholten
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Waldbrande der rcinc Kashiwawald hervorgegangen ist, der jetzt dlurch scine Wider- 

standsfaligkeit anderen IIolzarten wie Qurcus crispura lsl. Gclegenheit zur Ansied- 

lung bictet die sich der Art entwickeln, class sic zutn Schlussan die Stelle des I.icht- 

holzes Kashiwva treten werden.

o. Ini gegenwairtigen Naturwalde sind fast durclweg alle Kashiwabaumc cin- 

stammig. Jungbaunic die durcli Feusr gestiirzte:ialtenwiederreichliche Ausschliige, 

die sich nach und nach verlieren und nur cinen Stamm iibrig lassen. Etwvas grdssere 

fortgeschrittenc.Junglaumc sind gegen Feuer widerstandsfahiger und cntwickcln sich 

zum vollstandigen laumc. Bei mittclalterigcn laumen cntwickcln sich aus den 

Ausschlagen mchrere Stammc.

io. Ais natiirliche Verjuingung wird bis jetzt Schirmschlag cmpfollen. Iic 

Kashiwa ist cine starke Lichtholzart welche unter ilren Mutterbatumen keine gute 

Pflanzenentwvicklung verspricht. In altcn Waldungcn mit *erstreut stehenden Stamnicn 

ist geniigend Bestrahlung vorhanden, abcr die lesamusg ist zu mangclhaft ; cine 

Schirmschlagverjtingiing blcibt dahcr ausgcschlosscn.

11. Fur den Anbau dcr Kashiwa cignct sich kiinstlichc JBesamung; Strcifen-und 

Platzsaat werden fast den glciclicn Erfolg haben, wenn man beim Jaiten die Jungpflan- 

zen vorsichtig behandelt.

12. Anpflanzen ist die sicherste NIethode. Dic Wiirzcltcilc dcr Pnanzcn sollten 

nidglichst wvenig beschnitten wverden. Das Kriimmen dcr Hauptwurzcl und zu tiefes 

Pflanzen hemmen das Wachstum.

13. Ein Ausschlagwald von Kashiwa kann sich gut cntwickcln. Die viclen auf 

8cm dicken Biumen cntstandenen Ausschlage werden sich wic bcrcits gesagt nach 

und nach verliercn und bis zu in io Jahre nur cinen Stamm hinterlassen, dleswegen 

kann die Stammzahl des Kashiwaausschlagwaldles nic die des urspriinglich angepflanzten 

tiberschreiten. ・ .：. ..

カシ"の 道林型的 研究 IO3

圖版説明

第一圏版 十ﾡ岡オッツルシ山イ林カシ"ﾡ地位証ﾡ

第ニロ版 i. 常風のガ向に規藩な父けるカシ"老樹

・ 電全 に於ける樹ル

. 2. カレヘ然下H氏験増

3. 的カシハ林下の人工松

第三国版 カシへ及:ナワ然生商

a. ミグナラ三4生、 ﾡ 22 cm 供 Ji 93 cm
カシへ三 4 生、 神 長 22 emn 供 其 S.7cm (光 堀 切 ﾡ)

・ カシへ六4生、 幹++ en 供 Ji 33 cm
•l. カシ4 . W Ji 2o.+ cm 供 其 33.5 cmn

ミッナッ元4生. WJ3+cm供 29 cm
2. カシハ及:グナッ然生商

・ッナワ九4生、 #s4cm供 22.S cmn
い. ミッナゥ 十 三4生、 幹 5Semn 山J61 cm
c. カレハ入4生、 幹 長 31 cm 供 J4 39.5cm
山. カレ～九 4生、 w Ji 4 ふ sem 供 15cm

3 カレハ然生商

カ シ "十三 4 生、 幹 J s95cm HJ53 cm
4. ﾡなﾡ生ぜるカシへ樹件の断面

a... ﾡﾡ載のﾡ止せるi
c.d. 訪ず載Niのﾡ像

第四圏版 >• カンハ 做部. 十叫年生. 幹の店都血徹 3.35、

2. ミ ブナウ 投 部、 十4 生 同 上 2.5cm
3 カレへﾡ前、十大4生 同上 S. Cm
4. ・グナッ供部. 十 七 年 生 N 上 り7 Cm

第五 圖 版 カシ期ﾡ樹の山系、 地中に於ける状ﾡ

2. W 上 の供なしるいの

3 カシへの権ﾡに硫りﾡな切ﾡせず用 聞し:るり

+ カレへﾡ部な切ﾡし前深ﾡ"るいの

5. カシへ山部な切断してﾡぜるいの

6. ミグナワ然止の棋i
7. カシハ動水刈ﾡ植木のﾡ系

s. カレへ株不刈ﾡ権収木の棋系

第六圏版 1• カシの天公株 (ﾡ十三がﾡV)
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第七回版

北消道#災び戦場軽や 第十三史

2 . 同 上 ミッナッの入ぜるi
3 カシへな交へざる維水林

4 同 上

I. カシへ映略地#ﾡ岡

2. カシへﾡﾡ地々形及戦配Zﾡ

第一は］版 Taf. I

ﾡ版オッル ッ岡イ朴カ シハ 試 験 J地



1O4 海道林空式戦場報省第十三逆

第七ﾡ版

2 . 同 上 ミプナラのへぜる部

3 カシな炎へさる雑水株

+同 上

2. カシハ験地々形及戦V配ﾡ岡

Taf. I

ヽy

・三

十ﾡ岡血オッル シ図行林カ シハ験地

第 一 l 版



n

 

3

戸l  

姿
一-

い
ぽ





際 

豆 

巨 

お



Taf. V第 i.以l 版
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